
    
      
        
      
    

  




























仙獄学艶戦姫ノブナガッ！




第一次水着大戦






小説：斐芝嘉和

挿絵：SAIPACo.




あとみっく文庫













			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

		

	
















目次





			プロローグ

			第一章　乙女たちの戦い

			第二章　湯けむり攻防戦

			第三章　第一次水着対戦

			第四章　水上の格闘戯

			第五章　夢のムキムキ一騎打ち

			第六章　孤軍奮闘

			第七章　淫華繚乱

			エピローグ

		

	

			プロローグ

			


			　時は夏、日は昼間──。

			「こ、この私が……負けた、だと？」

			　地に手をついて深く項うな垂だれた今川義元いまがわよしもとは、受け入れがたい現実を突きつけられ、一種の思考停止状態に陥おちいっていた。燦さん々さんと降り注ぐ夏の陽射しを感じることもなく、いまだ冷めやらぬ昂奮のどよめきも耳に届かず──ただ、負けたことだけで頭がいっぱい。

			　生まれも育ちも超一流、宿敵だった武たけ田だや北ほう条じょうとも手を結び、いまや四海に敵はいない──自他ともにそう思っていた（であろう）矢先の、手痛い敗北。

			　しかも相手がよくない。

			　よりにもよって「あの」織お田だ信のぶ長ながだ。

			「……お、おのれ……信長め……！」

			　コノウラミ、ハラサデオクベキカ──約半年後に湧き起こる騒動は、実にこの、逆恨みとしか言いようのない義元の個人的動機が発ほっ端たんだった。

			＊　　＊　　＊

			　同じころ──北きた宮みや学園構内の最南部にある防ぼう空くう壕ごう跡。

			　長い間存在すら忘れられていた半地下式・鉄筋コンクリート製の小屋は、いま、問題のある生徒を監禁するための施設として活用されていた。

			　閉じ込められているのは柚ゆず菜なの兄・智とも則のり。

			　身長二メートルにも達するその巨きょ躯くは、兇暴な腕や脚を拘こう束そく衣いに封じられ、埃臭く湿っぽい床の上に芋虫のように転がっていた。太いうなじには猛獣用の分厚い首輪、両手には袋が被せられ、手首や足首には鋼鉄製の枷かせまで嵌はめられている。

			　非ひ道どい──毎日朝晩様子を見に来る柚菜は痛ましい兄の姿を見るたび、みなの敵意を感じて胸が苦しくなる。ただでさえ色の薄い柔肌は血の気を失って蝋のように蒼あお褪ざめ、長い睫まつげに縁取られた黒目がちの瞳が、哀しみを帯びて涙に濡れる。

			　他人にとっての智則は兇まが々まがしい犯罪者だが、柚菜にとってはたったひとりの兄。みなが感じているだろう恐怖は分かるのだが、ここまで憎むことはどうしてもできない。

			　本土にいたころの兄は、こんな人間ではなかった。いじめられっ子とまではいかないが、妹の目から見ても覇気のない、頼り甲が斐いのない兄だった。

			　なのに──この島へ来て、兄は変わった。新入生として一年遅れで北宮学園へやってきた柚菜は、自信に満ちた智則を見てかなり困惑したものだ。それから四年、智則は年々兇悪さを増し、とうとう女子生徒数人を強姦した罪でこの岩いわ屋やに監禁されてしまった。

			　本土の法に照らせば死刑かもしれないが、この状況よりはマシだと柚菜は思う。

			　人間は、ただ生まれただけではヒトにはなれない。ヒトとして扱われ、ヒトとして認められて、ようやくヒトになれるのだ。なのに、ヒトであることを禁じつつただ闇やみ雲くもに生かされ続けるだなんて──蛇の生殺しというモノだ。決して満たされぬ欲求に延々と苛さいなまれ続けるというのは、どんな拷ごう問もんよりも辛いだろう。

			「お兄様……」

			　朽ちかけたテーブルに電池式のカンテラを置いて、柚菜は怖おず怖おず声をかけた。

			　返ってきたのは、獣のような唸うなり声。

			　鬼おに胡桃ぐるみでできたボールギャグを口に噛ませられている智則は、唯一自由になる頭をグイッと持ち上げ、火を噴きそうな激しい目つきで、傍に立つ柚菜をジッと睨にらみつける。

			　そこにいるのが妹だと、分かっているのかいないのか──テレパシストでない柚菜には知りようのないことだが、たぶん、分かっていないと思う。

			　分厚くて頑丈な拘束衣の股間、考えるだにおぞましいあの場所が、

			（あ、あんなに、大きく……）

			　盛り上がっているのだから。

			　アソコにあるアレが、多くの女子生徒を傷つけた──そう思えば、同じ女性として柚菜も吐き気を覚える。血の気が引き、膝が震えて、涙も溢あふれてくる。

			　しかし──男の性欲も解消してやらねばならないだろう。ただ我慢しろと命じ、むやみに溜めさせるだけなら、いつか暴発するのは自明の理だ。

			「……お辛い、のですね……」

			　掠かすれた声で言いながら、柚菜はコンクリートの床に膝をつき、「その場所」を見つめながらそろそろと這い寄った。これからなにをするのかを考えると胸がざわめき、顔が火ほ照てる。銅ど鑼らのような耳鳴りが周囲の音を掻き消して、身体が震え、息苦しくなる。

			　イヤだ、汚い、したくない──でも兄が可か哀わい想そう、ここから出すわけにはいかないけれど、私にできることがあればしてやりたい──ふたつの想いがせめぎあい、兄をいたわる気持ちが勝った。すぐ鼻先にまで迫った「その場所」に、恐る恐る、手を伸ばす。

			　本土から取り寄せた拘束衣には、股間部分だけ独立して開けられるジッパーがついていた。冗談のように大きなそのツマミをおっかなびっくり抓つまみ、

			（私の気持ちなんて、どうでもいい……お兄様のためだもの！）

			　勇気を振り絞って引っ張ってみる。

			　ギチ、ギチ、と軋きしみつつ、拘束衣の股間が少しずつ開いていく。硬い布地の下に強こわ張ばった物体がとても大きく、少し手間取ってしまったが、それでもどうにか開けられた。

			　途と端たん──。

			「う……あ、ああ……」

			　兄の股間にそそり勃たったソレを見て、柚菜は思わず呻いてしまった。

			　なんという太さ、なんという長さ──肉茎は木の根のように捻ねじれ、恐ろしげな血管が粗い網目状に浮き上がっている。天井を突き破らんばかりに仰向いた亀頭はルビーのように紅く艶つや々つやとして、猛たけ々だけしく傘を張り出し、むくれた尖せん端たんには透明な滴しずくを膨らませる。

			　あまりにおぞましい淫棒を間近に見て揺らぎそうになった気持ちを、深呼吸してどうにか落ち着かせる。

			「ふ、触れますね、お兄様……」

			　勇ましく屹きつ立りつしている男根へドキドキ怖ず怖ず、白くなよやかな手を伸ばす。赤黒く照り光っている淫茎に、白魚のような細指を、ソッと──。

			「ンぉっ！」

			　指先が軽く触れた途端、ビクンと痙けい攣れんした兄が低く唸った。

			　驚いた柚菜は慌あわてて手を退ひき──智則の瞳に宿った哀願の光に気づき、思わず止めてしまった息を大きく吐き出す。

			「……痛かったですか、お兄様？」

			　囁ささやくような問いかけに、首は横へ振られた。

			「つ、続けても……よろしい、でしょうか？」

			　怖ず怖ずと訊きけば、今度はしっかりとした頷き。

			　兄に求められている、兄の役に立てる──そう思うと、乳房の奥がジワッと熱くなった。

			　一時はあれほど傲ごう慢まんだった智則が、いまはこんなにしおらしくなっている。仔こ犬いぬのように瞳を潤ませ、柚菜の顔をジッと見つめている──。

			（私でなければ、お兄様は癒やせない……イヤがっている場合ではないわ！）

			　使命感に燃え、再び手を伸ばす柚菜。触れた瞬間、智則がビクンと動くことを学習したから、驚いても手を退かないよう注意して──むぎゅっ！

			「……う!?　あぁ、硬い……」

			　思いきって握ると、鋼のような硬さを手指に感じた。

			　なんという太さ、なんというたくましさ。

			　柚菜のヒンヤリとした掌が　てのひら　気持ちいいのか、それとも湧き上がる獣欲に突き揺すられているのか──ソレは手の中で小刻みに震え、いまにも動き出しそうだった。

			　見た目以上にゴツゴツしている。しかも薄皮にジットリと、汗を煮詰めたような粘液が滲にじんでいる。あまりに太く、親指と中指でも環わを作れないが、肉棹の緩い捻れには細指がフィットしてしまった。吸いつくほどしっくりとした握り心ごこ地ちが、かえって気持ち悪い。

			「熱い……これが、男のヒトの、体温……」

			　硬いゴムのような感触の内側には沸ふっ騰とうした溶岩が溜まっているのか、木の根のような捻れに密着した掌が灼やけてしまいそうだ。

			　本当はしたくないのだが、辛そうな兄を見捨てるわけにもいかない。柚菜は逃げ出したくなる気分を懸命に抑え、たくましい牡肉を感じている右手に意識を向けた。自らの丹たん田でんに輝く太陽を想像し、龍のように吹き上がるプロミネンスを「経けい絡らく」に通し──兄のペニスに「癒やしの気き」を流し込みつつ、ゆっくり、ソッと、たおやかな手を動かす。

			「どうですか、お兄様？　気持ち、イイ……ですか？」

			　躊躇ためらいがちに問うと、

			「うぅ……おぉぉ……」

			　低く唸った智則が厳いかつい頬を弛ゆるめ、うっとりと目を閉じた。鼻息が荒くなるが、決して苦しんではいない。むしろ、気持ちよさそうだ。拘束衣の内側から放たれていた恐ろしげな圧迫感が、柚菜の手が動くたびに消えていく。

			（これでいい、のですね……お兄様……）

			　してはいけないことをしている、おぞましくて穢けがらわしい、変態的な行為だ──込み上げてくる背徳感に息苦しくなるが、手淫はやめない。自分にできることはこれくらい、これで兄の狂気を癒やすことができるのなら、苦しみを少しでも和らげられるのなら……。

			「よ、横を向いていますから……恥ずかしがらず、我慢せず、お兄様のお好きなときに出してくださいね」

			　少し的外れなことを言いながら、柚菜は一生懸命、兄の巨根をしごき続けた。

		

	

			第一章　乙女たちの戦い

			


			　東とう京きょう都と伊い豆ず郡ぐん仙せん獄ごく村むら──神こう津づ島しまから南南西に約百五十キロ、八はち丈じょう島じまから西へ約百五十キロ。南海の熱気を運ぶ黒潮のド真ン中に、ポツンと浮かんでいるのが仙せん獄ごく島じまだ。

			　大きさこそ八丈島より少し大きいが、ほかの島々から離れすぎているため有史以来一度も栄えたことがない。三十年ほど前、島中央部に二千メートル級滑走路を持つ空港ができたあとは流出人口がさらに増え、現在の島民は二千人弱。

			　その代わり、というわけでもないだろうが、この島にはみっつの学園が置かれ、五千人近くの学生たちが寮生活を送っている。そしてその学生は、すべて超能力者だった。

			　超能力者しか入学できない、という点ではなんとなくエリート校のようだが、実態は少し違う。特殊な能力を持つ彼らは通常の法では縛りきれないため、超能力がピークに達する十代後半から二十代前半にかけての六年間、この孤島に隔かく離りしておこうという──どちらかといえば島流しに近い。

			　もっとも、深刻に考えているのは本土の大人たちばかりで、当の学生たちはいたってお気楽だった。なにしろ周りは超能力者ばかり、本土では意識的にセーブしていなければならない自らの力を、ここでなら思う存分発揮できるのだから。

			　ただし、完全な無法地帯というわけでもない。みっつの学園それぞれには強力な生徒会が存在し、生徒たちが暴走しすぎないよう睨みを利かしているし、校区外まで巻き込むような事態であれば「三さん学がく協きょう定てい」に照らしあわせて対処される。

			　超能力を持つ学生たちがかなり広範囲の自治権を有し、自分たちの決めたルールに則のっとりつつそれなりに青春を謳おう歌かしている学生特区──それがこの、仙獄島だ。

			＊　　＊　　＊

			　仙獄島にみっつある学園のひとつ、島南部西方の海岸沿いに建つ西せい開かい学がく園えんの、講堂。

			　綺き麗れいに並べられたパイプ椅子に腰掛け、どことなくそわそわしているのは、幼さの残る頬を桜色に輝かせた新入生たち。落ち着きがないのは、これから始まる新しい学園生活に胸をときめかせているから──ではなくて、入学式が始まらないから。

			「……おい、千せん里り眼がんはいないのか？　なにがあったのか透視してくれよ」

			「私、テレポーターなんだけど……ちょっと職員室、見てこようか？」

			　そこかしこで交わされる、遠慮がちなヒソヒソ声。この島で一年も暮らせば考えるより先に自分にできることをするようになるだろうが、さすがにまだ新入生だ。「超能力をみだりに使ってはならない」という常識に従い、だれも行動しようとしない──と。

			「や！　待たせたな、諸君！」

			　ようやく舞台にヒトが現れ、よく通る声で快かい活かつに言った。

			　途端、講堂に満ちていたざわめきがピタッと止まる。

			　といっても、躾しつけが行き届いているからではない。演えん壇だんに立ったヒト、というかモノに、ただ単純に驚いたからだ。

			　長く艶やかな黒髪、切れ長の涼しげな瞳、自信溢れる爽やかな笑顔──スッと背筋を伸ばした立ち姿には威い厳げんがあり、歩いているときにはもちろん、演台に手をついて立ち止まったいまもどことなく颯さっ爽そうとして見える。

			　ソレは一見したところ、凛り々りしい美少女だった。

			　胸は大きくはち切れんばかり、ウエストはあくまでスマートで、尻から太腿へのラインは小気味よく引き締しまっていながらなお、女性らしい柔らかな丸みを帯びている。

			　にもかかわらず「美少女」と言いきれないのは、その人物が西開学園女子の制服であるダブルボタンの黒いブレザーではなく、なにやら裾すそがゾロリと長い変形詰つめ襟えり学生服──いわゆる長ちょうランを、誇らしげに着込んでいるから。

			　まだ春先だというのに、その美少女は長ランの前をすっかり開いていた。マントのようにも見える長ランの下は男物のシャツで、大きな胸と肉感的な腰回りが苦しいのか、上下のボタンを大胆に外し、形のよいヘソや淡く翳かげった胸の谷間を惜しげもなく晒さらしている。

			　いまは演台に隠れて見えないが、腰には女子の制服である黒いミニスカートを穿はいていた。ただ、裾下を飾っている可か憐れんなフリルは綺麗サッパリ取り払われている。なんというかその──漢おとこらしい、潔いさぎよい改造である。

			　単なる男だん装そうではなくて、おそらく「応援団」というものだろう。手には白しら絹ぎぬの手袋を嵌め、左肩には腕章を、額には日の丸必勝鉢はち巻まきを巻いていた。

			　しかし、ここは入学式の会場だ。演壇に現れるべきなのは、教師か生徒会長辺り。応援団員がいったいなんの用だ、式の前になにかセレモニーでもするつもりなのか──と。

			「オレ……じゃなくって私は、西開学園応援団長・織田〈希き莉り香か〉信長である」

			　演壇の中央に立った美少女が、朗ろう々ろうと響く声で話し始めた。女性にしては低く落ち着いた、耳に心地よい声だ。本人が浮かべている輝かしい笑顔と相あい俟まって、新入生たちは自然と口を噤つぐみ、傾けい聴ちょうする姿勢になった。

			　──ここまでお膳立てができたのだから、歴史に残りそうなくらいの名演説があってもよさそうなものだ。少なくとも、期待に胸を膨らませた新入生たちの記憶に、晴れやかな想い出となるような訓くん話わがあってしかるべきだろう。

			　だが、信長と名乗った美少女は、常識という枠に決して嵌はまらない人物だった。

			「見ての通り、私は美しい。昨年のミス仙獄島にもなったほどだ！」

			　長ランの前身頃を図々しく押し退のけて突き出ている白シャツの胸を、さらに見せびらかすようにゆさゆさ揺らして、まず一発。

			「そのうえ心優しく気立てがよくて、勉強は少々苦手だが面倒見はすこぶるつきでよい。か弱き乙おと女めながらこのような恰かっ好こうをしているのは、学園すべての生徒を兄弟姉妹だと思い、日々の生活を応援したいと心の底から考えている、その表れなのだ！」

			　いやあの、そんなに堂々と自じ画が自じ賛さんされても──仙獄島の空気にまだ慣れていない新入生たちが、どういう反応を示せばよいのか分からずに困惑していると、

			「元来、応援団は少数精鋭をモットーとしているのだが、キミたち新入生諸君には特別に入団のチャンスを与えようと思う。いまなら団長であるこの私が、朝から晩までつきっきりで学園生活のすべてを手取り足取り教えてあげるサービスつき！」

			　いまにもシャツからはみ出しそうな乳房を弾はずませ、切れ長の瞳を流し目にして、凛々しい美少女がパチッとウィンク。純じゅん朴ぼくな少年なら頬を赤らめて目のやり場に困るような仕し草ぐさだが、押しつけがましい前まえ口こう上じょうがまずかった。

			（なんだ、新入生の勧誘か）

			（美人だけど、ちょっとヘンだよな。かかわらないほうが無ぶ難なんだろう……）

			　良識ある新入生たちは奥おく床ゆかしく顔を伏せ、さりげない仕草で目を逸そらす──と。

			「また貴様か、希莉香！」

			　舞台袖からバタバタと、教師らしい男たちが駆け出してきた。どこかで縛られていたらしく、身体に弛んだ縄をぶら下げている者や、頬にガムテープを垂らした者もいる。

			　いったいなにが始まったのか、新入生を歓迎するためのアトラクションだろうか──などと、ポカンとした新入生たちの目の前で、

			「応援団は非公認だ、団員の募集など認めぬ！」

			「うるせぇッ！　部活紹介の時間に入れてもらえなかったんだから、入学式ジャックするしかねぇだろうが！」

			　いきなり筋書きのないプロレスが始まった。

			　トトッとバックステップして間合いを取った信長が、

			「っせい！」

			　鋭い気合いを発して化け鳥ちょうのように跳ちょう躍やく。長く艶やかな黒髪を翻ひるがえし、長ランの裾はもちろん漢らしくサッパリと改造されたミニスカートまで捲まくり返して、掴つかみかかってきた教師にお手本のようなドロップキック。顔面に直撃を喰らったジャージ姿の大柄な男性教師は、派手に転がりながら哀れ舞台袖へと消えていった。

			　因ちなみに、信長の翻るスカートの下に見え隠れしたのは、純白の褌ふんどしだった。前に垂らした布がヒラヒラして、際どいほどハイレグな股間が見えてしまう。おお、とどよめく新入生男子、きゃあっと叫んで両手で顔を覆う新入生女子。

			　その間も、信長は舞台の上で孤こ軍ぐん奮ふん闘とう、近づく教師たちを突き飛ばし蹴り飛ばし投げ飛ばし、なかなか捕まりそうにない。

			　いくら仰ぎょう々ぎょうしい改造学生服を着ていても、中身は細身の美少女だ。なのになぜ、これほど多くの教師と互角に渡りあえるのか──それはもちろん、信長が超能力者だから。

			　彼女の能力は、殴りつけた相手の「気」を一瞬だけ乱す、通称・生せい体たいスタンガン。拳面にしか生じないのがネックだが、効果は絶大だ。軽く触れただけでも相手の神しん経けい系に誤ご信しん号ごうが走り、筋肉が異い常じょう緊きん縮しゅくする。そのため、本人の意思に反してとんでもない方向へ跳んだり転げたり──殴られた相手は自らの筋力で吹き飛ぶのだから、信長がどれほど非力な美少女でも関係ない。もっとも、跳んだり跳ねたり転がったりと狭い舞台の上を縦じゅう横おう無む尽じんに駆け巡めぐっているのだから、決して非力などではないだろう──と、そこへ。

			「希莉香！　いい加減にしなさい！」

			　凛りんとした声を響かせ、第二の美少女が現れた。

			　スラリと長い脚を肩幅に開き、ほっそりとした腕を胸元に組んで大きく形よい乳房を見せびらかすように押し上げているその姿は、どことなく信長に似ていた。長く伸ばした黒髪も、眉をキッと吊り上げた精せい悍かんな顔立ちも、演台の上で大暴れしている信長に瓜ふたつ。

			　それもそのはず、この美少女は織田〈希き莉り子こ〉信のぶ秀ひで。信長のひとつ違いの姉であり──「西開の虎」と恐れられる生徒会長でもあった。

			　ただ、信長と違って信秀は、女子生徒用のダブルボタンブレザーをキチッと着込んでいた。ウエストをきつく絞ったデザインだから胸の大きさや尻の丸みが強調され、モデルにもなれそうなスタイルのよさが際立っている。凛々しい顔には細フレームの知的な眼鏡がキラリと輝き、傍ぼう若じゃく無ぶ人じんな信長よりも遙はるかに高く好印象。

			「なんだよ姉貴、やろうってんのか？」

			　好こう敵てき手しゅ現る、とばかりにニヤリとして、拳法使いのように構える信長──と。

			「済すンません、姐あねさんッ！」

			　いきなり頭上から、学ラン姿の青年たちが雪崩なだれのように降ってきた。

			「姐さんを捕まえたら、追試を免除してもらえるッス！　どうか許してくださいッ！」

			　涙を滂ぼう沱だと流しつつ、信長を押さえつけてグルグル巻きに縛り上げてしまう。

			「て、テメェら……進級したさにオレを売ったのか!?」

			「姐さんは、信秀さんが企画する追試を知らないからそんなこと言えるんですよ！」

			「俺まだ死にたくないんです、堪かん忍にんしてくださいッ！」

			　──見た目と会話の内容からすると、どうやら応援団のメンバーらしい。それぞれ気合いの入ったいでたちだが、信長の姉・織田〈希莉子〉信秀を心の底から恐れている。どんな方法で脅されたのかは不明だが、いまはすっかり生徒会の犬だ。

			「く、くっそうっ！　根性なしどもが！」

			　蓑みの虫むし状態にされた信長はなおも悔しそうに歯軋りしていたが、こうなればただの細身の美少女でしかない。屈強な教師たちに担ぎ上げられ、速やかに運び去られてしまった。

			　しばらくして──。

			「……失礼しました」

			　演壇に立った信秀が、コホンとひとつ咳払い。

			　それだけで新入生たちは姿勢を正し、希望に満ちた眼まな差ざしで演壇を見つめる。

			「えー、先ほどお騒がせしたアレは、私の妹です。申しわけございません。私は姉の織田〈希莉子〉信秀。不束ふつつか者ものですが生徒会長を務めさせていただいています」

			　深々と頭を下げる美少女に、会場がどよめく。

			　こんなに綺麗なお姉様が生徒会長なのか、あんなに滅め茶ちゃ苦く茶ちゃな妹に振り回されて苦労しつつ、怖そうな男子学生も手玉にとって、西開学園を治めているのか──。

			　こうして今年もまた、「信長はおかしい」「信秀さんは美しくて優しくて真面目で、でもヘンな妹に振り回されているから可哀想」という印象が、強烈に刷り込まれた。

			＊　　＊　　＊

			　数時間後──西開学園、生徒会室。

			「……へ？　義元からの挑戦状？」

			　生徒会長である姉から直じき々じきに呼び出され、てっきり叱しかられるものだと思い込んで蒼褪めていた信長は、予想外の言葉を聞いて間抜けな顔になった。身代わり、というか生いけ贄にえ用に連れてこられた応援団のマネージャー・羽は柴しば〈瑠る美み〉秀ひで吉よし（小柄童顔、自然な栗毛を愛らしいツインテールにした、見事に幼児体型なロリッ娘こ）も、幼いたい気けな頬をあからさまに弛め、ホッと溜め息を漏もらす。信長の部下である応援団員も恐れていたように、信秀が怒ると洒しゃ落れにならないくらい怖いのだ。

			　もっとも、怒りが解けたわけではない。

			「応援団の活動は、今後一切禁止です。生徒会の威い信しんに懸かけて厳しく取り締まるので、そのつもりでいてくださいね」

			　どこまでもにこやかに、しかしあくまで冷たく、突き放すように言う信秀。

			「えぇ？　なんでだよ姉貴ぃ、オレたち姉妹だろ？　大目に見てくれよぉ〜」

			「姉妹だからこそ、ほかのヒトより厳しくするのです。示しがつきませんからね」

			　その微ほほ笑えみは涼しげだが、コメカミにはクッキリと、＃字型の青筋が浮き上がっていた。新入生たちの前ではチラッとも感じさせなかったのだが、この信秀、教師たちと一緒に縛り上げられ、舞台裏に転がされていたのだ。漫画であれば間違いなく、麗うるわしく微笑む生徒会長の背後にぶっとい「ゴ・ゴ・ゴ・ゴ・ゴ・ゴ……」が浮き上がっているだろう。

			「とはいえ、団員のみなさんには協力していただきましたから、違反学生服に関しては大目に見てあげましょう。しかし譲じょう歩ほはそれだけです。いいですね、信長さん」

			「……チッ！　しゃあねぇなあ。それで手を打ってやるよ」

			　溢れる冷や汗をふてぶてしい顔に隠し、信長は渋々頷く。

			　教師を縛り上げて入学式ジャックを企くわだてても、教師のひとりにドロップキックを決めて本土送りにしても、決して退学にならないのが西開学園だ。そしておそらく、ほかのふたつの学園──太平洋戦争終結直後に発足した北宮学園や伴ば天て連れん教きょうという宗教を芯に据えた聖セントジョウント学園でも、似たような状況のはず。

			　伝統を重んじる北宮はここ西開ほど自由気き儘ままな校風ではないし、宗教がかっている聖ジョウント学園の場合は入学する生徒がそもそも真面目だ。にもかかわらず問題児の処分方法に大差がないというのは、学生のすべてが超能力者だから。もし退学処分にして本土に送り返したりでもしたら、たいへんな騒ぎになってしまう。

			　超能力者の処しょ遇ぐうは超能力者が決める──それが、仙獄島のルールだ。

			　繰り返しになるが、そんなこんなで、この島での「学生自治」は単なるお題目ではない。それぞれの学園内に収まる事案ならそれぞれの学園法が、学園同士の問題であれば「三学協定」と呼ばれる一種の条約が、学生の手によって適用される。

			　そして「義元からの挑戦状」とは──三学協定に基づいた「大戦」実施の提案だった。

			「この地図を見てください」

			　織田姉妹のやりとりを静かに見守っていたショートカットの眼鏡美少女が、机の上に「仙獄島全図」を広げた。生徒会副会長・明あけ智ち〈沙さ耶や〉光みつ秀ひで。おっとりとした容貌と上品な立ち居振る舞い、生真面目な性格で知られている優等生だ。信秀や信長と並ぶと少々霞かすんでしまうが、身体つきも素晴らしい。

			　キッチリと着こなした制服のたわわな胸を揺らし、

			「北宮が大戦の報酬として挙げたのは、聖ジョウントが秘密裏に掘くっ削さく・開発していた温泉施設です。場所はココ」

			　光秀が地図の真ん中辺りを指差す。仙獄島のほぼ中央にある空港の傍であり、島南部にこんもりと盛り上がっている溶岩ドーム・蛭ひる子こ山やまの麓ふもとでもあり──。

			「なんだよ、学区境界線上じゃないか！」

			　机の反対側から身を乗り出した信長が、光秀の言葉を待たずに叫ぶ。

			　権利には必ず義務がついている、というわけで、仙獄島の三学園は治ち外がい法ほう権けんを認められている代わりにほとんどの物を自給自足しなければならない。火山島の特性を活かした温泉開発はもっともポピュラーな外貨獲得手段であり、北宮も西開もそれぞれ学区内にいくつかの温泉旅館を経営している。だから、聖ジョウント学園が極ごく秘ひ裏りに新たな温泉開発を行っていても、それだけなら問題にならない。

			　問題なのはその位置だ。

			　本土の法より学園の自治権が優先される仙獄島において、学区とはいわば国の領土。国境ともいうべき学区境界線上に作られた施設は、当然のことながらその帰属権がややこしいことになる。

			「だからこそ、義元さんが『大戦』の条件に選んだのよ」

			　苦虫を噛み潰したような顔で、小さく呟く信秀──と。

			　それまで円つぶらな瞳をクリクリさせていたツインテールのロリッ娘・羽柴〈瑠美〉秀吉が、

			「あのぉ……」

			　怖ず怖ずと挙手をした。横暴な信長にいつも家け来らいのように連れ回されている秀吉だが、これでも一応、生徒会の庶務なのだ。

			「どうしていきなり大戦なんですか？　どちらの学区に入っているのか、ちゃんと測量して白黒ハッキリしたほうが、あとあと面倒がなくてよいと思いますけど……」

			　当然と言えば当然の疑問だが、

			「バカだなあ、お前。白黒ハッキリされて困るのは聖ジョウントだけじゃねぇ。いまの状態なら西開だって、境界線のあやふやな場所になにか作れるじゃないか」

			　意地悪く笑った信長に一蹴されてしまう。

			　彼女たちが言う「大戦」とは、もちろん本当の戦争ではない。学園間に持ち上がった問題を可か及きゅう的てき速やかに解消するために考え出された方法を、「大戦」と呼んでいるだけだ。

			　該当する問題の処理権を懸けて、三学園のそれぞれから選び出された代表生徒がひとつの競技を行い、勝敗を決する──今回の提案を例にすれば、聖ジョウント学園が掘削した温泉の所有者を、競技の勝敗によって決めるわけだ。

			「ごめんなさいね、秀吉さん。希莉香が言う通り、測量して境界線を明確化するより施設そのものを手に入れたほうがメリットが大きいのよ。学区境界線上にある以上、無視するわけにはいかないし……」

			　横暴な主人（？）にバカと呼ばれてしょんぼりしたあどけない少女をいたわりつつ、生真面目な生徒会長の顔になった信秀が溜め息を漏らす。

			「温泉掘削に莫大な投資をした聖ジョウント学園は、決して乗り気でないでしょうけど、私たちが参戦を表明すれば大戦は実施される……さすがは義元さんね。こちらの事情に協定ルールを上手く組みあわせた、見事な絡め手だわ」

			　三学園を巻き込む大戦は、一学園だけの都合では実施されない。それと同時に、二学園が実施を決めれば、残る一学園も参加しなければならないというルールがある。北宮学園の次期生徒会長候補と目もくされている今川〈アリス〉義元は、それを踏まえてこの大戦を提案してきたのだ。

			　不ふ承しょう不ぶ承しょう感心している姉に、

			「なにが見事なもんか。いかにも義元らしい、捻ひねくれた策だって言ってやれよ」

			　信長は不敵な笑みを見せた。

			「空港より南側の温泉を、北宮が手に入れてどうするんだ？　ったくアイツは、後先なんてこれっぽっちも考えてねぇんだから……な、なんだよ？」

			　自信満々の口調が、信秀と光秀の冷ややかな視線に気づいて尻すぼみになる。

			「後先考えていないのは希莉香、貴女あなたでしょう？　コレは貴女に対する挑戦状よ」

			「会長の言う通りです。調子に乗るのは構いませんが、いつか転こけに転けますよ」

			「わ、分かってるよ。昨年のアレで、どうやらオレは義元に恨まれちまったらしいな。けど……ソレってオレが責められるようなことか？　逆恨みってヤツだろ？」

			　キラリ、キラリ、とふたりの知的な眼鏡ッ娘から鋭い目線を向けられた男装の美少女は、不服そうに唇を尖らせて精せい一いっ杯ぱい反論した。ひとり秀吉だけは三人の話についていけず、かといって口を挟めるような雰囲気でもなくて、栗色のツインテールを揺らしつつハラハラしながら成り行きを見守る。

			「あの方の性格はよく知っているでしょう？　勝てば天狗になるし、負ければ根に持つ。あとあと面倒になるのは火を見るより明らかなのですから、義元さんがエントリーしている時点で出場を見合わせないと」

			「西開学園から貴女しか出なかったことの意味を、一度も考えたことがないのですか？」

			「悪かったなあ。どうせオレは、姉貴や光秀ほど賢くねぇよ……けどまあ、勝てばいいんだろう、勝てば？　それなら簡単だ。ノープロブレム！」

			　自信満々に言いきる信長に、信秀と光秀が呆れ、一瞬言葉を失ったとき──。
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			「あのぉ……」

			　ようやくタイミングを見み出いだした秀吉が、再び怖ず怖ずと挙手した。

			「どうして信長さんが代表生徒なんですか？　いつも慎重な会長さんや光秀さんらしくないですよ。このヒト、威い勢せいはいいけどお調子者で、詰めがとことん甘いんですから……あ、分かった！　だから義元さんが指名してきたんですね！」

			　スパカーン！

			　どこに隠していたのか、柄に荒縄を巻いた実戦的（？）な長ハリセンを引き抜いた信長が、得意げに話していた秀吉の後頭部を容よう赦しゃなく打った。哀れなロリッ娘は超能力「極きょく度どの幸こう運うん体たい質しつ」のおかげでドペーッと机に突っ伏しただけで済むが、並の者なら首から上がなくなっていてもおかしくないほど強烈な一撃だ。

			「バカかお前は！　他校の代表生徒を指名できるわけねぇだろう？　そうじゃなくって、種目を見ろ、種目を。オレか姉貴が出るしかねぇだろが！」

			「うぅ？　種目って……あ、本当だ」

			　信長の白手袋を嵌めた指先でビシッと指し示された一文を見て、すぐに納得する秀吉。

			（そりゃまあ、昨年のアレのリベンジというなら、コレしかないかもしれないけど……でも、大戦って学園の命運を左右しかねない大事じゃなかったかしら？　本当に、こんなので「大戦」しちゃってもいいのかなあ……）

			　新三回生になったいまでも新入生と同じくらい純朴なロリッ娘は、この島のアバウトさを改めて思い知らされ──なぜだかガックリ疲れてしまった。

			＊　　＊　　＊

			　同じころ、聖ジョウント学園の礼拝堂──新入生の天あま草くさ〈茜あかね〉四し郎ろうは、学長直々の呼び出しを受けて緊張し、あどけない頬をほんのり赤らめていた。

			　ほかの二学園に比べるとこぢんまりとした聖ジョウント学園だが、師弟や先輩後輩の区別はより厳げん格かくだ。伴天連教の教きょう義ぎからくる自然なヒエラルキーだから信者である学生はだれも窮きゅう屈くつに思わず、それどころか、いまの四郎のように、遠く離れた高位者から声をかけられると舞い上がりそうなくらい喜んでしまう。

			（学長先生はこの学園の第一期卒業生で、天使のようにお美しい方だとか……遠く離れた本土にまで噂が届いているくらいなのだから、相当にお綺麗なのだろうな）

			　この四郎、長く艶やかな黒髪を若わか衆しゅ髷まげ風のポニーテールにした凛々しい顔立ちの美少女で、胸も尻もまだ小さく、手足はスラリと長い。もし西開学園の信長のように男装したら、綺麗な少年と間違われてしまいそうだ。

			　が、レズッ気はない。そもそも伴天連教では同性愛を大悪のひとつに数えている。だから、「綺麗な学長」という噂に胸をときめかせていても、それは同じ女性としての興味であり、淫みだらな気持ちなど一欠片かけらも混じっていないわけで──と。

			「お待たせしました。貴女が四郎さんですね」

			　鈴の音のような声が、不意に背後から聞こえてきた。慌てて振り返った四郎は、おや、と思わず首を傾かしげる。

			　ステンドグラスから降り注ぐ色取り取りの光の中、背筋をまっすぐ伸ばしてスラリと立っていたのは、若い女性だ。髪は金、それもプラチナ色に近い、見事なまでのブロンド。本当はかなり長いのかもしれないが、キッチリとした三つ編みに編み、さらに形よい頭にグルリと巻きつけてある。「東欧の伝統的な髪型」というアレだろうか。

			　胸元はこれでもかと言わんばかりに盛り上がっていて、ゆったりとした法ほう衣えの下には肉感的な身体が隠れていそうだが、年齢は二十代、それも前半だろう。白い柔肌は眩しいほどに瑞々しいし、桜色に輝く頬にはまだうっすらとあどけなさが残っているし──島の学園はどれも六年制だから、この春この学園を卒業したばかりの、新任教師だろうか。グラマーでありながらどこか幼気なこのヒトが、まさか「学長」ではないだろう。

			「あの……貴女も学長先生に……？」

			　ポニーテールを揺らした四郎が怖ず怖ずと訊くと、法衣を纏まとった美女はまず、おっとりとした垂れ目を大おお袈げ裟さなほど丸くした。サファイアのように透き通った翠みどり色の瞳が、斜めに射し込む夕日を浴びてキラリと輝く。

			　それから──年齢不ふ詳しょうの美女は照れたように微笑んで、

			「私が学長の、ジャンヌ〈アンナ〉ダルクです」

			　中世の宮廷で挨あい拶さつするように、ゾロリとした法衣を抓んで持ち上げながら、軽く小首を傾げて挨拶。声も仕草も表情も、まるで十代の乙女のように活き活きとしている。

			　想像していたよりもずっと鮮やかな学長の「若さ」にしばらくポカンとしてから──。

			「し、失礼しました！」

			　四郎は背を打たれたように慌てて片膝をつき、麗しき学長の爪先に額を擦りつけんばかりに頭を下げた。まるで王女に謁えっ見けんした騎士だ。

			　これが聖ジョウント学園の正式な挨拶というわけではもちろんないし、伴天連教の礼儀作法というわけでもない。静かに微笑んで立つジャンヌ学長の冒しがたい威厳が、生真面目で感受性の高い美少女を衝つき動かしたのだろう。

			「あらあら、そんなに畏かしこまらないでくださいな。貴女は失礼なことなんてなにもしていませんし、それでは私が話しにくいです。どうか立ってください」

			「は！　ありがたきお言葉……し、しかし……」

			「──お立ちなさい、四郎」

			　別に声を荒げたわけでもないのに、学長の言葉は鞭むちのように鋭く新入生の肩を打った。慌てて飛び起き、キヲツケの姿勢になる四郎。いちいち過敏な反応を示す美少女に、妙齢の学長は困ったような微笑みを浮かべる。

			「貴女の能力は召喚だとうかがいましたが、そのせいかしら？　感受性が高いのはよいことですが、自分というモノを強く持たなければ身が保もちませんよ」

			「は、済みません……」

			「ほら、また。叱ったのではなく忠告です。いちいち畏まらないでください」

			　なおも謝ろうとする四郎に手を振って、ジャンヌ学長は話を切り替えた。

			「新入生の貴女は知らないかもしれませんが、我が学園はいま、北宮学園から宣戦布告を受けています。といっても、まともに戦争するわけではありません。決められたルールに則り平和的な手段で勝敗を決めるという、まあオママゴトですわね」

			　入学早々、噂の学長に呼び出されていったいなにを話されるのか──顔色を失うほど緊張しきっていた四郎は、自分にも分かりそうな話だと知ってようやく頬を弛めた。

			「大戦、という問題解決手段ですね？」

			　島へ来る前に受けたレクチャーで、おおよそのことは知っている。先ほどジャンヌ学長は「平和的な手段」と言ったが、過去には死傷者が出たこともあるそうだから、気は抜けないだろう。

			　賢そうな反応を示した美少女に、見た目だけ妙齢の学長は満足げに頷いてみせる。

			「御ご存ぞん知じでしたか？　話が早くて助かります。やることはオママゴトでも結果は重大、万が一敗北すれば、我が学園の施設が穢らわしい異教徒どもに奪われてしまいます」

			　美しく微笑んだまま、刺とげ々とげしい言葉を使うジャンヌ学長。無理もない。温泉の掘削はハイリスク・ハイリターンの典型だ。火山島だからほかの場所よりアタリを引く確率は高いが、湯量が少なかったり激しく濁っていたりして、使い物にならないことはままある。

			　今回問題になっている温泉は、そのどちらもクリアしていた。客引きのため「島内一大きな天然露天温泉」を目指していたから、投資額も多い。それを横から奪い取られるのは我慢できないことだろう──けれど。

			「絶対に負けられないこの一戦、我が学園は最高の戦士を取り揃え、浅はかな異教徒どもに身の程というモノを思い知らせてやらねばなりません！」

			　拳を握り締めて力説するジャンヌ学長の様子は、尋じん常じょうではなかった。まるで、温泉以外にも懸かっているモノがあるような──。

			　しかし新入生の四郎では、どんな裏事情があるのかなど推測しようがない。

			（ああ……怒った顔もお美しい……）

			　昂こう然ぜんとした学長の顔かん容ばせに、ただただうっとりと見入るのみ。

			「つきましては四郎さん、貴女にも是非、参加していただきたいのですが……」

			「な……なんと……新入生の私に、救学の戦士になれと？　身に余る光栄です！」

			　感化されやすい四郎、学長の昂奮に当てられてすっかりその気になってしまった。知らず知らず拳を握り、黒こく曜よう石せきのような瞳を宙に泳がせて──白銀の鎧を纏って水晶の剣を振るい、ゾンビのような異教徒どもをバッタバッタと切り伏せている己の姿を想像する。

			　そんな美少女を眩しそうに見つめ、ジャンヌ学長が法衣の懐をゴソゴソと探る。

			「貴女の覚悟、しかと受けとりました。では、これを着てください」

			「はっ！　……ええっと、あの……これは？」

			　怪け訝げんな顔をした四郎が両手で抓んで顔の前に掲げたのは──胸に白いゼッケンのついた、濃紺のスクール水着だった。

			＊　　＊　　＊

			　で、そもそもの発端であるところの北宮学園。

			　三学の中でもっとも古いこの学園は、その伝統と格式に呼応するように権力志向が強く、あとからできたほかの二学園を格下に見ているようなところがある。そんな校風を反映し、生徒会には多大な権力が与えられていた。

			　校長室や理事長室と並んで生徒会長室が設もうけけられているのも、その表れのひとつ。

			　上等の応接ソファと重厚な執務机を備えたこの部屋の主は、毛もう利り〈靖やす史し〉元もと就なり。背も高く胸も厚く、それでいていつも柔にゅう和わに微笑んでいる、熊のぬいぐるみのような──一言でいえば人じん畜ちく無む害がいっぽい青年だ。

			　その元就が、耳に心地よいバリトンボイスで、

			「こういうことは困るよ、義元クン」

			　手にした書類を指で弾きつつ重々しく言う。

			　小言の相手は、マホガニー製の机を挟んで立つ美少女・今川〈アリス〉義元。

			　英系ハーフで背がスラリと高く、ゴージャスに渦巻く金髪を長いツインテールに振り分けている。肌は白、瞳は碧、唇は紅で──微笑めば天使のように無邪気だろうが、拗すねてソッポを向いているいまの顔もなかなか可愛らしい。胸ははち切れんばかりに大きく、ウエストは折れそうなほど細くて、腰から太腿へのラインはプリンプリンのムッチムチ。保守的なデザインのはずの女子制服は襟や袖口など要所要所になぜかレースのフリルがあしらわれ、全身から溢れんばかりの「お嬢様」オーラを放っている。

			　それもそのはず、アリスは大手ゼネコン・今いま川がわ組ぐみの社長令嬢なのだ。

			　因みに言えばアリスのライバル・北条〈鈴すず音ね〉氏うじ康やすも、大手ゼネコン北ほう条じょう建けん築ちくのお嬢様。北宮三大美少女の最後のひとり・武田〈柚菜〉晴はる信のぶは庶民出身だから横においておくとして──ふたりのお嬢様はなかなかにワガママで、北宮学園の実質的支配者である生徒会長にとっては頭痛の種だった。昨年のいまごろは互いに張りあってくれていたからまだなんとかなったが、三大美少女が不戦協定を結び、風紀委員を結成してからは、攻撃性が外を向き、生徒会とバッティングすることが目に見えて多くなった。

			「大戦提案は生徒会長の専せん権けん事じ項こうだよ。いくらキミが風紀委員の重じゅう鎮ちんだからって、ボクの頭越しにこういうことをするのは……」

			「ヌルい！　ヌルすぎですわ！」

			　たおやかな白い手で執務机をバンッ！　と叩き、たわわな胸の膨らみを惜しげもなく揺らしながら身を乗り出す義元。あまりの剣けん幕まくに元就が息を呑んでいると、

			「仙獄島の三学は、その歴史を辿ればいずれも北条〈孫まご市いち〉早そう雲うん殿の特殊能力研究所に行き当たります。あの研究所がなければこの島に、西開学園も聖ジョウント学園もあり得ません。いわば三学園の祖そであるわけで、とすればその流れを直接受け継いだ我が北宮学園こそが正統な後継者。この島の超能力者は、北宮学園がすべて支配するべきです！」

			　長台詞をノーブレスで、一度も噛むことなくスラスラと言いきった。

			　極論のようだが、三学園の歴史に関しては間違っていない。

			　文字通りの「絶海の孤島」である仙獄島に内ない務む省しょう特とく殊しゅ能のう力りょく研けん究きゅう所じょが建てられたのは、光こう文ぶん元年。それが、終戦時のどさくさに紛れて私学申請、即認可。進駐軍に資料を奪われまいとしての非常手段だったらしいが、とにかくこうして北宮学園は誕生した。

			　以降、北宮学園に眠る資料を入手しようとしたどこかの国の諜ちょう報ほう機き関かんが聖ジョウント学園を、超能力者を企業スパイに仕立て上げようとした新興電機メーカーの会長が西開学園をそれぞれ建てたわけだが、そのふたつに比べると北宮学園の存在意義は大きく──ゆえにこそ、内に抱えている闇も深く重い。

			「支配って、キミねえ……」

			　常識人らしく眉を顰ひそめた元就が、上目遣いに義元の顔を窺うかがい、

			「というか、ボクも一応生徒会長だからね。一般学生向きの建前は要いらないよ。本当の目的は、全島支配などではないのだろう？」

			　悪だくみをしているように声を低めて訊いた。北宮学園の上層部だけが知っている「島の秘密」を、言外に匂わせたつもり──だったのだが。

			「ええ、もちろん」

			　一転して軽かろやかに微笑んだ義元は、なぜか自慢の胸をこれ見よがしに揺らし、まったく別の話をし始めた。

			「本当に支配したいのなら、大戦などというまどろっこしい手段など用いませんわ。こんなちっぽけな島など、我が今川組の総力を挙げれば明日にでも実効支配できてしまいますからね。御ご高こう察さつの通り、この戦は西開の信長さんを引っ張り出すための口実です」

			「え？　そうなの？　ボクはてっきり『島の秘密』に関することかと……」

			「なんですか、それ？」

			「あ、ああイヤ、知らないならいいんだ、うん」

			　慌てて手を振った元就は、わざとらしく顰しかめっ面をして、

			「……すると、動機は私怨かね？　ますます困るなあ」

			　机の上の書類を指でトントンと叩く。

			　そこに太ゴシック体で誇らしげに大書されていたのは、

			


			「三学総合・水着美少女コンテスト（団体戦）」

			


			　──要するに、いま島内にいる女子学生でだれが一番素敵なのかを決めるミスコンを、三学共同で実施しましょうという提案だ。

			　西開学園で秀吉が呆れたのも聖ジョウント学園で四郎が困惑したのも、いまここで元就が難色を示しているのも、すべてはこのミスコンの部分。実際に大戦が開催されれば「第一次水着美少女大戦」とかいう名で島史に記録されることになるのだろうが──ホントにこんなので「大戦」しちゃっていいのだろうか？

			「御安心ください、会長」

			　と、義元はどこまでも強気だ。

			「団体戦ですよ、団体戦。我が校の代表はまず私、不ふ肖しょう・今川〈アリス〉義元が務めさせていただくとして、右には氏康さん、左には晴信さんを据えようと考えています。私に比べたらほかのふたりはずいぶん見劣りしてしまいますが、それでも他校の生徒よりは何段も上。万が一、晴信さんや氏康さんより美しい挑戦者が現れても、大将として私が存在している限り決して負けたりはしませんわ！」

			　両手を大きく左右に広げ、いまにも踊り出さんばかりの気楽さで、高らかに宣言。

			　が、執務机越しにそれを見ている元就はますます不安げな顔になり、

			「でもねえ……キミは昨年のミス仙獄島コンテストで、信長クンに負けてるんだろう？」

			　言ってはならないことを言ってしまった。

			　美しく微笑んだままの義元のコメカミに、ピキッと青筋が立つ──が、熊のぬいぐるみのような生徒会長は気づかない。

			「団体戦にしたって、決して有利ではないと思うのだが……それにほら、西開学園には信長クンのお姉さん、信秀クンがいるよ。服装や性格はかなり異なっているが、顔や体型は瓜ふたつだし、とするとキミの勝ち目はますます薄く……」

			「しゃらぁあっぷッ!!」

			　ズバンッ！

			　気合い一閃振り下ろされたなよやかな手刀が、手榴弾さえ防ぐという頑丈なマホガニー製の執務机を一刀両断。

			　まるで超能力だが、義元の能力はコレではない。コレはもっと単純な、沸点に達した怒りが為なし得えた純粋物理学的現象だ。

			　いかに大権力を有する北宮学園生徒会長といえど、こんな形で煮え滾たぎる怒気の強さを見せつけられたら、ただ背後の窓に貼りついて、ガタガタ震え上がるしかない。

			「昨年のアレは審査員がおかしいのですイエそれともあの卑怯極まりないお下劣な信長がなにか不正をしたのかもエエきっとそうですわそうに決まっていますでなければこの私があの信長に負けるだなんてそんなことはあり得ませんものそうですわよね元就さん？」

			　あくまで顔はにこやかに、しかし額には＃字型の青筋を立てて、早口に言う義元。

			　絶対に優勝だ、と自信満々で出場した昨夏のミス仙獄島コンテストで、義元は信長に敗れ、二位に甘んじた。いままで一度も負けたことがない気位の高いお嬢様にとってみれば、受け入れがたい現実、このうえない侮ぶ蔑べつ、許しがたい恥ち辱じょく。

			　しかも相手があの、他校にまで男装の奇人として知れ渡っている織田〈希莉香〉信長だ。せめて姉の織田〈希莉子〉信秀であれば義元の面目も立ったのだろうが──変人に負けたという事実は動かしがたく、お嬢様のプライドは深々と傷つけられてしまった。

			　コノウラミハラサデオクベキカ──と半年あまり怨えん々えん恨こん々こん、「より正しい現実」を得るためにはどうするべきかと考え続け、今回の大戦提案となったわけだ。

			「ですから今回は本土からも審査員をお呼びして厳正な上にも厳正な審査を行いたいと思いますの本当の意味での審しん美び眼がんを持っている審査員をざっと百人ほど集めましてそれはもう厳正に厳正に──いえ御心配なく人選から手配移動まですべて我が今川組が責任を持って対処いたしますですから生徒会長様は大船に乗ったつもりでいてくださいね」

			「え、ええっと……それはつまり、キミの個人的な権力で、キミが有利になるような判定が出る状況を作る、ということかな？」

			「まさか、そんな！　私はあくまで厳正に、公平に、真の美少女ナンバーワンを決めたいだけのこと……もちろん、会長も同じお考えでございますわね？」

			　仮面のような笑顔でグイグイ迫る義元。瞳の色が尋常ではない。殺気すら漂っている。

			「そ、そうだね。お遊びとしか思えないミスコンでも、北宮学園が負けるわけには……」

			「……お遊び？　生徒会長様は、ミスコンテストを、そのような目で……」

			「い、いやっ！　違う違う滅相もない！　ミスコンは女性たちの真剣勝負、絶対に負けられない戦いだよね、うん、もちろんだとも！」

			「さすがは元就さん。美に対する理解も深いのですね。ということは、この大戦……」

			「ああ、素晴らしいアイデアだ！　生徒会も全面的にバックアップするよ！」

			　生徒会長の同意を強引に取りつけた義元は、ようやく満足したのか天使のようにニッコリ微笑み、浮き立つ足取りで退室していった。揺れる金髪縦カールが扉の向こうに消えてから、しばらくして──。

			「……ふぅぅ……困ったお嬢様だ」

			　冷や汗を拭ぬぐった元就は、壊れた執務机を見下ろし、太い眉を八の字型に下げて情けない苦笑を浮かべる。

			「ズルをして勝っても、あとで余計に傷つくだろうに……それとも、彼女は単に信長クンを見下したいだけかな？　それならもっと別の方法でしてくれないと困るよ……」

			　溜め息混じりの独ひとり言ごとに返事をする者はいない──はずだったが、

			「ミスコンはともかく、場所が問題ですね」

			　どこからともなく女の声が聞こえ、部屋の空気が揺れた。

			　見れば壁にスッと亀き裂れつが入り、そこから細身の少女が滑り出してくる。

			　義元よりも鮮やかな金髪を短い三つ編みにした、小柄で細身の美少女だ。クラシックなデザインの北宮学園制服をなにやらミリタリーな感じに改造し、さらにタクティカルベストまで装着している。胸の膨らみは控え目で、スカートに包まれた尻もまだ小さい。頬はやや丸く、童顔と言ってもいいくらいだが、表情の鋭さと左目を覆った眼帯のせいで「可愛い」と形容するのは難しい。

			　突然現れた女子学生に驚くことなく、しかし背を向けて窓の外へ目をやりながら、

			「久ひさ秀ひでクンか。どこから聞いていた？」

			　元就が訊く。

			「しゃらぁあっぷッ!!　の辺りから……ですが、おおよその話はすでに」

			　生徒会長の失礼な態度にはなにも言わず、久秀──松永まつ永なが〈サキ〉久秀は、壁に貼られた仙獄島の地図にトパーズのような隻せき眼がんを向ける。指抜き黒革グローブを嵌めた小さな手をツッと上げ──島南部の蛭子山山頂から島北部の迦か具ぐ土つち山やま山頂まで、なにかを辿るように細指を走らせる。

			「問題の温泉は龍りゅう脈みゃくの真上です。伴天連教の阿呆どもが龍脈を意識してわざわざこの地を選んだとは思えませんが、しかし──」

			「そうか。三み好よし三さん人にん衆しゅうも気づいていたか。ならば話は早いね」

			　窓の外、呑のん気きにクラブ活動をしている一般生徒たちを見つめて柔和な微笑みを浮かべつつ、元就は越後屋と密談する悪代官のように声を低めた。

			「キミが言うように、あの温泉は危険だ。島に旧支配者が封印されているという噂を頭から信じているわけではないが、万が一に備えるのが為い政せい者しゃの務めでもあるし……義元クンの思惑はともかくとして、あの温泉は北宮の支配下に置くべきだとボクも思う」

			　義元には「ヌルい」と評価された元就だが、しかし実際にはかなり際どいことを何度もしてのけている。仙獄島最大の学園の生徒会長は、ただヒトが好よいだけでは務まらないのだ。ときには裏に手を回し、決して表おもて沙ざ汰たにはできない方法で、より望ましい現実を自らの手で作り出す──松永〈サキ〉久秀のような、生徒会執行部のメンバーを使って。

			「では……」

			「ああ、そうだね」

			　隠おん密みつ少女の短い言葉に、元就は背を向けたまま小さな頷きを返す。

			「義元クンの策だけでは不安だ。他校の出場予定者を割り出し、手を打ってもらいたい」

			「……西開の信秀も、ですか？」

			　なにか含むところがありそうな、小さな呟き。生徒会長の命令であればどんな汚れ仕事でもふたつ返事で引き受ける久秀にしては、珍しいことだ。

			　おや、と眉を上げた元就だが、しかし問い返したりはせず、もちろんだと短く頷く。

			「御意」

			　再び部屋の空気が揺れ──元就がふと振り返ったときにはもう、隻眼の美少女も、壁の亀裂も、幻のように消え失せていた。

			＊　　＊　　＊

			　──元就や久秀は、知っているのだろうか？

			　彼らが「危険だ」と評価した龍脈の上に、当の北宮学園が乗っていることを──虎の尾を踏むような行為とは、地面を掘ることだけではないということを──。

			＊　　＊　　＊

			　北宮学園構内南端、問題生徒・武田〈智則〉信のぶ虎とらを監禁した「岩屋」の中。

			「ン……あ……ふぁ……」

			　電池式カンテラの弱々しい光を頬に浴びつつ、柚菜は上うわ擦ずった吐息を漏らした。

			　武田〈柚菜〉晴信──北宮三大美少女のひとりに数えられる、どこか儚はかなげで哀しげな、　憂うれいを帯びた美少女だ。長く伸ばした艶やかな黒髪を一本の三つ編みにして、細い肩に垂らしている。長い睫をいつも伏せがちにして、暗い顔を俯うつむけている。身体つきは決して華きゃ奢しゃではないのだが、どこか脆もろく儚く繊せん細さいで、それゆえにこそ美しく──そして妖あやしい。

			　兄・信虎は身長二メートルにもなる大男で、性格は傲ごう岸がん不ふ遜そん、驕きょう傲ごうで獰どう猛もう。まるで似ていない兄妹だが、ただ一点、深い焦げ茶色の澄んだ瞳だけはよく似ている。

			　その、暗い光が凝こったような美少女の瞳に、いま──青筋を浮かべ勇ましくそそり勃った巨根が、しっかりと映り込んでいた。

			　拘束衣に押し込められて芋虫のように転がっている兄の腰に、ひっしとしがみついた晴信。生臭く香る兄の男根に憂いを帯びた頬を擦りつけながら、艶なまめかしい吐息をこぼし、紅い舌を伸ばしてぴちゃり、ぴちゃり──。

			「う、おぉ……ッ！」

			　信虎が呻き、厳重に拘束された身体を強く捩よじった。初めはなにも知らなかった晴信も、半年ほど毎日聞かされてきたから、いまではそれが悦よろこびの咆ほう哮こうだと理解している。

			（ああ、お兄様……こんなに、なって……）

			　スルメのような臭気に細い眉を顰めつつも、美少女は信虎の淫棒を懸命に舐なめる。

			　半年前、兄の性欲を少しでも癒やせたら、と恐る恐る手淫にチャレンジした晴信は、一ヶ月ほどで壁に打ぶち当たった。いくら「気」を込め、懸命にしごいても、射精してもらえなくなったのだ。

			　信虎に悦んでもらおうとして始めたことだったから、獣のような呻き声に混じる不満の響きにはすぐに気づいた。手ではダメなのだ。満足してもらえないのだ。とすれば──。

			「フェラチオ」という性技の存在は知っていたし、手がダメならソレをするべきなのだとも思ったが、実際に行うまでには長く辛い葛かっ藤とうがあった。

			　紅く硬く生臭い亀頭にキスをし、恐ろしげに捻れた肉茎に舌を這わせて、男根に温かなぬめりを体験させる──。

			（汚い、臭い……気持ち悪い……）

			　唾液に濡れた舌を伸ばし、黒光りする巨根をいやらしく舐め上げているいまも、嫌けん悪お感かんが消えたわけではない。なにしろコレは、ペニスなのだ。男が小便を出し、あるいは精液を迸ほとばしらせる、おぞましい物体なのだ。

			　それでもなお、涙をこぼしつつも必死に舐めしゃぶっているのは、ひとえに兄のため。

			「うぉぉ……ぐぅぅおおっ！」

			　恐ろしげに反り返った熱い淫肉にキスするたび、芋虫状態の信虎はビクンビクンと身をくねらせ、獣のように呻く。生臭い肉茎に伸ばした舌を這わせれば拘束衣を軋ませて背を捩り、自由にならない全身で悦びを表現する。

			（これがイイのね、お兄様……ええ、大丈夫。私は、平気……）

			　震える心に言い聞かせた健気な妹は、ギチギチ軋む淫茎を握り直し、猛々しく張り出したエラの縁をなぞるように舐めた。カリ首の味の濃い場所を小刻みにせせったり、尖端に滲み出してくる先走り汁を啜すすったりして、動けぬ兄をビクンビクンと痙攣させる。

			　兇暴な強姦魔としてみなから恐れられ、恨まれている信虎だが、晴信にとってはたったひとりの兄だ。苦しんでいる兄を見捨てるわけにはいかない。

			（お兄様……お兄様が悦んでくれるなら、私、なんでもできる……）

			　使命感と愛情が入り混じり、胸の奥が熱くなる。嫌悪感が強ければ強いほど、自らの行為が尊いことのように思えてくる。

			　──ンちゅ……ちゅ……れちょ、ぴちょ──。

			　薄闇に湿った音を響かせて、猛る淫棒を舐め上げる儚げな美少女。

			　兄を狂わせたのは性欲だ、その性欲を適度に解消してやれば、昔の気弱そうな兄に戻るのではないか──靄もやがかかったようにハッキリとしない頭でそんなことを考えながら、晴信は懸命に舌を使い続ける。

			（ああ……お兄様の味が、匂いが……舌に、こんなに粘ついて……）

			　舌や唇だけでなく、一本の太い三つ編みに編んだ黒髪にも、寒さに震える柔肌にも、淀よどんだ空気に漂う牡の匂いがじわじわ染しみついてくるような気がする。

			　込み上げてくる吐き気をこらえつつ、上目遣いに信虎の表情を窺いながら、糸が縒よれたような裏筋をぴちょ、ぺちゃ、と舐め上げていると、

			「うぅ、ぉおぁ……おぉ」

			　信虎の息が上擦り始めた。獣じみていた唸り声もどことなく丸く、穏やかになる。

			　兄が悦んでいる、こんなに優しい声で答えてくれる──コレデイイノダ、マチガッテハイナイ──だから、どんなにイヤでも続けなければ──。

			（もっと、もっともっと、気持ちよくなってください……晴信は、お兄様のために……お兄様に悦んでいただくために、なんだってします……）

			　いつしか嫌悪は薄れ、晴信は奉仕する悦びに目覚め始めていた。兄の悦びこそが、妹の快感。信虎が喘あえぐほど気持ちよくなれば、晴信はそれ以上に幸せな気分になる。

			（ココですか、お兄様？　それとも、ココ？　うふふ……イヤだわ、お兄様ったら。どこを舐めてもビクン、ビクンって、オーバーなんだから）

			　恥垢の溜まりやすいカリ首を舌先で抉えぐるように舐め、伸ばした舌の縁で切るようにしごき──兄の呻き声や背の捩り方に合わせて、責める場所や強さを微妙に変える。

			「ウゥ……ォオッ」

			　射精の瞬間が近づいたらしい。拘束衣に封印されて芋虫のようになった信虎が、しきりに身体を捩って低い声で呻く。

			「ま、待ってください、お兄様。いましてあげますから……ね？」

			　頬を赤らめた美少女はいそいそと、制服のボタンを外し始めた。

			　兄とふたりきりとはいえ、こんなにも大きくなった乳房を見せなければならないだなんて──脳のう裏りを過よぎる羞はじらいは一瞬のこと。

			（お兄様の、おちん、ちん……）

			　柔肌を灼く熱さ、乳房に感じる硬さ──ソレを知っている乳谷が、羞じらう晴信を追い越して、はしたなく疼き始めた。

			　前を開け、ブラもずらして──薄闇にユサリと、たわわに実った白い乳果が揺れる。

			　見るからに柔らかそうな、大きな乳房だ。それでいて、少しも垂れていない。象牙のように輝く乳肌には溢れんばかりの若さが満ちて、晴信がどんな姿勢になっても見事な丸みは損そこなわれない。やや外を向いた頂点には紅い乳にゅう暈うんが鮮やかな彩りを添え、その真ん中には野の薔ば薇らの蕾のような乳首が可憐にプクッと勃起している。

			（ああ、恥ずかしい！　……でも、お兄様のため、だもの……）

			　兄の苦しみを癒やすため、己の乳房に手を添えた晴信は、太い脚の間に身体を入れ、大きな腰に胸を押しつけるようにして、いきり勃っている男根に覆い被さる。

			　──ぬちゅ。

			　左右から寄せあわせた柔らかな乳谷に、真っ赤な亀頭が触れた。

			「うぅ……ッ！」

			　閃ひらめく嫌悪感を押し殺し、胸を下げて、柔らかな胸の狭間に猛る牡肉を導き入れる。

			　己の唾液に濡れた淫棒は、火傷やけどしそうなくらい熱く、そして淫らにぬめっていた。ぬぬ、ぬぬ、と双球を押し分け、たくましい硬さで乳房を揉み込んでくる。ゴワゴワした拘束衣に乳首が擦れそうになると、赤々と輝く尖端の肉瘤が汗ばんだ谷間を突き抜け、顎あごの下へ亀の頭に似た姿を覗のぞかせた。

			「ふ、あ……ああ……」

			　なんという硬さ、なんという熱さ──滾る牡の欲望を繊細な乳肌に感じる。兄が私を欲している、妹の私を組み伏せ、貫き、激しく犯して──妹の胎たい内ないに己のすべてをぶちまけたいと、心の底から思っている。

			（そんな、ダメ……いけないわ。兄妹なのに、そんな……そんな……）

			　軋む理性を裏切るように、儚げな美少女の肉芯にも火がついた。

			　ショーツの内側で割れ目が火照る。潤んだ花弁が疼く。

			「許して、許して……お兄、さま……私たちは兄妹なの、これ以上のことはダメ……だからお願い、これで我慢、して……」

			　上擦った声で囁きながら、知らず知らず身体を揺らす晴信。

			　ぬちゅり、にちゃり──勃起ペニスが胸の谷間に滑り、灼けた鉄の棒のような熱さ、硬さに柔肉を揉み捏こねられる。巨根が前後するたび乳肌に擦り込まれる生温かなぬめりは、晴信がたっぷりと舐め塗まぶした唾液、そして亀頭の先から溢れ出た先走り汁。

			「ふぅ……ああ、お兄様の、おち……んち、ん……」

			　猛る牡肉が、乳房の間を我が物顔で往復する。

			　ゴツゴツとした肉茎に乳肉が揉まれ、勇ましく張り出したエラに乳肌をしごかれて──兄のたくましさが、両手で寄せあわせている双球の芯まで響いてくるような気がする。
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			「おぉぉう……おぉぉう……」

			　美少女の動きに合わせ、大男が太い息を吐いた。

			　拘束衣の中で身体が震え、柔らかくて温かな乳房の谷間でペニスが強張る。

			　柔肉に喰い込んできた男根が、ドクン、ドクン、と脈打っていた。

			（近い……もうすぐアレが、熱くて臭いドロドロが……来る！）

			　破裂寸前まで高まっている射精の予感。

			　鼻の奥に染みつくような青臭さを思い出し、晴信は頬を赤らめる。

			　口の中にはなぜか唾液が溢れ、秘裂の奥には熱い疼きが湧き上がる。

			「ああ、ああ……お兄様……出して、ください……我慢などせずに……」

			　たくましい巨根に揉みまくられて、甘く痺しびれる乳谷。

			　乳芯まで歪ゆがめられ、練り捏ねられて、桜色に染まった柔肉がトロトロになっていく。

			「はぁ、ふぅ、はぁ……はあ、はあ、はああっ！」

			　滴したたる汗、こぼれる吐息。

			　あれほど強く感じていた嫌悪は、いつの間にか消え失せていた。

			　頬に妖しい陶とう酔すいを浮かべた晴信は、己の手で乳房を寄せあわせ、淫らな遊戯に没頭する。次第に早く、激しく、谷間に挟んだ男根をしごき上げていく。

			「お兄様、ああお兄様……柚菜は、柚菜はもう……ふぅう、はぁぁ……」

			　乳肌に感じる淫棒が、さらに硬く、さらに熱くなった。

			　煮え滾る溶岩を芯に溜め、おぞましい牡肉をミチチ、ギチチ、と軋ませて──。

			　──びゅくっ！　びゅぱっ！　びゅるる────ッ!!

			「……ッ!!」

			　ギュッと瞼まぶたを閉じた晴信の顔に、湿った音を立てて粘つく生臭い精液。

			　頬にも、額にも、瞼にも、唇にも──そしてもちろん形よい乳房にも──。

			　香汗に潤み淫熱に火照った柔肌に、いやらしく輝く濃のう厚こうな白濁液が点々と飛び散り、あるいは糸引きながら貼りついて、ねっちょり垂れる。

			「うぅ……ああ、ああ……」

			　喘ぐ美少女の頬が、恍こう惚こつに輝く。

			　たったひとりの兄とともに、畜ちく生しょう道どうへ堕おちていく──それが運命ならば、仕方ない……。

		

	

			第二章　湯けむり攻防戦

			


			　数日後──第一次水着美少女大戦開催まであと三日に迫った、夜。

			　西開学園女子寮の第一浴場に、ふたつの人影があった。

			　趣おもむきのある檜ひのき風ぶ呂ろをふたりきりで独占し、芳かぐわしい湯気を胸一杯に吸い込んでだらしないほど頬を弛めているのは、信長と秀吉。揺らぐ湯に肩を並べて沈めた白い身体は、当たり前だがどちらもまるっきりの裸で──秀吉の胸元にはなにもないが、信長のそこには桜色に茹ゆだった見事な丸みがふたつ、ぷかりぷかりと浮いていた。

			「……いいんですか、信長さん？　信秀さんたちはなにやら忙しそうにしてますけど」

			「いいのいいの。だいたい、オレはミス仙獄島だぞ？　義元なんかに負けるかよ……っていうか、お前こそいいのかよ？　一応生徒会役員だろ？」

			「あはは、はは……なにかお手伝いしようとしても、そこでニコニコしててくれれば十分だからとか言われちゃうんですよねえ……」

			　虚むなしい笑いをこぼしたロリッ娘が、ふぁぁ、と大きな溜め息を漏らして立ち上がった。どうやらのぼせたらしい。

			　すでに三回生、年齢的にはソコソコなはずだが、湯気に透ける身体はまるっきりの幼女だ。桜色に火照った胸は乳房の兆きざしすらなくペッタンコ、肌よりやや濃い乳暈だけが開発予定地の在あり処かを表している。ウエストはほとんど括くびれておらず、腹は少しぽっこりとして、尻も小さくて丸い。手足もどことなくプニプニとして頼りなく、湯船を出て滑りやすいタイルの上を歩いていると、いまにもステンと転んでしまいそうだ。

			「でもホント、信秀さんたちはなにをしてるんでしょうかねえ？」

			　風呂椅子を引き寄せて鏡の前に腰掛け、つるぺたのロリッ娘が間の抜けた声で訊く。

			「今度の大戦は水着審査でしょう？　いまからいくら慌てたって、オッパイが大きくなるわけでもないでしょうし……」

			「バーカ。あのふたりはお前じゃねぇんだぞ？　すでに十分大きいんだから、胸をどうこうしてるわけねぇだろう」

			「た、例えばですよぉ！」

			　のぼせた顔をさらに赤らめ、拗ねたように口を尖らせる秀吉。湯気に曇る鏡を拭き、自分の身体を映してみて──はぁ、と思わず溜め息をこぼす。

			「……なんで神様って、こんなに不公平なんでしょうか？　私、毎日ちゃんと牛乳飲んでるし、信長さんに教わった豊乳マッサージも朝晩ちゃんとしてるのに……」

			「どれどれ……ああ、本当だな。ペッタンコだ」

			　悩めるロリッ娘の隣に腰掛けた信長が、頬に意地悪な微笑みを浮かべて言った。ムッとする秀吉には気づかぬ様子でボディソープのボトルを掌に傾け、両手一杯に盛ったクリームのような泡を自らの裸体に塗り広げていく。

			　ゆさゆさ、たぷたぷ──細腕が動くたび、白瓜のようなたわわな乳肉が重々しく揺れた。若さを湛たたえた柔肉がはち切れんばかりに凝縮し、下面だけでなく上面にも美しい曲面が盛り上がっている。尖端を彩る乳暈は可憐なほど小さい。色もピンクに近い紅で、真ん中に小さな乳首をポツ、ポツと膨らませつつ、艶々と輝いている。

			（ほえぇ……いつ見ても大きいなあ……）

			　横合いから呆れ顔で覗くロリッ娘は、ついつい、上下左右に小気味よく跳ね躍っている双球や色鮮やかな乳首をクリクリした目で追ってしまう。

			「まあ、そんなに気にするな。成長期ってぇのはヒトそれぞれなんだ。いまはまだ小さくても、お前もそのうち大きくなるって」

			　気楽そうに言う信長の、なよやかな手が、柔肌を滑って白く柔らかな泡を次々と生んだ。綿わた雪ゆきに似たホワホワが、流りゅう麗れいなボディラインをしっとり包み込んでいく──と。

			「……あ、あっ！　あぁ────ッ!?」

			　なにをしても絵になる美少女を横から羨うらやましそうに見つめていたつるぺたロリッ娘が、いきなり大きな声を張り上げて立ち上がった。

			「な、なんだよ急に？」

			「豊乳マッサージって、アレ、嘘ですか!?」

			「アレって……なんの話だ？」

			「この間、信長さんが教えてくれたアレですよ！　両手をこう、胸に被せて、乳首を中指と人差し指で挟んで、上上下下右左、クルッと回して引っ張って……」

			　恥ずかしそうに頬を赤らめ、自らの幼い胸に両手を被せて実演してみせるロリッ娘。とはいえまったく膨らんでいないのだから、玩具おもちゃのように小さな手は上下左右にわずかにズレ動くだけ。ただ、細い指先に挟まれた小さな乳首がいろいろな方向に引っ張り回され、手が離れたときにはプクッと紅く、少々痛々しい感じに膨らんでいた。

			「胸を洗うときに毎日やっていたからこんなに大きくなったんだって、自慢げに話してたのに……いま見ていたら信長さん、全然してないじゃないですか！」

			「うはは！　バカだなあお前、あんな簡単なことで大きくなるんなら、世の中の女はみんな、牛みたいなデカ乳ばかりになるだろうが！」

			　腹を抱えんばかりにして笑う、外道・信長。年齢とともに自然と胸が膨らんだものだから、貧乳の悩みなど知る由よしもない。

			「非道い、非道いです……私、本気で悩んでたんですよ！」

			「そう言うなって。だいたい、乳がデカくたっていいことなんかないんだぞ。肩は凝るし、谷間は蒸れるし、走ったり跳んだりしたら揺れて揺れて邪魔で邪魔で……」

			　悪気はないのだろうが、胸が小さいことを気に病んでいる者の耳には自慢話にしか聞こえない。秀吉は頬をプクッと膨らませ、円らな瞳をウルウルさせて──。

			「信長さんの、バカぁっ！」

			　踵きびすを返して走り去ろうとした。

			　が、その足下に石せっ鹸けんが転がっていて、思いきりよく踏みつける。足が滑り、ディズニー映画の登場人物のようにクルリと縦に一回転。

			「あわわ……」

			　──ぽにゅん！

			　無防備な後頭部が打ち当たったのは、タイル敷きの硬い床ではなかった。

			　温かくて柔らかくてヌルヌルとした──石鹸の泡をたっぷり盛りつけた、信長の豊満すぎる乳房。秀吉の剣幕に驚いてちょうど向き直ったその胸へ、うしろ向きに倒れたロリッ娘の小さな頭がスポッと収まったのだ。

			「……お前、本当に運だけはいいんだな」

			「ほ、ほっといてくださいよぉ！」

			　プニプニした手足を振り回して一生懸命もがいたが、ダメだ。意地悪そうに微笑んだ信長のスラリと長い腕が白はく蛇じゃのようにくねり、秀吉の肘に絡んで膝裏を掬すくう。紅い唇は柔らかな耳じ朶だにさりげなくキス。感じやすい耳裏にフッと息を吹きかけて、

			「はにゃぅ……」

			　ロリッ娘の抵抗力を快感で溶かしてしまう。

			「そう怒るなって。世の中には貧乳でないとダメだって言う男もいるそうだし。第一お前、この身長で胸だけデカかったらおかしいだろう？」

			「そ……そうかもしれませんけど、でも……あンッ!?　や、や……やぁン！」

			　背後から抱きかかえられた秀吉の小さな身体が、スラリとした美少女の細くたおやかな腕の中でしなやかにくねり、鋭く捻れる。膝裏を掬った二本の手がロリッ娘のプニプニした内腿を掃くように撫で回し、瑞々しい柔肌のすぐ裏側にくすぐったいような気持ちよいような、絶妙な感覚を産みつけているのだ。

			「やめ、や、や、ぁあン！　こんなことしても、ふぁ、あぅンッ！　ご、誤ご魔ま化かされませんから！　私、本気で怒ってるんですからね……ぁあンッ！」

			「そう言うなって。もっとイイことしてやるから、機嫌直せよ……な？」

			「や、や……やぁですぅ。いっつも信長さん、そうやって、なんでも誤魔化しちゃうんだから……あぅンッ!?　ああダメ、ダメですったらぁ。お風呂でこんな……ぁあン！」

			　泡まみれの美少女がふたり、立ち込める湯気を甘い吐息で乱し始めた──そのとき。

			「だれだっ!?」

			　いきなり振り返った信長が、傍にあった石鹸を手しゅ裏り剣けんのように投げた。

			　湯気を切り裂いて飛んだソレはわずかに開いた窓の隙間から外へ飛び出し──見事直撃したのか、なにかが大きな音を立てて派手に倒れる。

			「穢れを知らぬ乙女の入浴シーンを覗き見するとは、太ふてぇ野郎だ！」

			　すっかり腑ふ抜ぬけたロリッ娘を放り捨て、なぜか愉たのしそうに飛び出していく信長。脱衣所でバスタオルを引っ掴み、手早く身体に巻きつけただけで、

			「北宮か、それとも聖ジョウントか!?　そろそろ来るころだと思ってたぜ、なんたってオレは、ミス仙獄島なんだからな！」

			　鬱うっ蒼そうと生おい茂る原げん生せい林りんに面した裏手へ足早に回り込む。

			　果たして、そこに倒れていたのは──。

			「ま、待ってくれ信長、これにはわけが……」

			「重いよ兄貴、早く退どけよ！」

			　破れ学帽に学ランを羽は織おった柄の悪そうな大男と、茶髪に顔グロ、分厚いマスカラと逆パンダのような白色系アイシャドウが目を惹ひく珍妙なふたり組だった。どうやったのかは分からないが複雑に手足を絡め、シダの茂みの中に折り重なって倒れている。

			「……兄妹揃ってなにやってるんだ、道どう三さん、義よし龍たつ？」

			　バスタオル一枚だけにもかかわらず堂々と仁王立ちした信長が、やや冷ややかな呆れ顔で訊くと、大男の斉藤さいとう〈敦あつし〉道三はギョロ目をキョドキョド泳がせて「信秀が」とか「お前の護衛を」とか、支離滅裂なことを言う。
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			「アンタの姉貴に頼まれたんだよ！　北宮か聖ジョウントの連中が襲いに来るかもしれないって……援団のヤツらも傍にいるはずだよ、ってか、重ぇってば、兄貴！」

			　と、大男の脇腹をガシガシ蹴りつけるのは斉藤〈琉る佳か〉義龍。

			　時代遅れなバンカラファッションをこよなく愛する道三は、非公認応援団を結成する変人・信長と相性がいい。兄と仲のよい義龍は、そんな信長に少し妬いているようだが──いやしかし、いまこの状況にそれらの情報はあまり関係ないだろう。

			　きつく巻いたバスタオルの中で窮屈そうに歪んだ美乳を支えるように腕組みし、冷ややかな半眼になる信長。

			「……そんなこと言って、オレと秀吉の愛の巣をコッソリ覗き見してたんだろう？」

			「の、覗いてたのは俺じゃねえ、義龍だよ！」

			「バ……バカ兄貴ッ！　妹に罪をなすりつけるな！　ヘンな声が聞こえるから覗いてみようって言ったのは兄貴だろうが！」

			「人聞きの悪いことを言うな！　俺はただ、信長になにかあったらたいへんだと……」

			「じゃあなんで私にカメラを持たせたんだよ!?」

			　──仲よし兄妹のドタバタを見せつけられても、信長の目つきは変わらなかった。

			「まあ、どっちでもいいや。ふたりともブッ飛ばすまでだ」

			　両手の指をポキポキ鳴らし、丹田の気を全身に巡らせ始める──と。

			　それほど遠くない背後、女子寮の辺りで、続けざまに大きな爆発音が響いた。

			　ハッと振り返る信長の視線が、脱衣所からアタフタと飛び出してきた秀吉を捉える。抜けているようでいて意外と使えるロリッ娘は、髪こそまだ乾いていないが体操服と臙えん脂じのブルマをちゃっかり着込んでいた。

			「秀吉！　姉貴だ！」

			「はいっ！」

			　短い命令を聞いただけで信長の意図を察知し、パタパタ駆け出していく秀吉。

			「お、俺たちも、急ごう」「そうだよ、うん。信秀が心配だし……」

			　どさくさに紛れ、反対の方向へそそくさと立ち去ろうとする斉藤兄妹だったが──。

			「どこへ行くんだ？　覗き魔兄妹」

			　信長は決して見逃さなかった。

			＊　　＊　　＊

			　同じころ──黒い煙と紅ぐ蓮れんの炎を吹き上げて爆発炎上する西開学園女子寮を背にして、真っ暗な原生林の底を駆ける小さな人影がひとつ。

			　短い三つ編みの金髪を軽やかになびかせた隻眼の美少女・松永〈サキ〉久秀だ。

			　危険な破壊活動を終えたばかりだというのに、纏っているのは北宮学園の制服。要所要所に機能的な改造が施ほどこされてはいるが、茂みを飛び越えるたびスカートが翻り、小気味よく引き締まった形よい尻をピチッと包んだ黒いスパッツが見え隠れする。

			（信長と光秀が一緒でなかったのは誤算だが……まあいい。手応えはあった）

			　意外に早く学ラン姿の青年たちが駆けつけてきたため成果は見届けられなかったが、信秀がいた部屋へ「弾」を叩き込んだのは確かだ。北宮学園の闇を担う三好三人衆の調べでは、織田姉妹の能力は「生体スタンガン」だけらしい。防御系の能力がないのなら、無事では済まないだろう。

			　なのに、なぜだろう──任務を見事に遂すい行こうした久秀の、控え目に膨らんだ幼気な胸には、苦い感覚がわだかまっていた。なにかズルをしたような、卑怯なことをしてしまったような、ヒトとしてみっともなく、恥ずかしいような──。

			（私はこういう仕事のために在る、道具だ。靖史がだれを好いているとか関係ない。靖史だって、信秀を殺やれと言った……私が訊いたら、もちろんだって答えたじゃないか！）

			　北宮学園生徒会長の毛利〈靖史〉元就が、西開学園の生徒会長・織田〈希莉子〉信秀へ寄せる、複雑な想い──それに気づいているのはたぶん、久秀だけだろう。

			　北宮と西開の生徒会長である元就と信秀は、年に四回、定期的に開かれている三さん学がく協きょう議ぎ会かいで顔を合わせている。生徒会長の護衛を務めている久秀は、ふたりが会話している姿をいつも陰から見守っていた。

			　西開学園の美しき生徒会長と話している元就は、普段より表情が明るく、仕草も大袈裟になる。久秀だから分かる程度の微かすかな差だが、しかし浮かれていることは確かだ。

			　久秀はそれがイヤだった。イヤでイヤで仕方なかった。

			　元就直属の部下としていつも生徒会長の傍に寄り添っているし、苦楽もともにしてきた。傍はた目めには呑気そうに見える人畜無害っぽい青年の、胸に秘めた悩みや他人には絶対に明かせないドス黒さでさえも、久秀はすべて知っている。

			　元就に一番近いのは私だ、私がだれよりも元就を知り、好いているのだ──なのに元就は久秀でなく、信秀に惹かれている。認めがたい、許せない──。

			　だから、元就自身から信秀暗殺（？）命令を受けたときには小躍りせんばかりに悦んだのだが、それを為し終えたいま、胸の奥から込み上げてくるのは喉に粘つく苦さだけ。

			（私怨ではない、任務だ。私はなにも、間違っていない……）

			　言い訳がましく胸に言い聞かせていたせいで、注意が疎おろそかになっていたのか──。

			「くッ!?」

			　木の根を飛び越えたはずの足がなにかに引っかかり、体勢が大きく崩れた。

			　ほぼ同時、襟から伸びる首筋に、ゾワリと走る悪お寒かん。

			　倒れる身体をそのままに、久秀は飛び込み前転の要よう領りょうで落ち葉の上に転がった。その、翻るスカートを掠めて、二条の縄が鋭く走る。

			（危なかった……）

			　噴き出してくる冷や汗を押し隠し、暗い森の底で素早く身構える久秀。

			「あは、すごぉい！　いまの避よけちゃうんだぁ」

			　場違いに幼い声が、闇に包まれた原生林に響く。

			（私を倒すのが目的ではない？）

			　殺すつもりなら声はかけてこないだろう。だとしたら、なにが目的だ──考えかけて、やめる。超能力の効果は精神の動きに大きく左右されるから、集中することが大切だ。セオリーに反した相手の行動は、久秀の集中力を奪うためなのかもしれない。

			　地に伏せた久秀は隻眼を油断なく光らせ──再びうなじが粟あわ立だった瞬間、コメツキバッタのように素早く飛び上がる。

			　再び、縄だ。

			　宙を掻くようにくねりつつ、風を切り裂いて飛んでくる。こういう戦に慣れた久秀だから「縄」だと分かったが、そうでなければ空を泳ぐ蛇にしか見えなかっただろう。

			　見た目はどこか間抜けだが、しかし威力は強く、速い。

			　パシィッ！

			　数瞬前まで久秀が伏せていた地面を打って、それは素早く引き戻された。相手の意図が久秀殺害ではないとしても、手加減はない。弾かれた落ち葉が銃弾を受けたように飛び散り、柔らかな地面には細い筋状に、浅い溝が刻み込まれている。

			　一方──勢いを失った縄は来るときよりもゆっくりと、まるで見せつけるように大きな弧を描き、大きな茂みの中へ消えていった。

			（誘っているのか？　ふん、そんな見え見えの手にだれが乗るか！）

			　察した久秀は空中で制服のボタンを引きちぎり、

			「そこっ！」

			　着地と同時、左右から飛んできた二本の縄をしゃがんで避けつつ鋭く腕を振る。投げられたボタンは縄とはまったく関係のない茂みへと消え──ドッと地を揺るがす、爆発。

			　手の中に握り込んだ物体に念を込めて即そく席せきの爆発物に変える、久秀の能力・エンチャンティング・エクスプローション（Ｅ・Ｅ）だ。

			「いまのがＥ・Ｅ？　名前ほど魅力的ではないわね」

			　縄の出所とはまるで違う方向から、クスクス笑いを含んだ幼い声。投げつけたボタンが爆発する寸前、素早く移動したのか？　それにしては角度も距離も違いすぎる。

			　攻撃してきた者と話している少女は別なのか──いや、それはないだろう。複数の追っ手を用意するなら、攻撃力のある者を揃えるはずだ。

			　再び地に伏せた久秀は漆黒の闇に耳を澄ませ──。

			「……聖ジョウントの縄使いか。名前は確か……エリザベート〈エマ〉バートリー」

			　独り言のようにボソボソと呟いた。

			　並の耳なら聞こえまい。だが、

			「私に返事をさせて居場所を割り出すつもり？」

			　すぐに声が返ってきた。やはり、殺すつもりはないらしい。足止めか、あるいは生け捕りか──とにかく相手は、久秀と話したがっている。

			「お生あい憎にく様。縄使いのエリザはそれほどオマヌケではなくてよ」

			「……そうらしいな」

			　俯いたまま、久秀は頬に苦笑を浮かべる。これでトリックが分かった。

			　エリザと名乗った相手が使っているのは、要するに糸電話だ。ウロのある木を縄で繋ぎ、離れた場所に声を響かせるという──こちら向きのウロがあれば当然、こちらの声も向こうへ届く。オマヌケではないと少女は言ったが、久秀からしてみれば十分に間抜けだ。

			　それに──と、闇に隻眼を凝らす。片目しか見えていないから視力に遠近感はないが、代わりに全身の神経が張り詰め、常人を遙かに超えた空間把握能力が生まれる。

			　肌を撫でていく夜風の微妙な乱れ、耳に届く微かな葉擦れの複雑な反響──それらを統合した久秀の「目」は、折り重なった木々の枝葉を擦り抜けて微かに届いている月明かりの中、植物とは明らかに異なる不自然な直線をひとつ、ふたつ、見つけた。糸電話の糸の役目を果たしている縄か。あれを辿れば本体に行き着くはずだ。

			「それよりも、私になんの用だ？」

			　敢あえて立ち上がり、殺気に備えて神経を張り詰める久秀。

			　縄が飛んでくる方向と殺気が吹きつけてくる方向が異なっていることには、二度目の攻撃を受けたときに気づいていた。糸電話の線を辿りつつ、殺気の方角も確かめる──攻撃手段を複数用意するのが、久秀の流りゅう儀ぎだ。

			　が、先ほどのようなあからさまな気配は訪れず──。

			「ぶっちゃけて言うとね、人手が足りないの」

			　緊迫感のない声が森の底に響く。

			「聖ジョウント学園は宗教がかっているから、入学者が限られていて……私みたいな留学生を掻き集めてもまだ足りないのよ。信じられる？　いま北宮へ工作してるのは、まだお尻の青い新入生なのよ？　だからねえ、久ちゃん。久ちゃんがさっきみたいに、私たちを手伝ってくれると、ずいぶん助かるんだけど」

			「……森にいたのはお前か」

			　西開学園の構内へ侵入する直前、久秀は微かなヒトの気配を感じていた。もう見つかったのかと焦あせったが、警報も鳴らされず、襲いかかってもこなかったので、警戒は解かないまま放っておいたのだが──ヘッドハンティングするかどうかを決めるために手腕を観察していたのなら、納得できる。

			　聖ジョウント学園の「人手不足」は、たぶん本当だ。西開学園はどうか知らないが、北宮学園には聖ジョウント学園から密かな接触を受け、隠れ宗しゅう徒とになっている者が幾人か確認されている。しかし──。

			（私が『転ぶ』とでも思ったのか？　ふん、舐められたものだな……）

			　胸の内で笑った久秀の脳裏に、元就の柔和な笑みが過る。

			　熊のぬいぐるみのようなあの大男は、醜みにくい火傷で塞ふさがれた久秀の左目を見てもまったく驚かなかった。それどころか、痛くないのかい、と心配そうな顔で訊いてくれた。

			（靖史はだれにでも優しいから……）

			　そう思い、自分自身に言い聞かせても、身体の芯は熱くなる。こんな性格、こんな能力では、女の幸せを掴むことなど不可能だろうが──しかしそれでも、いやだからこそ。

			（私は靖史のために働く。靖史の力になれたら、私はもう、それだけでいい）

			　強く堅い想いを秘めて、久秀は頬に冷笑を浮かべる。

			　そんな彼女の様子に気づかないのか、

			「落ち着いてね。いま出ていくけど、攻撃しないでね」

			　歌うように言いながら茂みをガサガサ鳴らし、小柄童顔の、緩く渦巻く金髪を細い肩に大きく広げた、天使のように愛らしい少女が姿を現した。
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			　幼気な頬に浮かんでいるのは蕩とろけるような笑顔。しかし、サファイアに似た碧あおい瞳にはどこか退たい廃はい的な光が浮かび、フリルや革紐、鉄てつ鋲びょうなどを要所要所にあしらった少しゴスロリチックな聖ジョウント学園制服がよく似合っている。身長は、それほど背の高くない久秀よりもさらに低く──力の抜けた細い腕に、武器であるはずの縄は見当たらない。

			「信長とか信秀とかっていうヒトたちをやっつけようと思っていたら、久ちゃんが先にいたのよねえ。おかげで手間が省はぶけたわ。ありがとう、久ちゃん」

			　条件の提示などまったくせずに、艶やかな金髪を揺らして小首を傾げ、ニッコリ微笑むエリザ。自らの、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔こそが報酬だとでも言いたいのか。

			　顔の傷に負い目を感じている久秀はますます反発し、知らず知らず奥歯を軋ませた。

			「……伴天連教の狂信者が、馴れ馴れしく呼ぶな。虫むし酸ずが走る！」

			　叫びざま、手に握り込んでいた小石をエリザに投げつける久秀。

			　どこかから飛んできた縄に弾かれ、まるで関係のない方向で爆発が起きたが、久秀は結果を見届けることなく走り始めていた。

			（ずいぶん派手にやってしまった。西開の追っ手にも当然気づかれただろう）

			　手の中に握り込める物ならなんでも爆弾に変えられるＥ・Ｅを暗殺に用いるのなら、一撃離脱が必須条件だ。腕は二本しかないから囲まれれば不利だし、腕を封じられれば攻撃手段を失ってしまう──と。

			「交渉決裂？　仕方ないわねえ」

			　笑いを含んだ軽やかな声が、驚くほど近くから聞こえてきた。

			　回り込まれたのか？　私より速いというのか──思わずハッと立ち止まった久秀の手足に、間かん髪ぱつ入れず絡みつく数本の縄。

			「く……ッ！」

			　まっさきに腕が封じられ、ボタンを引きちぎることもできなくなる。振り解ほどこうとしてもがけばもがくほど、蛇のようにくねる荒縄は余計にきつく絡みついてきた。

			　腕や脚が左右に引き伸ばされ、身体が宙に浮いて──Ｖ字に開いた脚が上へ上へと引き上げられ、あられもなく捲れ返ってしまうスカート。微かな月明かりの中、黒いスパッツにピチッと覆われた小振りな尻やしなやかに引き締まった瑞々しい太腿が映はえる。

			　絡みついた荒縄によって肘を極きめられ、まっすぐに伸ばされた両腕は、鳥の羽のように背に捻ひねられた。肩を潜った縄に上半身が吊り上げられ、腰が深く折り曲げられて、己の股間を覗き込むような恥ずかしい姿勢に。

			（違う……回り込まれたのではない！　糸電話の要領で、声だけ追いついてきたのだ）

			　いまさら気づいても遅い。

			「ったく、こんな真っ暗闇の森の中を、どうしたらそんなに速く走れるのよ？」

			　わざとらしくぼやく金髪碧眼のゴスロリ少女が、敢えてゆっくり、ガサガサと茂みを鳴らしておもむろに追いついてくる。

			「……それ以上近づくな。私の手の中にはすでにボタンが握り込んである。指を開けば地に落ちて、確実に爆発するぞ」

			「あらそう？　やってみせてよ」

			　ニンマリと笑ったエリザは、身動きできない久秀を挑発するように大きく一歩。

			　唇を噛んだ隻眼の少女は、空っぽの拳を虚しく握り締める。

			「どうしたの？　爆発するんじゃないの？」

			「……」

			「なぁんだ、ハッタリか。爆死するとこ見てみたかったのに、残念」

			「強がるな。足が震えているじゃないか」

			「えへへ……気づいた？　でもコレ、怖いからじゃないのよ。ううん、怖いのかしら？　だっていまから、本当の私になるんだもの」

			　顔を俯け、細い身体を自らの腕で抱き締めて、独り言のように呟く小柄な少女。垂れた前髪で目元が翳り、ただ、引き攣つった笑みを浮かべた口元だけが見える。

			「？　なにを言って……あっ!?　く、くそ……ッ！」

			　シュルリ、シュルリ──新たな縄が脚に巻きつき、無防備な股間目指して蛇のように這い寄ってきた。縄目にしごかれた柔肌がくすぐったい。腕や肩には柔らかな組紐が何本も絡み──袖口や襟の隙間から服の内側まで、久秀のスレンダーな身体をいやらしく撫で回しつつ傍若無人に這い込んでくる。

			「ジャンヌ学長は久ちゃんを二重スパイにしたいって言っていたけど、抵抗するようなら私が好きにしていいんだって。私ね、実力もないのに粋いきがっているおバカなコを虐いじめ壊すのが大好きなの。でもね、学園のお友達は壊しちゃいけないんだって。だからいま、すっごくドキドキしてるんだ……だって、久ちゃんにはなにをしてもいいんだもの！」

			　パッと顔を上げたエリザは、妖しく微笑んでいた。愛くるしい二重瞼の瞳にはサディスティックな光が宿り、幼気な頬は早くも桜色に上気して──天使ではなく小悪魔だ。蕩けるような笑顔より、いまの兇悪な顔のほうが何倍もよく似合っている。

			「フン……ノンビリしていていいのか？　あれだけ派手に爆発を繰り返したのだ、すぐに西開の追っ手がやってくるぞ」

			「御心配なく。いくつも罠を張っておいたから、時間は十分にあるわよ。それに……私のことより、自分の身を案じたほうがいいんでなくて？」

			　クスクス笑った美少女が、タクトを振るように手を動かした。途端、太腿のつけ根まで這い寄っていた荒縄が、スパッツの裾に強引に潜り込み、ショーツのレッグホールを掻き分けて下着の中へ。

			「あ……バ、バカ、やめろっ！」

			　軽く解ほつれた尖端だろうか、筆の穂先のような感触に秘裂がコチョコチョくすぐられる。袖や襟首から胸へ這い込んできた組紐も繊細な柔肌の上で小刻みにくねり──腋わきや乳房が、柔らかな縄目にしごかれた。

			　反応するのは恥ずかしくて悔しいのに、どうしようもないほどくすぐったくて、深く折り曲げられた身体がビクンビクンと捩れてしまう。息が乱れ、笑い声が溢れそうになり、喰い縛った歯の根が弛んでいく。

			「どう？　愉しいでしょう、コチョコチョ地獄」

			「ふ、ふはは、ふざ……いひ、くく……ふはっ！　ふ、ふ、ふざけるなっ！」

			「やぁねえ、巫ふ山ざ戯けてなんかいないわよ。いまに笑っていられなくなるんだから」

			「ふひっ!?　ああやめ……うは、くはは……くッ!?　く、う……うぅうっ!?」

			　耐えがたいくすぐったさの合間に、甘い痺れが閃き始めた。胸先、乳谷、ヘソ──尻穴の縁、秘裂と肛門の間、柔肉の畝の外側などなど──。

			（なんだ、コレ……どうしてそんなところで、こ、こんなに……ああいけない、か、身体が、勝手に……ピクピク、するぅッ！）

			　意地悪な美少女はコチョコチョ地獄などと戯おどけていたが、当然、そんな生易しいモノではなかった。解けた尖端やゴツゴツした縄目で久秀の柔肌をまさぐりつつ、本人も知らなかった「感じやすい場所」を探し当てると、次第にそこへ集中してくる。

			「ふぁ……っ!?　あ、くぅ……！」
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			　手足に絡みついた縄を軋ませ、頬を赤らめてもがく隻眼の少女。だが、どんなに足あ掻がいても縄たちは止まらず──そればかりか、悶もだえる美少女に昂奮したように動きを強め、さらに細かく、さらに激しく、新たに発見した性せい感かん帯たいを責め立てる。

			（うぅ、クソ……クソぉっ！　こんなヤツに……負けたくない、負けたくないッ！）

			　元就の笑顔を思い浮かべ、歯を喰い縛ろうとしても、ダメだ。

			　くすぐったさはもはや感じず、骨まで染み込む快感に息が上擦る。解れた尖端にサワサワと掃かれた乳房が、燃えるように熱くなる。脇腹に浮かぶ肋ろっ骨こつをしごくように撫でられれば心地よい電流が湧き起こり、深く撓たわめられた背筋が反り返りそうになる。

			「どう？　感じるでしょう？」

			「か、感じてなど……うぅ、くぅぅ……」

			「いまにもイきそうな顔してるクセに、強がっちゃって。でも、いいわよ久ちゃん。私、そういう無駄な足掻きをするコを見るのが大好きなの」

			　幼気な頬をほんのり火照らせたエリザが、小さな両手をスウッと上げた。目の前で揺れている久秀に向け、十本の細指をクイクイ、クイクイ、と動かして──。

			「くっ!?　あっ!?　や、やめ……あひぃっ！」

			　股間と胸先に炸裂する、鋭い快感。

			　クリトリスと左右の乳首、女体の中でも特別感じやすいみっつの肉豆に、髪の毛のように細く滑らかな糸が巻きついてきたのだ。　根元をキュン！　キュン！　と締めつけられ、快感極点に心地よい稲いな光びかりが弾ける。

			「ふ、ぁあ……ああっ！」

			　緊きん縛ばくされた細い身体が、見えない鞭に打たれたように鋭く跳ね、捩れた。己の股間を覗き込んでいるような久秀の顔が、みるみるうちに紅くなり──悔しそうに歪んでいた細眉が意思に反して、気持ちよさそうにふわ、ふわ、と開いてしまう。

			「うふふ、ビンビンしてるわね？　でもまだまだ、これからが本番よ」

			「貴様、こ、これ以上なにかしたら……うぅっ!?　な、なんだ……ぁああっ!?」

			　天に向けて跳ね上がった股間、いまだに黒のスパッツと白いショーツに守られた割れ目の中に、焼け火ひ箸ばしを突っ込まれたような激感が弾けた。尿道に細い糸が潜り込み、クリトリスの根元が裏側から責め立てられているのだ。

			「やめろ、やめ……あひっ!?　ひぁ、ふ……ぁひぃっ!?」

			　生まれて初めて犯された尿孔の奥で、細い糸がくねるたび、熱い電流が背を駆け抜ける。吊り上げられた身体がビクンビクンと痙攣し、縄を軋ませて左右に揺れる。

			「どう？　クリクリを内側から責められた感想は？　外に出ているクリクリは、感じやすいといっても慣れがあるのよねえ。その点、オシッコの穴の内側は滅多に責められないから、慣れている女のコは少ないの──さあ、遠慮しないで。イかせてあ・げ・る☆」

			「ふぅっ!?　く……あひぁあっ！」

			　内側からつけ根を軽く小突かれ、激感を発しつつ勃起してしまう淫核。根元に巻きついた細糸が喰い込み、ちぎれそうなくらい痛いが、尿道に潜り込んだ糸が蛇の舌のようにピチピチ動くたび、やがてそれも痺れるような快感にすり替わっていく。

			（そんな、バカな……こんなことが、気持ちイイ、だなんて……！）

			　認めたくはないのだが、事実だ。

			　絶え間なく刻み込まれる振動に尿孔が痺れ、心地よい細さざ波なみが細管を伝って膀胱にまで響く。つけ根を緊縛されたクリトリスは痛いほどに勃起して、ピンピンに張り詰めた表皮の感度があり得ないほど高まってしまう。

			「く、うぅ……この程度の、こと、で……うぅ、はぁ……うぅぅ……ッ！」

			　薄い包皮を押し退けた肉豆本体がサラサラしたショーツに擦れているのか、久秀がわずかに身じろぎするだけで股間に熱い感覚が閃いた。こらえようとして膝を寄せ、太腿を閉じようとすると、熱を帯びた肉畝に左右から挟まれ、温かな柔肉に擦れて、余計に快感が膨れあがってしまう。

			（ダメ、ダメ……痺れ、る……蕩けちゃ、ぁあ、ぅうっ！）

			　淫らな波紋が股間に広がり、秘裂がジュクジュク潤んでいく。仰向いた腰がくねり、純白のショーツに包まれた小振りな尻が右へ、左へ、激しく揺れて──。

			「我慢強いのね、久ちゃん。でも、私は久ちゃんの可愛い声を聞きたいの」

			「あっ!?　くひ、ひ……ひぎぃぃいいっ!?」

			　淫核の根元、尿道の中で、髪の毛のように細い紐が激しくくねった。

			　炸裂する激感、細い背筋を駆け抜ける電流。

			「やめ、や、や……やぁああっ！　おかしくなる、おかしくなるぅうっ！」

			　息が上擦り声が震える。涙が溢れ涎が垂れて、宙に吊り上げられた身体が見えない鞭に打たれているように激しく鋭く跳ね回る。

			「そろそろイく？　イくときはちゃんとイくって言うのよ」

			「だ、だれが、そんな……うぁっ!?　や、やめろ……そこは、やめ……ぁああっ！」

			　感度を増した秘裂が、無数の細紐に掻き分けられた。膣穴がまさぐられ、胎内にまで潜り込まれて──恥丘の裏側に突とつ如じょ湧き起こる、甘やかな振動。

			　蛇の舌のように小刻みに動く尖端で、細かな膣襞がピチピチ弾かれたのだ。

			「あぅ、あぅ、あぅぁぁぁぁああ……！」

			　淫穴に刻み込まれる激震に合わせ、溢れる声が艶めかしく震えた。頬が弛み瞳が蕩け、わななく唇が熟しきった野の苺いちごのように紅くプクッと艶を増す。

			（なぜ!?　どうして、こんな……ああ、か、身体中が……！）

			　気持ちイイのは、責められている場所だけではなかった。膣粘膜を這い登った細波が子宮に響いて増幅され、深く撓められた背筋を伝い、全身に悦びの津波が走り抜ける。夜目にも白く見えていた美少女の柔肌が、いまはほんのり桜色に染まり、甘酸っぱく香る汗を滲ませて、しっとり輝いている。

			「ねえねえ、いまどんな感じ？　久ちゃんのオッパイやオマ○コ、熱い？」

			「やぁ、やぁ……やぁぁッ！　熱い……溶ける、燃えるぅうっ！」

			　肉芯に性悦の炎が燃え盛り、紅蓮の火の穂に頭の芯を炙あぶられているような──。

			　制服の中で熱を帯び、汗を噴き出し密かに熟す、小振りな乳房。

			　勃起乳首がブラの裏地にめり込んで、キュウ、キュウ、と抓られる。

			　荒縄に緊縛された腕や脚まで、どうしようもなく気持ちイイ。

			　宙に吊り上げられての浮遊感に恍惚の感覚が入り混じり、頭が痺れ、だんだんわけが分からなくなってきて──。

			「ひぃ、ひぃ、ひぃぃぃぃッ！　ああダメ、ダメダメ、ダメェえっ！　溶ける、燃える、イくぅぅっ、イッちゃうイッちゃう、イィ、い、い、イィィッくぅぅ────ッ!!」

			　ビクンッ！　ビククンッ！

			　──ぷっしゃぁああっ！

			　久秀の意識が真っ白になった瞬間、ショーツに包まれたままの秘裂から生温かい液体が勢いよく噴き出した。あまりの快感に羞しゅう恥ち回路がショートし、失禁してしまったのだ。

			「あ、あ……あああ……」

			　絶頂の余よ韻いんと喩たとえようのない解放感に、隻眼の美少女の頬がふっと弛んだ。普段のピンと張り詰めた久秀からは想像もつかないような、無防備であどけない、危うい表情。

			　乱れた呼吸は治まらず、わななく唇が止められない。片方しかないトパーズ色の瞳はうっとりと細められ、しかし恥辱の涙に濡れて、羞じらうようにゆらゆら揺れる。

			（お、オシッコ……出、ちゃった……ああ、まだ、出てる……）

			　仰向いた股間には、いまだにピュルル、ピュルル、とお漏らしの感触。尿道を駆け抜けた小水はすぐに純白のショーツに打ち当たり、柔らかな股布をぐっちょりと濡らす。勢い余った滴は布目を染み抜け、レッグホールから溢れ出し、小さな尻をピッチリ包んだ黒いスパッツやシャツ、制服にも、生温かな湿り気がじわり、じわり──。

			「やぁねえ久ちゃん、お漏らししたの？　恥ずかしいわねえ」

			　愉しそうに笑ったエリザが、さらに手を動かそうとした──そのとき。

			「あたたっ！　痛ッ!!」

			　ずざざ──。

			　いきなり茂みを掻き分けて、体操服姿の小柄な少女が顔面スライディングしながら登場した。ギョッとしたエリザが思わず動きを止め、呆ぼう然ぜんと見守っていると──。

			「ふひぃ……死ぬかと思った」

			　照れ笑いを浮かべた少女──秀吉がムックリ起き上がり、栗色の髪をツインテールに振り分けた頭をポリポリ掻いてから、ようやくエリザに気づいてアタフタと立ち上がる。

			「こ、こんにちわ……じゃなくってこんばんわ！」

			　宙に吊り上げられて失禁し、ぐったりしている隻眼の美少女。その傍に立ち、兇悪な正体を現して得意げに立っていた金髪美少女──そのふたりと比べてもさらに一回り小さな秀吉は、まるで状況が見えていないようだった。無邪気な笑みを湛えた瞳をクリクリさせ、長いツインテールを揺らして仔犬のように小首を傾げて、

			「ええっと、聖ジョウント学園の刺客のヒトですか？　水着大戦で有利になるよう、西開学園の出場予定者になにか非道いことをしようと企んでいたとか？」

			　いきなりズバリと質問。

			　あまりの邪気のなさに気を呑まれたのか、エリザもつい正直に、

			「そ……そうだけど……」

			　ポロッと答えてしまう。

			「ああ、よかったぁ。待っていてくれてありがとうございます！　追いつけないと私、信長さんにまた非道いことされちゃうところだったんですよ」

			「いやあの……別に待っていたわけじゃ……って、ななな、なによアンタ!?」

			　ハッと我に返ったエリザが、慌てて縄を走らせた。地面すれすれを矢のように飛び、足下から跳ね上がって顎の下を貫く、必殺の一撃──しかし。

			「おーい、秀吉ぃ！　いたかぁ？」

			「あ、はぁい！　ココです、ココぉ！　北宮のヒトを縛ってくれてましたぁ！」

			　見るからに呑気そうなロリッ娘が、背後からの呼び声にパッと振り返ったため、狙いが外れてしまった。年齢並に乳房が膨らんでいればゼッケンの貼りついた胸元をザックリ引き裂けたかもしれないが、まるっきりのペッタンコでは掠りようもない。

			「ク……ッ!?」

			　慌てて縄を引き、今度は首に絡みつかせようとしたのに、

			「どこだぁ!?　見えないぞぉ！」

			「ココです、ココ……きゃぁあっ！」

			　だんだん近づいてくる女性の声に伸び上がって返事をした瞬間、石コロを踏み、バランスを崩して尻しり餅もちをつくロリッ娘。首に引っかかりかけていた縄は栗色のツインテールを虚しく掻き乱しただけで、エリザの背後へ勢い余って消えていく。

			「お、お前……西開のティーラ・ブラウン、羽柴〈瑠美〉秀吉か!?」

			「え……うわぁ、私のこと知ってるんですかぁ？」

			　余よ所その学園の生徒から名前を呼ばれたロリッ娘は、邪気のない笑顔をパァッと浮かべて元気よく振り返った。ビーグル犬の垂れ耳のようなツインテールが、エリザの気持ちを逆撫でするように軽やかに揺れる。

			（これが、幸運体質……あんなにたくさん仕掛けた罠も、すべて運のよさだけで乗りきってきたというのか!?）

			　反則だ！　と叫びたい気分だが、超能力とはそういうものだ。ぼやいても仕方ない。

			　いまはそれより、追っ手を足止めすることが大事だ。

			（脚だ！　脚さえ封じれば……）

			　秀吉がどれほどの幸運の持ち主でも、もう追ってこられないだろう。そして、殺してはダメだ。この甘々なロリッ娘がピィピィ泣いていれば、後続の追跡隊も幾人かはヒトを残すはず──そこまで考え、エリザは秀吉の足首目がけて縄を飛ばす。

			「きゃうンっ!?」

			　先ほどまでまったく当たらなかった縄が、今度は見事にヒットした。両脚を刈られたロリッ娘は両腕をバンザイの恰好に伸ばし、顔から地面へビタン！　と倒れ伏す。

			　それはもう、見事としかいいようのない倒れッぷりで──仕掛けた本人であるエリザ自身、思わず蒼褪めて「大丈夫か？」と声をかけそうになったほどだ。

			（な……なんだコイツ？　運がいいのか悪いのか……）

			　幸運体質というのは、傍目にはなかなか理解しがたい能力だ。禍か福ふくはあざなえる縄の如ごとし、ひとつひとつを見ていると不幸の連続のようにしか見えなくても、最終的には必ずプラスになっているというのが秀吉の能力。

			　いま秀吉が、地面に向けて顔面ダイブしたのは──。

			「チェェェストォッ！」

			　瞬間移動で間合いを詰めてきた学ラン姿の青年に突き飛ばされないため。

			「っ!?」

			　秀吉に気を取られていたエリザは、突っ伏したロリッ娘を跨またいで放たれたお手本のように美しい正拳突きを、薄い胸にドンッ！　とまともに受けてしまった。

			　それでなくてもテレポーテーションを応用した鋭い踏み込みだ。相当な達人でなければ防ぎようがない。細くて軽いエリザは悲鳴を上げる間もなく突き飛ばされ、背後の茂みへドサリと落ちる。

			「殺ったか、利とし家いえ!?」

			「いえ、妙な手応えでした……」

			　油断なく残心したまま、背後からガサガサ藪を掻き分け現れた信長たちに背で答える青年──前まえ田だ〈俊とし充みつ〉利家。

			　ようやく四つん這いになった秀吉をスラリと長い脚で跨いだ彼は、顔の正面・直線方向にしか飛べないハンパなテレポーターだ。信長に敬語を使っていることからも分かるように、非公認応援団員のひとり。無む造ぞう作さな茶髪と優やさ男おとこ風の顔立ちで女子からの人気が高いものの、残念なことに、男装の奇人・織田〈希莉香〉信長の熱烈な信しん奉ぽう者しゃである。

			「妙ってのはなんだ？　ハッキリ言え」

			　遅れたクセにどこまでも偉そうな信長は、美しい眉をキリリと逆立て、凛々しい瞳を怒らせていた。相当腹を立てているらしい。額の日の丸必勝鉢巻きと、細い肩にマントのように羽織った長丈の学ランが、実に様になっている。

			「それが、その……ああ、巻き藁わらだ。あれをブッ叩いたときと似たような……あっ！」

			　利家が睨みつけていた茂みがガサッと揺れて、小柄な人影が立ち上がった。すかさずテレポートし、再び正拳を叩き込む利家。

			　が、今度のコレはただの丸太で──。

			「かかれ、柴しば田た！」

			「応ッ！」

			　信長の背後から鋭く一歩飛び出したオールバックの青年──柴田〈亮あきら〉勝かつ家いえが、なにもない虚こ空くうに向けて掌しょう底てい打ちを放つ。

			　言うまでもなくこの勝家も、信長の非公認応援団員。場所と服装が異なっていたら柄シャツを着た怖いお兄さんたちに「どこの組の者だ」と絡まれてしまいそうなくらいの強こわ面もてだが、実は勉強のできる優等生で……というのはまた別の話。いまは全然関係ない。

			　──ドンッ！

			　一拍遅れて爆音が響き、突き出された掌の延長線上にあった木の幹が、砲撃を受けたように弾けた。片手カ×ハ×波と渾あだ名なされた、物理的な効果を伴った遠えん気き当あてだ。

			　地響きを立てて倒れる木の向こう、

			「……あ」

			　ゴスロリ風の制服を脱ぎ捨てて薄い胸を露わにしたエリザが、碧い瞳をギョッと瞠みはる。自分で胸囲を測っているかのような形の手には、見るからに丈夫そうな荒縄がダラリ──どうやらエリザ、己の胸に荒縄を巻きつけていたらしい。それが鎧の役目を果たし、利家の正拳突きをまともに受けても平気だったのだ。

			「テメェ……ッ！」

			　瞬間移動するために向き直ろうとする利家、

			「ちぃっ！」

			　素早く手を振り、森の底へ張り巡らせてあった縄を一斉に躍り上がらせるエリザ。

			　湿った落ち葉が爆発的に舞い上がり、ただでさえ暗い視界をいっそう深く翳らせた。

			「ガキが、洒落た真ま似ねを……」

			「もういい、利家。ヤツぁ逃げた」

			　追おうとする青年を呼び止め、興味を失ったように背を向ける信長。その冷ややかな瞳は、窮屈な姿勢で宙に吊り上げられたまま失神している久秀をジッと見つめる。

			「……姉貴の仇かたきはコイツなんだし、あんなチビスケ、追う必要はねぇよ」

			　その声には、いつものお気楽さは欠片もなかった。

			＊　　＊　　＊

			　同時刻──北宮学園女子寮の、大浴場。

			　その中央にある大型円形浴槽に仲よく並んで浸つかり、

			「ふひぃ……」「はぁ……」「ふぅぅ……」

			　心地よさそうに頬を弛めて艶めかしい吐息を漏らしているのは、北宮三大美少女であるところの義元、氏康、晴信。

			　もちろん三人とも、身体にタオルなど巻いていない。

			　美少女らしくしおらしく、ほんのり頬を赤らめて、上品に膝を揃え、浴槽内に設けられた段に腰掛けていた。湯に浸かっているのはヘソ辺りまでで──桜色に火照る乳房は立ち込めた湯気にふんわり隠されている。タオルを巻いた頭、のぼせて赤らむ艶めかしい頬──淡く翳る胸の谷間には真珠のような汗の珠たまがいくつも浮いて、柔らかな照明を浴びてキラキラ輝いている。

			　三人のうちでだれが一番美しいかを決めるのは、不可能だ。

			　英系ハーフである義元は、ボンキュッボンという俗な言い方に「！」マークをつけてボンッ！　キュッ！　ボンッ！　と強調してもまだ足りないくらいメリハリの利いた、伸びやかでいながらグラマーな、若さと官かん能のう美び溢れる素晴らしい裸体。その美しさ、艶めかしさは千言を尽くしても正確に描写しきれないし、そもそもSAIPACo.先生の美麗な挿絵を見れば一いち目もく瞭りょう然ぜんなわけで、詳細な描写は省く。

			　糸のように細い目を美しい弓ゆみ形なりに引き絞った北条〈鈴音〉氏康は、ほかのふたりに比べるとやや肉づきのよい、大人びた美少女だ。セミロングの黒髪は艶やかで肌は練ねり絹ぎぬのように滑らかで、何気なく湯を掻き回す仕草にも育ちのよさが滲み出ている。常にハイテンションの義元や思わず守りたくなるような晴信の傍にいるとどうしても霞んでしまうが、控え目で物静かでどんなことでもさりげなく、しかもそつなくこなしてしまう大和撫子やまとなでしこ的美少女・北条〈鈴音〉氏康には、隠れファンも多い──らしい。

			　最後のひとり、晴信は──三人の中ではもっともバランスの取れた、可もなく不可もない身体つきだった。乳房の大きさでは義元と比肩し、尻のムッチリ感なら氏康に負けていない。ウエストはほどよく括れ、かといって決して痩せすぎではなく、モデルにもなれそうなほど理想的な、非の打ち所のないプロポーション。

			　ただ、その表情は暗い。ほかのふたりと違って普通の家庭に育った彼女は、いい意味でも悪い意味でも「普通」だ。なにか不安を抱えていると、すぐに顔に出てしまう。

			「どうしたの、晴ちゃん？　一緒にお風呂に入ろうって誘ったのは貴女でしょう？」

			　沈黙に耐えかねた義元が、俯いている美少女の肩を小突いて小さな声で訊いた。三大美少女として学園内の人気を三分している彼女たちは、親友というほど親しくはないものの、同時に互いを認めあい、風紀委員を結成してからは友人といえる程度の仲になっている。心配そうなのは義元だけでなく、

			「なにか相談したいことがあったのでは？　私たちでよければ、力になりますよ」

			　氏康も上品に首を傾げ、温かな湯に乳房を揺らして、晴信に向き直る。

			「え？　ああ、済みません……ありがとう」

			　ふたりに見つめられた晴信は、ポッと頬を赤らめて弱々しく微笑んだ。それから、だれかに聞かれているのではないか、と恐れているような仕草で周囲を見回し──。

			「本当に、来るのでしょうか？」

			　脈みゃく絡らくのない言葉を呟く。

			「来るって、なにが？」

			「だから、その……あ、暗殺部隊、です……」

			「へ？　なにそれ？」

			「いえあの、生徒会長が……危険だから、風呂場に行くときは連絡してくださいって。私たちが入浴している間、浴場の周りに警護を配して、守ってくれるそうです」

			　モジモジとした晴信の言葉に、顔を見合わせる義元と氏康。

			「……それで私たちをお風呂に誘ったわけ？」

			「生徒会長にもちゃんと連絡してきたのですね？」

			「ええ。出場予定の私たちが一緒に行動したほうが、生徒会のみなさんも守りやすいだろうと思ったから……でも、外にだれかがいると思うと、ちょっと恥ずかしいですわね」

			　頬を赤らめてはにかむ純朴な美少女に、ふたりのお嬢様は細い肩をガックリ落とし、大きな溜め息を漏らした。

			「貴女ねえ……お人好しにもほどがあるわよ」

			「え？　それは、どういう……」

			　キョトンとする晴信を無視し、糸のように細い目で周囲を見回していた氏康が──白い手を上げ、壁の一画を指差す。

			　その瞬間、

			「そこかぁっ！」

			　叫んだ義元が細腕を振り、波打つ湯面を斬るように叩いた。

			　ズバシャァアアッ！

			　弾け飛ぶ、盛大な水飛沫しぶき。散弾と化した無数の水滴は浴場の壁を文字通りぶち抜き、外まで貫通する穴をいくつも開ける。

			　射撃系の武器に特化した、義元の能力だ。銃や弓なら百発百中、矢や弾丸を射出する装置がなければ己の腕がその代わりになる。特に水は有効だ。掻く瞬間の指の使い方によって散弾のようにも、ギロチンの刃のようにもできるのだから。

			　──で。

			「うわぁっ!?」

			　壁の外で情けない声が上がり、何人かの者がバタバタと走り回る気配。

			「な、なんでしょう……あ!?　ひょっとしてアレが暗殺部隊……」

			「まだそんなこと言ってるの？　いいから、早く上がって、身体を隠しなさい」

			　一足早く湯船から上がった義元と氏康が、水の滴る裸体に素早くバスタオルを巻き、壁に開いた穴へ近づいた。その外にいたのは──。

			「や、やあ！　無事でなにより」

			　真っ青な顔で引き攣った笑みを浮かべた元就と、生徒会役員の男子が数人。彼らの背後を塞いだ砂の壁は、粉体であればどんなものでも自由自在に操れるという氏康の超能力が生み出したモノだ。

			「あらまあ、奇遇ですわね会長さん。こんな時間、こんなところで、いったいなにを？」

			　バスタオルで隠した胸をしっかり押さえ、壁の穴を覗いて、元就に微笑みかける氏康。糸のように細い目はいつもと同じで笑っているし、声も普段と変わりなく優しげだが、

			「いや、だからほら、キミたちの護衛をだね……」

			　答える元就はますます蒼褪め、冷や汗を滝のようにこぼす。

			「それはそれは、ありがとうございます。でも──会長の能力は確か、広こう域いき域ちょう瞰かんでしたわよね？　不審者を警戒するにしてもこんなところに来る必要はないのでは？」

			「そ、それは……ほら、ボクのはただ、上から見下ろすだけだから、物陰に隠れられると見つけられないんだよ。だから護衛対象の傍にいることが必要不可欠なわけで……」

			「まあ、そうなのですか？　ひょっとして覗きかしら、なんて思ってしまいましたが……生徒会長ともあろうお方が、まさかそんな破は廉れん恥ちなことはしませんわよねえ？」

			「も、もちろんだとも！　決まってるじゃないか！」

			「ところで会長、風紀委員の予算についてなのですが……」

			　ちゃっかりと金の話に持っていく氏康の傍で──。

			　いまだに事態が呑み込めずぼんやりしていた晴信が、

			「……ッ!?」

			　急にビクッと首を竦すくめた。鳥肌の立った乳房を抱き締め、震える肩をさすり、

			（いまの……なに？）

			　恐る恐る首を巡らせる。

			「？　どうしたの、晴ちゃん？」

			　義元に訊かれても、上手く説明できない。

			　しかし、確かになにかが起きた。

			　凝ぎょう固こする邪じゃ念ねん、脈みゃく動どうする悪意──ドロドロとしたなにかが、ゆっくり目を覚ます気配。

			　絶対にしてはならないことを、だれかがしてしまった。眠りを妨さまたげてはならない何者かの鼻先を、不遜な連中が不ぶ躾しつけな足音を立てて駆け抜けていった──ような。

			　手翳かざしヒーリングしかできない晴信だが、それだけに、「気」の流れには敏びん感かんだ。ほんのわずかだが、しかし確実に、島の「気」が変化した──ただ、予知能力者ではないから、具体的になにが起きるのかは説明できない。

			「──分かりましたわ、会長。今回のこの事態、包み隠さず公表させていただきます」

			「それは困るよ氏康クン！　いや分かった、予算の件はこちらでなんとかするから……」

			　元就と氏康の会話をどこか遠くに聞きながら、晴信は言い知れぬ不安に包まれ、冷えた身体を抱き締めてガタガタ震え始めた。

			＊　　＊　　＊

			　同時刻──聖ジョウント学園、礼拝堂。

			　暗い室内にはステンドグラス越しに微かな月明かりが射し込み、広間の床に薄く淡く、色取り取りの光を投げかけていた。

			　壊れた万まん華げ鏡きょうのような灯りの中に浮き上がるのは、複雑に組みあわさった同心円とアルファベットに似た無数の文字、そして反復・増殖を繰り返す幾き何か学がく模様。妖しげな記号の群れが蒼白く輝き、脈打つように明滅して──フッと消える。

			「……ふぅぅ」

			　滑らかな額に冷や汗をビッシリと浮かべた四郎が、大きく広げていた腕をゆるゆると降ろした。傍らに立っていた金髪の美女・ジャンヌ学長が、崩れ落ちそうになった美少女の細い身体を抱き止め、大粒の汗を細指で拭って、労ねぎらいの微笑みを向ける。

			「御苦労様です、四郎さん。テレポーターの侵入／脱出を防ぐ北宮の小賢しい仕掛けも、貴女の召喚術の前では無力ですね。素晴らしい能力です」

			　麗しき学長の腕の中、翠の瞳に覗き込まれた四郎は、美少年のような頬をポッと赤らめた。学長の紅くヌラヌラ輝く艶めかしい唇に、幼い胸がドキドキしてしまう。

			「お、お役に立てて、光栄です。それで、あの……出場の件は……」

			「ええもちろん。貴女も代表生徒として登録してあげましょう」

			「いえあの、そうではなくて……」

			　水着コンテストなんて恥ずかしいから出たくないんです──と言いきる前に、四郎は力尽きてしまった。若衆髷のようなポニーテールを揺らし、その場にガックリ跪ひざまずく。

			　その頭の先、先ほどまで魔法陣が輝いていた広間の中央には──。

			　血走った瞳をギラギラ光らせた武田〈智則〉信虎が、獣のように唸りつつ、拘束衣に手足を封じられて、巨大な芋虫のように転がっていた。

		

	

			第三章　第一次水着大戦

			


			　そして──第一次水着大戦当日。

			　コンテスト会場となった真新しい露天温泉の周りには、実にたくさんの人々が詰めかけていた。ヘチマ型の、全長五十メートルもある巨大岩風呂の一方の岸に急造された七段ほどの観客席には、三学園のヒマな学生とすでに一杯引っかけて赤ら顔になっている島民がズラリ、千人ほど。ヘチマの括れに相当する、浴槽の中に半分ほど張り出した半円形の特等席には、百人ほどの特別審査員が早くもニヤニヤ笑み崩れている。水着美少女コンテストだからもちろん、観客のほとんどは男だ。

			　一方、横長の岩風呂を挟んで観客席と対たい峙じしたこちら側。即席の割に綺麗に仕上がっている白いステージの脇には、プレハブ小屋がみっつ並んでいる。三学園別の控え室だ。

			　そのうちのひとつ、北宮学園用の控え室の窓を細く開けて──。

			「あらあらまあまあ……与野党の重鎮、アラブの王族、国内外の財界の大物も……さすがですねえ。今川組が本気を出せば、世界中のＶＩＰを集められるのですね」

			　外を覗いていた氏康が、半ば呆れ顔で感心の吐息を漏らす。

			　義元の実家・今川組と氏康の実家・北条建築は、日本で一、二を争う大手ゼネコンだ。国内だけの業績なら北条建築が勝っているが、海外への進出では今川組が一歩リードし、全体としては互角の勝負を続けている。

			　そういうライバルを感心させたのだから、いつもの義元ならひっくり返りそうなくらい反り返り、自慢の胸を突き出して得意げに高笑いしていただろう──しかし。

			「ま、まあね……」

			　なぜかその顔は優れない。水着姿でパイプ椅子に腰掛け、細い眉を難しげに寄せて、親指の爪を無意識に噛んでいる。

			（おかしい……そ、そりゃまあ、天下の今川組なんだから、あの辺にいるヒトたちも呼べば来てくれるでしょうけれど……お父様がなにか勘違いしたのかしら？）

			　審査員の半分以上、おおよそ三分の二が、義元とは縁の薄い顔ぶれだったのだ。この調子だと、「北宮学園に高い点をつけてもらえるように」という根回しも、上手くいっていないかもしれない──と。

			「どうしたのです、義元さん？　顔色が優れませんねえ」

			　小首を傾げた氏康に、顔を覗き込まれてしまった。慌てたお嬢様は不安を悟られないようムッとした顔を作り、

			「あ、あ、当たり前でしょう!?　この一戦には学園の命運が懸かっているというのに、なんなのよ、貴女たちのその恰好は！」

			　取とり敢あえず、他人のせいにしてみる。

			「はあ……なにかおかしいでしょうか？」

			　キョトンとした顔で自分の身体を見下ろす、おっとり撫子。豊満な胸やムッチリとした尻を包み込んでいるのは純白のスクール水着で、色気がないことこのうえない。

			　因みに、金髪縦カールの派手派手お嬢様は──目にも鮮やかなメロンソーダ色の、かなり際どいビキニスタイルだった。胸のカップも腰のパンツも必要最小限の大きさしかなく、縁にシースルーの素材でできた小さなフリルがあしらわれている。色気と可愛らしさが絶妙なバランスで両立している、男性の視線を十二分に意識した水着だ。

			　私がお手本よ、とばかりに立ち上がり、義元はたわわな乳房を揺らして胸を張った。

			「もっとこう、背中とかおヘソとか出すモノでしょう、普通は。男なんてものは、肌が見えていればいるほど簡単に鼻の下を伸ばすんだから！」

			「そうなのですか？　しかし聞くところによると、スクール水着をこよなく愛されている殿方も少なくないとか……」

			「あー、確かにそういう話は聞きますけどね」

			　不意に頭痛に見舞われて、コメカミを指で押さえる義元。

			　糸のように細い目をいつも柔和に微笑ませているため、おっとりとしたお嬢様だと思われている氏康だが、なかなかどうして結構えげつない性格をしている。にもかかわらず、こうしてときどきヘンな知識を披ひ露ろうするから、四年間も同級生をしてきた義元でもときどき理解不能になってしまう。

			「でもそれはそういう体型のコが着るから悦ばれるんであって、貴女みたいなグラマーが着たらかえって痛々しくなってしまうのよ……あ、ひょっとしてソレ、透ける素材？　赤外線スコープを想定して、わざと白を……」

			　男のスケベ心を狙っての、いかにも細目キャラっぽいえげつない作戦なのかと期待した義元だったが、違った。

			「御心配なく。透視防止用の最新素材でできていますから」

			　屈くっ託たくなく微笑んで腰に手を当て、自慢げに胸を張るおっとりお嬢様。

			「……分かってない、分かってないなあもう……」

			　小さくぼやきつつ頭を振った義元は、傍でボウッとしているもうひとりの出場者に気づき、さらに眉を顰めた。今度は腹を立てたのではなく、本気で心配したのだ。

			「ちょっと晴ちゃん？　大丈夫？」

			「……え？　あ、ごめんなさい。なんでしょうか？」

			　慌てて顔を向け、頬にぎこちない微笑みを浮かべる晴信。

			　こちらの水着は、氏康に比べればまだマシだが、それでも義元からすると物足りない。ハイビスカスのように鮮やかな紅のビキニはまあいいとして、腰にトロピカルカラーのパレオをキッチリ巻いている。第一種目は競泳だが、どうも晴信、泳ぐ気はなさそうだ。

			（いや、水着はいいのよ……）

			　と頭を振り、意識を晴信の「問題」に戻す義元。

			「お兄さんのことが心配なの？　ホントにもう、どこでなにをしてるのかしらね？」

			　北宮一の問題生徒・信虎の失踪は、北宮学園の生徒会でも大問題になっていた。島南部の蛭子山山さん麓ろくではこうして華やかな水着大戦が開催されている一方、北宮学園の南側に聳そびえ立っている迦具土山の麓では、急きゅう遽きょ編成された捕獲隊が鬱蒼とした原生林を掻き分け、いまも必死に捜索しているはずだ。

			「大丈夫よ、あのヒトはちょっとやそっとのことでは死んだりしないから」

			　儚げな美少女の肩に手を置き、少し的外れな慰め方をする義元。晴信は「死」という不吉な言葉に少し眉を顰め、さらに深く項垂れる。

			　信虎の安あん否ぴも不安だが、それ以上に──なにか悪いコトが起こりそうな気がする、とてつもなくたいへんなことが、これから始まるような気がする。

			　一昨日の夜に感じた島の「気」の揺らぎは、いまやハッキリとした脈動になっていた。地面の下奥深くで微睡まどろんでいる巨獣が、地上の物音に耳を澄まし、これから目覚めようとしているような、不ふ穏おんな気配。

			　こんなことをしている場合ではない、とは思うのだが──時間は止められない。

			　傍のステージで、司会者が開会の挨拶を始めた。観客席がどよめき、早くも昂奮しているのか、拍手や口笛が聞こえてくる。

			「はいはい、時間よみんな！　笑顔を忘れないで！」

			　手を打った金髪お嬢様が氏康と晴信を急き立て、戸口へ招いた。外からのノックに返事をし、深呼吸をひとつ、ふたつ──。

			　扉が開かれ、大きな歓声が聞こえてくる。

			「さあ、行くわよ！」

			　整った顔に百点満点の笑顔を浮かべ、ピッと背筋を伸ばして颯爽と歩き出す義元。

			　カーテンで目隠しされた舞台袖を抜けて、明るい陽射しを浴びているステージへ──北宮三大美少女が現れた途端、客席が潮しおのようにどよめいた。

			　義元は細い腕をバンザイするように突き上げ、大きく振って、にこやかな笑顔を振り撒きながらアピール。パステルグリーンのカップに包まれた大きな乳房を、必要以上にユサユサタプタプ揺らすことも忘れない。

			　そのあとに続く氏康ははにかんだ笑みを浮かべて客席を見回し、弾む乳房の両脇に手を上げて控え目に手を振る。

			　前を歩いているのが金髪碧眼の派手派手お嬢様だからどうしても霞んでしまうが、こちらのスタイルも悪くない。白いスクール水着を突き破りそうなくらい大きな乳房、思わず手を這わせて滑らかな曲面と柔らかな肉づきを確かめてみたくなるようなムチムチの尻。股布部分は保守的なローレグだが、そこから伸び出した脚はスラリと長い。それでいて、女性的な丸みも十二分に備わっていて、瑞々しい柔肌が眩しいほどに輝いている。

			　最後のひとり晴信は、相変わらず顔を俯け、どよめく客席に目を向けようともしなかった。サラサラとした前髪に翳る美しい顔、憂いを帯びた柔らかな頬、長い睫を伏せて悩ましく潤んだ焦げ茶色の瞳──小気味よく弾む大きな乳房を隠そうとしているかのように細い肩を窄すぼめ、重ねた両手でパレオの前をソッと押さえて、いまにもパッと逃げ出しそうなほど気乗り薄げな、躊躇いがちの歩み。

			　信虎の身を案じ、島の気配に怯おびえて、気もそぞろになっているからなのだが、しかし観客の目には消え入りそうなくらい羞じらっている、恥ずかしがり屋の美少女にしか見えない。先頭を行く金髪縦カールの派手派手お嬢様が呆れるくらいにハイテンションだから、

			（ああ、きっとあの派手なコに無理矢理出場させられたんだ……可哀想に）

			（せっかく美人なんだし、スタイルもいいし、もっと自信を持ってもいいのに……前のふたりと比べても全然劣ってないよ、むしろ断然勝っているよ！）

			　男たちの贔屓ひいき心が刺し戟げきされ、客席から「はーるちゃーん！」と、応援の濁だく声せいがいくつもかけられる。

			（ぬぬっ!?　なんたること……まさかそんな方法で観客の歓心を得ようとは……卑怯なり、晴信！　これは水着審査なんだから、アピールする気がないなら端に寄りなさい！）

			　闘争本能を刺戟された金髪お嬢様が、おっとり撫子と俯き加減の美少女の水着を抓んで引っ張り、自分よりも舞台端へ行くように指示した。そのため、続いて出てきた聖ジョウント学園の先せん鋒ぽうと肩を並べることになるのだが──。

			　舞台袖から歩み出てきた新たな三人を見て、観客が「おおッ！」と、先ほどよりも明らかに大きくどよめいた。

			「ちょ、ちょっとちょっと、なに？　なにが起きたの……あっ!?」

			　聖ジョウント学園は慢まん性せい的な人材不足、マークが必要なほどの美少女はいなかったはず──そう思って目を向けた義元は、思わずあんぐりと口を開けてしまう。

			　先頭に立って白い細腕を振り、華やかな笑顔を振り撒きながらモンローウォークで歩いてくるのは、形よい頭に長い三つ編みの鮮やかなブロンドヘアをきつく巻きつけた、年齢不詳の美女・ジャンヌ学長。

			　身に纏っているのは菱ひし形がたの、金太郎腹掛けのような白い水着だ。鎖骨の辺りから逆三角形に広がる白い布地に大きな乳房が押さえつけられていて、細く丸い肩や丁てい寧ねいに手入れされた腋下はもちろん、たわわな胸乳の柔らかな丸みが水着の左右に艶めかしくはみ出している。胸元には菱形の切れ込みがあり、乳白色に翳る柔らかな胸の谷間が「これでもか」と言わんばかりにはみ出していた。

			　鳩尾みぞおちの辺りからヘソ、下腹へと続くスマートな腹部は、眩しいほどに白い、縦に長く引き伸ばされた菱形の布地にキッチリと覆われているものの、股間部はこれでもかと言わんばかりのハイレグで、ただでさえスマートな太腿がいっそうスラリとして見える。

			　義元の位置からでは見えないが、豊満な乳房を覆う前掛け部分はネックストラップで吊るされているだけ。脇腹を巡った水着は尻から立ち上がってきた布と細い紐で結ばれているから、背中はほとんど裸だ。

			　髪をアップにまとめているため、綺麗な形の肩けん胛こう骨こつもＳ字にくねるしなやかな背筋も、南国の陽射しを浴びて瑞々しく輝いている。Ｕ字を描くパンティラインは尻の割れ目に達しそうなほど深く、こぼれ出しそうになっている乳白色の柔らかな丸みが客席に居並ぶ男たちの視線を強く強く惹きつける。

			「ちょ、ちょっと！　なんで学長が出てくるのよ!?」

			　慌てた義元が噛みつくように言うと、柔和な垂れ目をやんわりと細めたジャンヌ学長が困ったように小首を傾げた。

			「あら、おかしいですわね？　三学大戦は学生主体が原則、私のような年とし増まが出てよいものかと散々悩んだので、出場規定の欄らんはよくよく見直したのですが……学生しか出られないとは、一言も書いてありませんでしたよ？」

			「え？　そんなはずは……ちょっと司会者！　確かめて！」

			　ワガママなお嬢様の異議申し立てに、会場がざわめく。出場者が司会者をコキ使う高慢そうな様子は、当然審査員の心しん証しょうを悪くするわけで──。

			「困る、困るなあ、義元クン……」

			　客席でほかの生徒に混じっている北宮学園生徒会長・毛利〈靖史〉元就は、鳩尾を押さえて苦い顔になっていた。それでなくても、北宮はいま、バタバタしているのだ。岩屋に閉じ込めておいた信虎がいつの間にか消えていたし、元就が密かに放った刺客・久秀は行方知れず。覗きの現場を押さえられ、風紀委員の三人に弱みを握られてしまったし──胃に穴が空いてもおかしくない状況だ。

			　むさ苦しい男子学生から華やかなステージへと目を戻せば──ようやく戻ってきた司会者が、蒼い顔で義元に首を振ってみせた。

			「間違いありません。『それぞれの学園に所属する者』となっています」

			「しょ……所属する者!?　学籍のある者でなくて？」

			　往おう生じょう際ぎわ悪く訊き返し──なにが起きたのか、ハッと悟る義元。

			「……だれかの能力を使って大会規定を書き換えたのね？　ひょっとして、審査員が入れ替わっているのも……」

			「さぁて、なんのことでしょう？」

			　年齢不詳の麗しき学長は上品に微笑んでとぼけたが、その勝ち誇った顔を見れば正解を言い当てたことは明白だ。超能力者はこういうことができるから諜報機関に重ちょう宝ほうされているのだし、なんの対策もしていなかった義元の落ち度だろう。

			　まんまとしてやられた恰好の義元は──しかし、怒りを覚えるより呆れてしまった。

			「ひょっとして、昨年のミス仙獄島コンテストで私に負けたことを根に持っていたの？」

			「……貴女こそ、信長さんに負けたことが悔しくて水着大戦を提案したのでしょう？」

			　このふたり、自信満々でミスコンに出場して仲よく信長に負けたのだ。しかも艶やかなブロンドヘアと魅惑のムチムチボディが自慢だったジャンヌ学長は、金髪縦カールの派手派手ピチピチお嬢様にも負けて、第三位。

			「あのときの審査員は島の住人だけでしたから、無理もありません。しかし、今回の審査員は世界各国から集まってくださったセレブのみなさま。グローバルスタンダード的にだれが一番綺麗なのか、ようやく明らかになるわけです」

			「……前から思っていたけれど、学長のクセに大人げないわねえ」

			　呆れ気味に呟きつつ、義元は挑発的に突き出しているジャンヌ学長の見事なオッパイ越しに、聖ジョウント学園の代表生徒を盗み見た。

			　学長のすぐうしろにいるのは、円らな碧眼を無邪気に輝かせた金髪のロリッ娘・エリザベート〈エマ〉バートリーで、天使のように愛らしい。胸も尻も小さなスレンダーなボディに貼りついているのは、エナメル質の光こう沢たくを放つ黒いツーピース水着。控え目な乳房から繊細な肋骨まで包み隠すビスチェとローライズのホットパンツで、柔らかな腹の瑞々しい白さがあざといくらい強調されている。スラリと長い腕はプニプニした二の腕までピッチリ覆う長なが手て袋ぶくろに包まれて、全体の印象は水着というよりボンデージファッションだ。

			　その向こう側、真っ赤な顔を俯け気味にしてモジモジしている細身の少女も、どちらかと言えばロリッ娘の部類に入るだろう。

			　控え目に膨らんだ形よい乳房、自然と細いウエストと、少年のように引き締まった小さな尻。長い黒髪を若衆髷のようなポニーテールにしているのは、ほっそりとしたうなじの美しさをアピールするためだろうか。

			　纏っているのは紺色の、味も素っ気もかなぐり捨てた標準的なスクール水着。しかも、小振りな胸を飾るように貼りついているゼッケンには「１︱Ｂ　しろう」の文字。

			　どう見ても水着コンテスト用の姿ではないが、しかし、天草〈茜〉四郎という素材のよさが素直に、かつ最大限に引き出されている。あくまで自然、どこまでもナチュラル──同じスクール水着でも、北宮学園の氏康とは大違いだ。

			　もし、ジャンヌ学長が集めてきた審査員が、エリザや四郎のようなロリ系美少女に惹かれるタイプであったとしたら──。

			（ぬぅぅ……卑怯なり、ジャンヌ！　自分ひとりでは私に敵わないからって審査員を弄いじったり、タイプの異なるロリッ娘を用意したり……やることがいちいち卑ひ劣れつなのよ！）

			　自分のことを棚に上げたお嬢様がギリギリ歯噛みしていると、最後の出場チーム・西開学園がコールされた。

			　先頭を切って舞台に現れたのは、もちろん織田〈希莉香〉信長。ディフェンディングチャンピオン的な立場にある彼女は正々堂々と胸を張り、長い黒髪を軽やかになびかせて颯爽と歩いてくる。

			　それだけなら、義元やジャンヌ学長の登場時と大して変わらないのだが──観客たちは先ほどよりも明らかに昂奮し、外国人審査員などは手を叩いたり口笛を吹いたりと、猿のように大はしゃぎし始めた。精悍な美貌に不敵な笑みを浮かべつつ、パリコレの花道を歩いているモデルのように腰をくねらせている信長は、水着を着ていなかったのだ。

			　いや、裸ではない。裸ではないのだが──。

			　ぽゆんぽゆんと跳ね動く大きな乳房を包んでいるのは、純白のサラシ。ふたつの丸みがあまりに大きすぎて、下半分しか覆えていない。左右から寄せあわされた双球は胸の真ん中に深く柔らかな谷間を刻み、乳白色の瑞々しい柔肌が燦々と降り注ぐ南国の陽射しを浴びて健康的に輝いている。誘うように揺れる尻には、ピチッと締められた純白の褌。小気味よく切れ上がった小股の手前、掌より一回り大きい程度に垂れた前布が、マタドールの振り回す紅布のようにヒラリヒラリ──挑発的に見え隠れする股布はかなり際どいハイレグ状態で、しかもそこに柔らかな畝肉の形がうっすら浮き上がっているものだから、男たちの鼻息はどうしても荒くなってしまう。

			　うしろはもっと、たいへんなことになっていた。縄のように縒れた股布が、尻割れにしっかり喰い込み、桃の実のような丸みを左右に押し分けているのだ。眩い陽射しを浴びた柔肌が、溢れんばかりの若々しさを湛え、しっとりツヤツヤ輝いている。一歩ごとにプリッ！　プリッ！　と揺れる尻房は、ジャンヌ学長や義元より明らかに引き締まっていて、スラリと長い美脚のスマートさがよりいっそう強調されていた。

			　胸にサラシ、股間には褌、額にはトレードマークの日の丸必勝鉢巻き──並の者がしていれば滑こっ稽けいなだけだが、信長は凛々しい美少女だからビシッと決まっている。

			「な、な……なに考えてるの、信長ッ!?　これは水着審査なのよ!?」

			　当然と言えば当然すぎる義元の非難を、信長はなぜか黙もく殺さつした。普段の傍若無人な彼女なら、得意な顔になって二倍にも三倍にも言い返しているだろうに──ただ凛々しい笑顔を客席に向け、活き活きとした動きで手を振って、歓声に応えるだけ。

			　そのうしろに続いているのはテレテレになったツインテールのロリッ娘・羽柴〈瑠美〉秀吉と、頬を赤らめ不機嫌そうに唇を尖らせた明智〈沙耶〉光秀。

			　聖ジョウント学園のエリザよりさらに一回り小柄な秀吉は、肩や腰回りに大きなフリルをあしらった水玉模様の子供っぽいワンピース型水着を纏っていた。ほとんど括れていないウエストには、大きな浮き輪を引っかけている。

			　一方の光秀は、信長と並んでも遜そん色しょくのないグラマーな身体をオレンジ色の競泳水着に包み込み、ショートカットの栗毛をピッチリとした水泳帽で覆って、完全防御の形。方向性は真逆だが、ふたりとも水着コンテストの出場者とは思えない恰好だ。

			「……あ、アンタたち……なんの大戦だか分かってる？」

			　放っておけばいいようなものを、つい一言言ってしまうのが義元の悪いクセ。ジャンヌ学長の胸先に細い腕をブンブン振って、

			「信長や光秀はまあいいとして……どうして信秀でなくて秀吉なのよ!?」

			　テレテレと微笑んでいる幼気な少女を名指しで責める。

			　同じロリッ娘でも、四郎やエリザならまだ分からないでもない。ふたりとも、見られることを意識して、笑いながら手を振ったり恥ずかしそうに俯いていたりするからだ。

			　しかし秀吉はただキョトンとして、ここがどこなのか、なにが起きているのかも分かっていない様子。腰に子供っぽい柄の浮き輪を引っかけているから、海水浴場で迷子になった少女のようにしか見えない。

			「ロリッ娘作戦だとしても、程度というモノがあるでしょうに……」

			　頭痛を覚えてコメカミを押さえた義元に、

			「作戦、作戦って……勝つためには手段を選ばない貴女に言われたくありませんね」

			　細い眉を逆立てた光秀が怒気も露わに言い返す。

			「な、なに怒ってるの？」

			「ふん。自分の胸に手を当てて考えてみなさい！」

			「まあまあ。あんまりカッカしてると心証悪いぞ。笑え笑え、ウソでいいから笑っとけ」

			　突き放すように言う光秀、それをにこやかな笑顔のまま、手で制す信長。

			「どうも義元は、あのことを知らないらしい。ここで噛みついても無駄だぞ、光秀」

			「……そうですね。このヒトはどうやら、単なるピエロのようですね」

			「ちょ……なによ、あのことって？」

			　西開学園のふたりが交わす小声を聞き咎とがめ、思わず身を乗り出して訊く義元だったが、返事はない。信長はミスコン用の華やかな笑顔を浮かべたまま客席へのアピールに余念がなく、光秀は光秀で手首や足首を解し、腕や脚のストレッチをしたり──その間に挟まれた秀吉も、義元と視線が合うと困った顔をしてアタフタと目を逸らす。

			（な、なんなのよ……失礼な連中ね！）

			　無視された経験などほとんどない金髪碧眼のお嬢様は、一瞬ムッとむくれかけ──これが信長の作戦だと、いまさらのように気づいた。

			　もちろんそれは誤解だが、彼女は信秀暗殺（？）計画を知らないのだから仕方がない。さらに言えば、女子寮での爆発事件後、西開学園には戒かい厳げん令れいが発令され、情報が厳しく規制されているから、信秀の安否を知る者はほとんどいない。

			　だから──。

			（く……さすが信長、油断も隙もないわね！）

			　義元は勘違いしたまま、見当違いの怒りを滾らせてギリギリ歯噛みするしかない。

			　信長や光秀がなにを考えているかは別にして──水着コンテストにおける出場者紹介は、ただの顔見せではない。ちょっとした仕草や表情もすべて見られているわけで、下手をすると、この瞬間の印象ですべてが決まってしまう。

			　だから──。

			「こ、困るなあ、義元クン。もっと笑顔でアピールしなきゃ……」

			　客席の元就は胃に小さなドリルで穴を穿うがたれているような痛みを覚え、苦笑した顔に冷や汗をタラタラ垂らしていた。

			＊　　＊　　＊

			　顔見せが終わり、第一種目・競泳の準備が行われている最中──聖ジョウント学園の控え室では、スクール水着姿の四郎が蒼褪めた顔で深呼吸していた。水着の腹に手を当て、柔肌の上で脈動している魔法陣に意識を集中。ジャンヌ学長に要請されたときにタイミングよく「アレ」を呼び出せるよう、「通路」を開いていなければならない。

			　学長の立てた作戦は、出場資格の拡張や審査員の入れ替えだけではなかった。北宮学園の岩屋から誘拐した信虎を使い、聖ジョウント学園の名を一気に高めるつもりなのだ。

			（くだらないイベントにしか思えないこの水着大戦を、こんな風に使うだなんて……恐ろしい方だ、学長は……）

			　綺麗なバラには棘とげがあるというが、ジャンヌ学長の棘にはトリカブト並の猛毒がありそうだ。そして、その毒の一部に、四郎の能力も組み込まれている。

			　だが──辛い。

			　召喚能力者としていままでいろいろなモノを召喚してきたが、信虎の気配は独特だった。死者とはもちろん違うし、生きている人間ともかなり異なっている。いったい私は、ナニを「掴んで」いるのか──ときおりフッと怖くなり、しなやかな背に鳥肌が立つ。

			（違う、違う！　コレは武田〈智則〉信虎だ！　長い間岩屋に監禁されていたせいで人間らしさを損ね、ヘンな感触になってるだけだ……）

			　それにしては冷たい。そして、とてつもなく大きい。

			　心の腕を伝って胸に響いてくる脈みゃく拍はくは、まるで地響き。四郎は召喚者として相手の心を「掴んでいる」つもりだが、少しでも気を抜くと逆に、死人のように冷えてブヨブヨになった相手の手に、己の魂を「掴まれている」ような気がしてきてしまう。

			　北宮の岩室に閉じ込められていた彼に初めて「触れ」たときには、これほどの違和感はなかったように思う。確かに、普通の人間より冷たくヌルヌルしてはいたが、それでもあのときはまだ、これほど不定形ではなかったような──。

			　言うなればそれは、灰緑色に腐ふ敗はいしたヘドロのような、ドロリとしてヌメヌメとしたおぞましい感触。それが手の形になり、腐臭を放つ濁った滴を垂らしながら、四郎の胸へ這い込んでくる──。

			「ああ、早く始まって……さっさと終わらせて……！」

			　震える身体をギュウッと抱き締め、ポニーテールの美少女は必死に耐え続けた。

			＊　　＊　　＊

			　一方──西開学園控え室。

			「ああ穢らわしい！　あんな目をしたヒトたちの前に立つなんて……！」

			　普段の上品さをかなぐり捨てそうな勢いで、明智〈沙耶〉光秀が喚わめいていた。「オレたちと一緒に信秀の仇を討とう」と信長に唆そそのかされ、ついエントリーしてしまったものの、実際にニヤニヤ笑み崩れた男たちに水着姿を晒してみると心が折れそうなくらい恥ずかしくなってしまったらしい。

			「元はといえば信長さんが蒔まいた災いの種なわけで、私はあんまり関係ないのだし……あの、いまから出場辞退してはダメですか？」

			「往生際が悪いなあ。姉貴の仇を討ってくれるんじゃないのかよ？」

			「そ、それは……でも私ってほら、身体より頭で勝負するタイプですし……」

			　グチグチと言い訳する光秀だが、スタイルは悪くない。

			（まあ、オレより数段劣るけど……）

			　と負けず嫌いの信長などは思うのだが、そこは好みの問題、男が十人いれば三、四人は光秀に軍配を上げるだろう。

			　だからこそメンバーに選んだのだが、と信長が苦笑したとき、どこかへ出かけていた秀吉がツインテールを軽やかに揺らしてパタパタ駆け戻ってきた。

			「本物でしたよ、光秀さん！　はい、サインもらってきました！」

			「ウソッ!?　ホントっ!?　ありがとう秀吉さん！」

			　先ほどまでの不機嫌さはどこへやら、豊満な胸にロリッ娘の小さな頭を受け止め、窒息させそうなくらい強く強く抱き締める光秀。

			「なんだよ？　そんな有名人なのか、シュトロなんとかって？」

			　呆れ顔の信長が不思議そうに訊くと、眼鏡をキラッと光らせた生真面目な優等生はグッタリしたロリッ娘を突き飛ばすようにして放り捨て、

			「当たり前でしょう!?　ルドル〈Ｖフォン〉シュトロハイム様は『格一』と『誇大』の両方で優勝した、正真正銘の世界最強チャンピオンなんですよ！」

			　噛みつかんばかりの剣幕でまくし立てる。いつも冷ややかな目が爛らん々らんと輝き、頬はほんのり桜色。そのくせ、なにを想像したのか知らないが急にニンマリ微笑んだりして、キャッと顔を覆ったりして──なにやら少し不気味だ。

			「……前からそんな気はしてたんだけどさ。光秀って、大柄な男が好きだよな？　北宮の元就も結構デカいけど、ああいうのが好みなわけ？」

			　見たところ熊のぬいぐるみのように人畜無害な毛利〈靖史〉元就だが、頭はなかなかよいらしい。生真面目な優等生である光秀とも馬が合いそうだし、

			（ひょっとしてこいつ、わざと負ける気なのか……）

			　と、余計なことまで心配した信長だったが。

			「失礼なこと言わないでください！　あんなブヨブヨ、男ではありませんわ！」

			　異様にテンションの跳ね上がった光秀が、拳を握って力説する。

			「男はやはり筋肉です。たとい小柄な殿方でも、筋肉さえあれば……でもまあ、大きいに越したことはないわけで、我が西開学園で言えば、道三様が一番素敵ですね」

			「ど、道三……さま？」

			「首筋の太さ、肩回りの盛り上がり具合……あれほど発達した筋肉を維い持じするためには、弛たゆまぬ努力が不可欠なはず。ああ、どのようなお食事をしていらっしゃるのかしら？　どのような筋トレメニューを組んでいらっしゃるのかしら？　ああ、朝から晩までお世話したい、私の特製プロテイン料理を食べていただきたい……！」

			　なにやら恍惚としてしまった光秀の独り言は、信長には理解できないモノだった。だいたい、明智〈沙耶〉光秀と言えば生徒会長の信秀と一、二を争う美少女優等生だ。そんな彼女がよりにもよって、西開三大バカの筆ひっ頭とうと目されている「あの」道三に、様づけするほど惚れているとは──。

			（わ、分からない……人間というモノが、分からなくなってしまった……）

			　思わず頭を抱え、悩み込んでしまう信長。

			　その間も、筋肉マニアの光秀は独自の妄想世界に耽たん溺できしている。

			「北宮学園なら、確か武田〈智則〉信虎様というお方が、それはもううっとりするような素敵な筋肉でして……三年ほど前にただ一度、遠くから拝見させていただいただけですが、あのときのお姿はいまでも瞼の裏にクッキリと……」

			「男の裸なんて、どうやって見たんだよ？」

			「まさか。筋肉のつき方くらい、服の上からでも分かるでしょう？」

			「そ、そうかな……？」

			「そうですよ。例えば、道三様の場合は僧そう帽ぼう筋きんと胸きょう鎖さ乳にゅう突とつ筋きんがたいへん素晴らしく、ということは当然大だい胸きょう筋きんも三さん角かく筋きんも発達していらっしゃるはず。なぜなら胸鎖乳突筋を鍛えるためには首ブリッジなどが欠かせないわけで……」

			　立て板に水を流すような筋肉講義が五分ほど続くが、あまりにも専門的なので割かつ愛あい。

			「ンなこと言われてもなあ。実際に見てみねぇとやっぱ分かンねぇよ」

			「困ったヒトですねえ……ああそうだ！　男女平等の精神に則って『男だらけの水泳大会』をすればいいんだわ！　それなら一目瞭然でしょう!?」

			「た、確かに一目瞭然だろうけれど……見たいヤツっているかな？」

			「いますいます、絶対にいます！　想像してみてください。右を見ても左を見ても、隆りゅう々りゅうと盛り上がりつつ流れるように絡みあった三角筋と三さん頭とう筋きん、橈とう側そく手しゅ根こん伸しん筋きん。力強く連動する中ちゅう臀でん筋きん、大だい臀でん筋きん、大だい転てん子し……引き締まる縫ほう工こう筋きん、躍動する大だい腿たい直ちょっ筋きん、腓ひ腹ふく筋きんにヒラメ筋きんに長ちょう腓ひ骨こつ筋きん……ああ、天国のような光景だわ！　そうは思いませんか、信長さん!?」

			　乙女チックに瞳をキラキラさせて迫られても、困る。冷や汗を垂らして蒼褪めて、逃げ場を探すように視線を泳がせる信長。

			　が、ふと名案を思いつき、調子よく頷いてみせた。

			「ムキムキ水着大会、いいな！　サイコーじゃん！　女の大会があるなら、男の大会もなければおかしいし。この大会で優勝したら、ふたりで姉貴に頼んでみようぜ！」

			「本当ですか、信長さん!?　……ああしかし、信秀さんは……」

			　気乗り薄な優等生をやる気にさせるため無理矢理話を合わせてみたのだが、ヤブヘビだった。重傷を負って面めん会かい謝しゃ絶ぜつになっている信秀を思い出し、光秀の顔が辛そうに歪む。

			「だ、大丈夫だって。ムキムキ水着大会の話をすれば、姉貴もすぐに元気になるって」

			　慌てふためき、後先考えずさらに無茶苦茶なことを言う信長。しかし幸いなことに、光秀は本来的な意味での筋肉「マニア」だった。

			「そう……ですわね。なんといっても、ムキムキ水着大会ですものね！　想像しただけでもこんなに胸が熱くなるのですから、きっと信秀さんも元気になってくれますね！」

			　ほかのだれが聞いても「そうか？」と首を捻りたくなるような理屈でひとり勝手に納得し、拳さえ握り締めて、やる気満々になる。

			（ふぅぅ……光秀がヘンタイで助かったな）

			　胸の内で密かに冷や汗を拭いつつ、信長は優等生の瞳をまっすぐに覗き込んだ。

			「ただし、優勝したら、だぞ。卑怯な北宮の連中にオレたちで一泡吹かせてやるんだ」

			「分かっています。頑張って優勝しましょう！」

			　すっかり意い気き投とう合ごうし、手を握りあうふたり。なにやら緊迫していた聖ジョウント学園の控え室に比べると、あまりにも間抜けな光景だった。

			＊　　＊　　＊

			　第一種目の競泳は、リレー形式で行われる。各チームが二手に分かれ、ヘチマ型の岩風呂を三人で一往復半するのだ。

			　浴槽の向こう側へ歩き去っていく光秀たち第二泳者を見送りつつ──。

			「……あ!?　ほら、ほらほら、あのヒトですよ信長さん！」

			　その中にエリザがいることに気づいた秀吉が、隣に立つ信長の、褌にキュッと締め上げられた瑞々しい桃尻をツンツンつつく。

			「ほら、あれ！　この間、森にいた……久秀さんをイジメてたヒト！」

			「縄使いのチビスケのことか？　なんだお前、いまごろ気づいたのか」

			「だ、だって……すごく緊張してて、周りを見る余裕なんか全然なかったんですよぉ」

			「なんでお前が緊張するんだ？　いつも通り、オレが全部してやる。お前はただ、お前らしくしてればいいんだ」

			　グリグリと、仔犬にするような手つきで秀吉の頭を撫でる信長。首を竦めてしばらく耐えていた秀吉は──。

			「……やっぱりアレ、やるんですか？」

			　泣き出しそうな顔で訊いた。

			「当たり前だろ？　いまさらなに言ってるんだ」

			「だ、だってぇ……アレ、すごく痛いんですよ？　私、幸運体質だからなかなか死にませんけど、痛いことが好きな変態ではないんで、ああいうのはちょっと……」

			「痛いのは最初の数回だけだろ？　すぐに気持ちよくなるんだから我慢しろよ」

			「き、気持ちイイというのとは、ちょっと違うような気もしますが……」

			「いまさらグダグダ言うんじゃねぇ。お前を選んだのはアレができるからだ。一発目から思いっきりカマして、義元たちの度肝を抜いてやろうぜ」

			　──とても、「ポロリもあるよ」的な水着コンテスト会場で話されている言葉とは思えない。それを話している信長は悪戯いたずらっぽい目をキラキラさせてかなり愉しそうだが、秀吉はますます蒼くなり、いまにも逃げ出しそうな素振り。

			「あ、あの……信長さん、私ちょっと、トイレに……」

			「もう遅い。ほら、コールされたぞ」

			　ピストルを構えたスターターが台に登り、第一泳者が岩風呂の端に立った。北宮は義元、聖ジョウントは四郎だ。

			　ポニーテールの美少女が控え室で苦く悶もんしていたことは、だれも知らない。四郎の頬が真っ青になっていても、観客たちには緊張の表情にしか見えないのだろう。

			　数少ない女性客から、

			「しろうちゃぁん！」

			　黄色い声援が飛ぶ。美少年と言っても通用しそうな顔立ちの四郎は、ほんのわずかな間にお姉様方の心を掴んでしまったらしい。

			「ぬぅぅ……負けませんわよ！」

			　いきり立つ義元、蒼褪めつつも真剣な表情で身構える四郎。腰に浮き輪を巻いた秀吉は、ふたりの間にフラフラした足取りで近づき、いまにも泣き出しそうな顔で渋々並ぶ。

			「ヨーイ──」

			　──ぱぁん！

			　間の抜けた空砲音を合図に、若武者のような美少女と金髪縦カールのお嬢様が勢いよく飛び込んだ。ふたりとも、ほとんど水飛沫を上げない見事なスタート。

			　一方、ひとり残ったツインテールのロリッ娘は──。

			「行くぞ、秀吉！」

			「ひ、ひぃぃ……ッ！」

			　第三泳者の信長に両脚を掴まれ、ぐるんぐるんとジャイアントスイングされ始めた。観客も審査員も、いったいなにが始まったのかとざわめき、身を乗り出して見守る。

			「も……もういいです信長さん、早く……というか、もうやめてぇッ！」

			「まだまだ！　どんどん行くぞ！」

			「いや、ぁああ、だめぇぇええッ！　痛いのヤダ、ヤダヤダヤダぁあっ！」

			　小柄なロリッ娘をぶん回している信長は実に愉しそうだが、当の秀吉は紙のように色を失い、掠れた声で泣き叫んでいる。イジメ──というより幼よう児じ虐ぎゃく待たいの現場を目の当たりにしているようで、観客や審査員たちは落ち着かなげにそわそわ、モゾモゾ。

			　その間に義元と四郎は快調に飛ばし、審査員席の前をほぼ同時に通り過ぎていく。

			　手足が長い分、金髪のお嬢様のほうが有利そうだが、はち切れんばかりに大きな乳房が抵抗を生んでいるため互角の勝負だ。いや、ほとんど胸のない四郎のほうが流りゅう体たい力りき学がく的には明らかに有利で、少しずつリードし始めているか。

			　やがて──。

			「いぃッけぇえ──────ッ!!」

			　少年漫画の熱血主人公のように叫んだ信長が、可哀想なロリッ娘（浮き輪つき）を、回転する勢いに乗せてハンマー投げの要領で力一杯放り投げた。

			「にゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ〜んッ！」
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			　腰の浮き輪にしがみつき、泣き笑いの顔で低い放ほう物ぶつ線せんを描く秀吉。

			　だれもが呆あっ気けに取られてポカンとする中、ゆっくり回転する小さな身体は徐々に落下し、

			　──どぱっ！

			　審査員席の目の前でまず一回、湯面に跳ねた。

			「にょはぁぁ────ッ！」

			　派手な水飛沫を立てた秀吉は、湯に触れた衝撃で縦に、独楽こまのように回転。進行方向への勢いはほとんど変わらないまま再び低い放物線を描いて飛び進み、また跳ねて回転、さらに跳ねて回転、跳ねて回転、跳ね回転跳ね回跳回──。

			「きゃっ!?」「え……!?」

			　真面目に泳いでいたお嬢様とポニーテール美少女の間を、泣き笑いの顔で「ひぃん！」と叫んでいるロリッ娘（浮き輪つき）がアッと言う間に飛び去っていく。

			　その勢いが徐々に弱まり、ようやく跳ねなくなったとき──すっかり目を回した秀吉は、小さな手で浮き輪にしがみついたまま、仰向けになって失神していた。その、二匹のピヨピヨが軽やかに旋せん回かいしている頭は、第二泳者・光秀の足下までわずかに五十センチ。

			　浮き輪によってプカプカ浮いている秀吉は、自力では一掻きもしないまま惰だ性せいで流され、やがて小さな頭の先が、第二泳者・明智〈沙耶〉光秀の足下に……コツン。

			「ちょ、ちょっと待って！　そんなのアリ!?」

			　義元の当たり前すぎる抗議を無視し、光秀はまるで何事もなかったかのように美しいフォームで飛び込む。

			　次いで四郎のタッチを受けたエリザが、鼻を抓んでお尻からダイブ。ほとんど前に進まぬまま、細い手足をくねらせて浮き上がると、

			「ぁあん、待って、お姉様ぁ！」

			　キャッキャッと笑いながら水中で手を振る。

			　──しゅる、しゅるるっ！

			　黒エナメルの光沢を放つビスチェ型水着の背から何本もの縄が泳ぎ出し、魚雷のような勢いで、先行する光秀を追い始めた。

			　忘れてはならない。

			　ここ仙獄島は、なんでもアリなのだ。

		

	

			第四章　水上の格闘戯

			


			　西開学園第二泳者の明智〈沙耶〉光秀は、美少女だが目立たない生徒だ。

			　頭のよさでは信秀に負けているし、派手なことはすべて信長がしでかしている。制服をきっちりと着込み、柔らかな栗毛をショートカットにしたいかにも柔和そうな眼鏡っ娘だし──とにかく地味で、生徒会副会長であるにもかかわらず存在感は稀き薄はくだった。

			　しかし、いま──ピッチリとしたオレンジ色の競泳水着を隙なく着込み、柔らかな栗毛をスイミングキャップに収めたその姿には、眩いほどの凛々しさがあった。

			　大きくて形よい乳房、流麗なラインを描くウエストと、ほどよく引き締まっていながら十二分にムチムチとした桃の実のような尻。頭ず抜ぬけてスタイルのよい織田姉妹と一緒にいることが多いため普段は霞んでいるが、なかなかどうして、魅力的な身体つきだ。

			　そして──顔。

			　普段丸い眼鏡をかけ、少し眠そうな垂れ目だという印象を振り撒いていた彼女は、眼鏡を外した途端まるで別人になった。

			　度のきついレンズ越しに大きく見えていた双そう眸ぼうは、鋭く凛々しい涼しげな瞳に──強度の近眼だから目を凝らしているのだが、元々の顔の作りが優しげなため不機嫌そうには見えない。精悍に引き締まった、芯の強そうな美少女になっただけだ。

			　そんな光秀が、信長にぶん投げられて水面を跳ねながら飛んできたロリッ娘のタッチを受け、勢いよくスタート。水飛沫をほとんど上げずに入水し、その滑るような勢いをまったく殺すことなく、イルカ顔負けのドルフィンキックで距離を稼ぐ。

			　光秀が泳ぎ始めてすぐ、水中にだれかが飛び込む音が響いた。

			　北宮か聖ジョウントか分からないが、二番手の選手が泳ぎ始めたのだ。

			（来たわね……）

			　思う間もなく、脳裏に閃く予感。

			　岩風呂の床を叩いて水面へ跳ね上がった光秀は、蒼天に輝く太陽を掴もうとしているかのように細指を広げ、白く輝くスラリとした腕をまっすぐ頭上に突き上げた。

			　同時に、ふたつのことが起きる。

			　水中をくねりながら迫ってきたエリザベート〈エマ〉バートリーの縄が、光秀の脚を掴み損ねて虚しく戻っていくのがひとつ。

			　対岸の信長が横投げした棒状の物体が、まるで吸い寄せられるように、光秀の手にスポッと収まったのがもうひとつ。

			　光秀の能力・天啓だ。

			　まったくの受動的能力だからコントロールできないが、いつ、なにをどのようにすればよいのか、その瞬間になれば考えずとも分かる。

			（ここは……あと少しで審査員席か。アピールするために、もう少し進んでおかないと）

			　次にどうすればよいのかと思考しなくて済む彼女には、伸び上がった身体が水中へ没する前に周囲を見回すだけの余裕があった。

			「第二波、来るぞ！」

			「承知！」

			　信長の声に短く答えつつ、受けとった物体の両端を逆手で握り──引く。

			　ツラン──！

			　微かな鞘さや走ばしりの音を立てて、ふたつの白刃が滑り出た。

			　互いの柄を鞘にした、珍しい形の仕掛けナイフだ。刃渡りこそ短いものの、それぞれの峰みねには鋸きょ歯しが並び、手足に絡みついた縄を断ち切るのに役立つだろう。

			　立ち泳ぎでうしろ向きに進みつつ、迫る敵に油断なく身構える光秀。

			　対するエリザは、黒エナメルのホットパンツに包まれた小さな尻をぷか、ぷか、とときおり水面に突き上げる呑気なカエル泳ぎをしつつ、

			「やるわね、お姉様……でも、こんなのはどう!?」

			　間合いを五メートルほどに詰めてから、やおら両手を振った。

			　──シュババッ！

			　薄い胸を締めつけているボンデージビスチェ風黒ビキニの背後から、数十本はあろうかという細い組紐が多連装ロケット砲のように一斉に飛び出す。

			「クッ!?」

			　慌てて水中に潜った光秀は、腕に迫る荒縄に気づいて慌ててナイフを振るう。水上を飛んできた組紐はブラフで、水中のソレが本命だったのか──いや、違う。

			「逃げても無駄よ……ほら、捕まえた！」

			　宙を飛んでいた組紐が次々と水面に突き立ち、左右に大きく広がりながら光秀の行く手を阻んだ。逆手に握ったナイフを素早く振り、二、三本は断ち切ったが、その間にほかの紐が肘や肩に絡みついてくる。

			　空中からがダメなら水中で、水中がダメなら空中から。

			　どちらに転んでも目的を達せられるようにという、単純で強引で確実な二段構えだ。

			「エリザが待ってって言ったでしょ？　意地悪なお姉様にはおしおきよ」

			「巫山戯ないで……あっ!?」

			　腕から肩へ巻きついた組紐の尖端が、ピッチリとした競泳水着の腋に潜り込んでくる。柔らかな乳房の側面を舐めるように撫でられた生真面目な優等生は、柔らかな頬を羞恥と怒りの朱しゅに染めて咄とっ嗟さに身を捻り、水中にナイフを走らせる。

			　ひとつ、ふたつ、みっつ──天啓に導かれた刃物が、身体にまとわりついてくるいやらしい縄を次々と断ち切った。しかし──七、八、九──十五、十六、十七──縄使いの異い名みょうを持つロリ美少女の攻撃は間断なく、執しつ拗ように続く。

			「あはは、すごいすごーい！　シンクロの選手になれるんじゃない？」

			　クルクルと回転しつつ縄を次々と断ち切る美少女を、からかうように笑うエリザ。ほとんど厚みのない水着の中にいったいどれだけの縄を仕込んでいるのか、細い手がサッと振られるたびに新たな縄、紐が走り出て、水面に逆立ちしながら突き上がってきた光秀のほどよく引き締まった美しい桃尻や、水を蹴って天高く突き上げられるスマートな脚に、蛇か蔦つたのように絡みつこうとする。

			（くぅ……ッ！）

			　閃く天啓に従って前後に開脚、両脚を蹴るように入れ替えて、その勢いで鋭く回転。いやらしい組紐をすべて蹴り飛ばし、なんとか難を逃れたが──ダメだ、息が続かない。

			「……ぷはっ！」

			　手足を縮めて縦に回転、水面に顔が出たと同時に止めていた息を吐いた。

			　その間も、光秀の脳裏に警告音が鳴り響いている。どのように動けばいいのか、考えずとも分かる──のに、酸欠状態に陥った身体が少しずつ、焦る意識から遅れ始める。

			　こうすれば助かる、こう身を捻れば脱出できる──分かっているのに動けない。適切なタイミングからコンマ二秒遅れ、コンマ八秒遅れ、やがて一秒、二秒……。

			　ほんの数秒の遅れでも、息つく間もない攻撃を受けている最中には致命的だ。鳴り響く警報は間に合わず、手足に絡みつく縄によってさらにタイミングをずらされて──しかも、頭を水面へ出す余裕は与えられない。

			（ダメ……このままではジリ貧だわ！）

			　酸素を使い果たした筋肉に乳にゅう酸さんが蓄ちく積せきし、全身の疲労感が一気に増す。頭も痺れ、思考が白く掠れ始めた。

			　このままではダメだ、いつか完全に動けなくなってしまう。

			　息だ、とにかく呼吸をしなければ──天啓を無視し、強引に姿勢を入れ替えて浮上。

			「ふぁ……あぼっ!?」

			　ようやく頭を水面に出し、止めていた息を吐き出したところで、絡みついてきた縄に足首を引っ張られた。口を閉じるより早く、仰向いていた顔が水中に没し、新鮮な空気を吸い込みかけていた喉に熱い湯がガボガボッと流れ込んでくる。

			（お、溺おぼれる……ッ！）

			　本能的な恐怖に思考が停止。蓄積した疲労と込み上げてくる絶望に背が強張り、手足が縮こまってしまう。スイミングキャップをピチッと被った頭には天啓が次々と閃いているのに、ひとつも実行できない。

			　そうこうしているうちに足首にも縄が巻きつき、背に伸びている手首へ向けて強く引っ張られて──。

			「くッ!?　う……ぁあッ！」

			　ザバァッ！

			　無理矢理ブリッジさせられた身体が、派手な水飛沫とともに空中へ押し上げられた。飲んでいた水をゲホゲホ吐き出し、なんとか一息吐ついた光秀だったが、

			（ああ、そんな……なんてはしたない、恰好……！）

			　状況はまったくよくなっていないばかりか、むしろ悪くなっていた。

			　青空に向けて腹を突き上げた、恥ずかしくて辛い姿勢。客席に向いた膝は足首をきつく引っ張られているせいで左右に開き、競泳水着に締めつけられた股間は、すぐ目の前にいる審査員たちにジロジロ見つめられている。

			　湯に当てられて桜色に染まった伸びやかな太腿、キラキラ光るダイヤモンドのような水滴。眩いほどに瑞々しい柔肌が南国の陽射しを浴びてハイコントラストに照り、翳り、スマートな脚線美の流麗なフォルムが清すが々すがしいほど鮮明にクッキリ強調されている。

			（見ないで……見ないでッ！）

			　ギュッと目を閉じ、必死に身体を揺すっても、きつく引き縛られた手足は自由にならない。そればかりか、仰向いた胸の上で形よく実った大きな乳房がユサユサと揺れ、恥ずかしい場所に喰い込んでいる股布がキュン、キュン、と締まってしまう。

			「うぅ……ほ、解きなさい！　これでは貴女も泳げないでしょう!?」

			　羞恥に上擦りそうになる声をどうにか振り絞って叫んでも、

			「やぁよ。せっかく捕まえたのだもの、飽きるまで遊ばないともったいないじゃない」

			　ロリッ娘サディストの返事はにべもなかった。

			「それに、これはお姉様にとっていいことかもしれなくてよ」

			「え？　なにを言っているの……？」

			「お姉様ったら、素敵な身体をしているのに色気がないんですもの。可哀想だから、特別アピールタイムをプレゼントしてあげる！」

			　しゅるり、しゅるり──水中から伸び出してきた無数の細い組紐が、審査員席に向いて開かれた光秀の股間へ群がった。すぐに絡みついたりはせず、揺らぐ尖端で股間を軽く突いたり、舐めるように撫で回したり。

			「く……うぅっ!?　あ、ダメ……くぅっ！」

			　濡れた水着の上から繊細な割れ目が、強すぎず弱すぎない絶妙なタッチでまさぐられる。人前でこんな、いやらしいことをされるだなんて──羞じらう理性とはうらはらに、恥丘には焦じれったさが蓄積し始めていた。

			　温かな湯をたっぷり吸い込んだサポーターの柔らかな裏地が、蛇のようにくねる紐たちに押されて、くちゅ、くちゅ、と湿った音を立てながら小さな泡をいくつも生む。それらは表ひょう面めん張ちょう力りょくによって秘裂の中まで滑り込み、プチプチと弾けて、畝肉よりもさらに敏感な淫唇の縁に小さな快感を次々と産みつけてくる。

			（うぅ、くぅぅ……か、隔かっ靴か掻そう痒ようって、こういうこと、かしら……）

			　恥ずかしくて感じやすい乙女の秘処を、羽か筆でコチョコチョされているような、狂くるおしいほどのもどかしさ。たくさんの観客に見られている、目を血走らせた審査員たちが身を乗り出し、宙に浮いた私のお尻をジッと見ている──分かっているのに、

			「ふ、ぁあっ！」

			　しなやかに反り返った身体がビクン！　と跳ねた。ハの字に開いた太腿が羞恥に緊張、桃の実のように丸く見るからに柔らかそうな尻房が、柔肉の谷間に濡れた股布を噛み込み、キュッと引き締まる。

			「審査員のみなさま、ようく見ててね。これからこのお姉様の性感帯を調べます。ああダメダメ、そんなに身を乗り出したら危ないわよ。あとでちゃんとそちらに放り込むから、お愉しみはそのときに。いいコだから、もう少し待っててね」

			　鼻息を荒げたＶＩＰたちに、というよりむしろ恥辱に震える生真面目な光秀に言い聞かせるように、エリザが芝しば居いがかった口調で言った。碧い瞳はサディスティックな悦びに輝き、幼気な頬が昂奮の朱に染め上げられている。

			　その間もさらに多くの紐を操り、自由にならない身体をしきりに揺らして悶え震えている優等生美少女の大きく左右に開いた脚の間へ、シュルシュル、シュルリ──。

			「くっ!?　ンぁ……っ!?　や、やめなさい……あっ!?　ふ、うぅ……!?」

			　南国の陽射しを浴びて眩しく輝く太腿が、濡れた紐の尖端にツゥ、ツゥ、と撫でられた。

			「ぁあうっ！」

			　ビクッ！　ビククンッ！

			　柔肌を駆け抜ける微弱電流、まだ触れられてもいないのにゾクッと疼く秘裂。

			（やだ、どうしてこんな……こんなところで、感じてしまうだなんて……）

			　生真面目な優等生であり、極度の筋肉マニアでもある光秀は、男性経験が皆かい無むだ。道三や信虎のような極度のムキムキ男にしか惹かれないし、たとい「好きだ」と思っても、奥手な性格のせいで打ち明けられない。

			　だから──。

			「ふぁ……ぁぁあっ！」

			　他人に触れられて気持ちよくなる恥ずかしさや、自分でも知らなかった性感帯を勝手に探り当てられる恥辱を、生まれて初めて知った。

			　なんでもないはずの肌をくすぐられただけで、身体が勝手に跳ね、捻れる。水着の中で乳房が躍り、濡れた乳谷がムギュムギュと擦れあってしまう。

			（ダメ、イヤ……恥ずかしいッ！）

			　胸の奥でどんなに叫んでも、くねる腰は止められない。柔肌のすぐ裏側に隠れた肉悦の琴きん線せんを、数十本のくねる細紐に掻き鳴らされているようだ。

			　しかも──見られている。

			　百人もの審査員、同数の島民、そして千人ほどもいそうな三学園の男子たちに、どこをどう弄られたらどんな風に身を捩るのか、どんな声で鳴くのか、どんな顔になるのか──恥ずかしいすべてをじっくり観察されている。

			「やだ、やめて……見ないでぇっ！」

			　美少女優等生の心が、ついに折れた。股間を這い回る無数の眼差しから逃げようと、細いウエストを狂ったようにくねらせ、桃尻を揺らして乳房を躍らせる──と。

			「いいぞ光秀！　その調子だ！」

			　最終泳者の信長が、両手をメガホンにして、よく通る声を会場中に響かせた。

			「お前の尻はいい尻だ。だれも口には出さないが、触りてぇって思ってる野郎はごまんといる。もっともっと振って、審査員のオッサンたちを悩のう殺さつしてやれ!!」

			「の、信長……さん……」

			　これは演技だ、本気で羞じらっているのではない、と思わせることで、観客たちの気を少しでも逸らそうというのか──なるほどそんな手もあるのか、と感心しかけた光秀だったが、礼を伝えるつもりで対岸に目を向けた途端、そんな気持ちは霧む散さんする。

			「男なんて歯し牙がにもかけない、真面目で堅くて高たか嶺ねの花だった優等生美少女が、あられもない姿で悶え、鳴き、喘ぐ……くはぁ、たまんねぇなあ！」

			　人目も気にせず叫ぶ信長は、スケベオヤジですら呆れそうなくらい昂奮していた。サラシに押さえられた乳房を大きく弾ませて、岩風呂の縁で飛んだり跳ねたり。

			「……なに考えてるの、あのヒト？　頭おかしいんじゃない？」

			「私に訊かないで！」

			　呆れ顔のエリザに、カッとなって答える光秀。

			　生徒会長の信秀は尊敬できるし手放しで信頼できる人物なのに、その妹の信長はどうしてこうも非常識なのか──込み上げてくる怒りによって、おかしくなりそうなほどの恥ずかしさがほんの少し和らいだ。

			　もっとも、その程度のことでどうにかなるような窮きゅう地ちではない。

			　コツを覚えたエリザの縄は、背に捻られた腕の肩から肘へと伸びる柔らかな曲面を、ツウ、ツウ──小刻みに震える太腿にはさらに多くの組紐が集まり、羞恥の桜色に染まった絹肌をいやらしい動きで舐め回っている。

			「やぅンっ!?　ぁあン、ぁああンッ！」

			　縄や紐に擦られた場所は、初めはくすぐったく、そのうち甘く痺れ出す。いやらしい愛撫は肌の裏側にも染みつくのか、縄たちが離れると狂おしいほどのもどかしさが湧き起こり、強制的にブリッジさせられた身体が焦れったそうにくねってしまう。

			（だ、ダメ……感じては、ダメ……みんなに見られているのよ、こんなにたくさんの男のヒトに、み、み、見られて、いる……）

			　我慢しなければならない、ビクビク跳ねてはいけない。

			　性感帯がどこにあるか知られたら、きっと、きっと──未来に待ち受けているだろう恥辱を予感し、唇を噛んで耐えようとするのに、宙に浮いた尻が揺れ、仰向いた胸の上で乳房が大きくポヨポヨと揺れる。

			「こら、チビスケ！　光秀をこっちに向けろって！」

			　大声で騒いでいる信長を無視し、

			「そろそろ熟してきたかしら？　うふふ、どんな具合になっているのか、愉しみだわ」

			　意地悪な笑みを深めたエリザがさらに紐を増やした。

			「あっ!?　や、やめなさい……やめてッ!!」

			　柔らかな尻房にピッチリ貼りついている競泳水着の縁をくねる紐たちにまさぐられ、頬をカァッと赤らめる光秀。もぞもぞ蠢うごめく蛇のような感触が、レッグホールから潜り込んでくる。必死に揺らす尻を軽く揉みつつ反対側へ抜けて、股布を引っかけたような形に。

			「水着コンテストって、水着じゃなく中身を競うモノなのよ。だから審査員のオジサマたちに、中身を見てもらいましょうねえ」

			　サディスティックなロリッ娘が小さな手を上げ、なにかを掴んで引き下ろす仕草。

			　途端、光秀の股間を守っているオレンジ色の股布が、レッグホールを潜り抜けた縄にキュウッと細く締め上げられる。

			「あ、あ……いやぁっ！」

			　──ぷるんっ！

			　Ｔバック状態にされた股布から、桜色に火照った尻房が弾けるように飛び出した。身を乗り出して見つめている審査員たちの目の前で小気味よく震え、瑞々しく輝いて、溢れんばかりの若さに裏打ちされた健康的な弾力を見せつける。

			　それですら、十二分に恥ずかしいのだが、本当に恥ずかしいのは仰向いた秘部。

			　余裕のなくなった布地が密着し、中央部分が浅く凹へこんで割れ目に喰い込んできた。ふたつ並んだ畝肉の形が、くっきり浮き上がってしまう。

			　同時に湧き上がる、心地よい痺れ。サポーター代わりの柔らかな裏地に、感じやすいビラビラや敏感なクリトリスが擦れ始めたのだ。

			「あはは、『いやぁ』だって。可愛いお声ねお姉様。ひょっとして、服に擦れただけでもビンビンしちゃうの？」

			「ち……違いますッ！」

			　慌てて否定しても、声がみっともないほど震えているから説得力がない。

			「嘘を吐くなんて、悪いお姉様。おしおきしてあげる」

			「ぁあっ!?　ふぁ……ああっ！」

			　水着に軽く押しつけられた細紐たちが、エリザの意思を受けて小刻みに震え始めた。愛撫と呼ぶには弱すぎるタッチ──なのに、全身の性感帯を同時に責められているから、産みつけられる快感が何倍にも何十倍にも増幅される。

			「やめて、やめて……ぁあ、う……ぁあン！」

			　赤ん坊の小指よりも細い紐の尖端に、布越しに責め立てられるクリトリス。

			　弾ける快美感をこらえきれずに反り返った背筋を捩れば、弾む乳房にも無数の組紐が群がり、何十何百という細紐に美しい曲面をサワサワ、コチョコチョ。

			「やめてぇ？　嘘ばっかり。乳首をこんなに押ッ勃ててるクセに」

			「あっ!?　ひ……あぅうっ！　ダメ、ダメダメ……そこは、ダメぇえっ！」

			　ピンピンに張り詰めたオレンジ色の布地を突き破らんばかりに勃起していた乳首が、濡れた紐の尖端につつかれ、弾かれる。心地よい旋せん律りつが左右の乳房に反響し──大きな丸み全体が燃えるように熱くなり、乳肌の感度が増してしまった。

			（む、胸が……身体が……ああ、熱いッ！）
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			　弾む乳房だけではない。

			　蓄積する快感に炙られて、全身の柔肌が性感帯になってしまった。

			　伸縮する競泳水着に揉みまくられた腹や腋が、痺れるほどに気持ちよくなる。腕や脛すねに喰い込んでいる荒縄のゴツゴツした感触すら心地よく、骨の髄ずいまで蕩けてしまいそうだ。

			　太腿を舐め回す熱い陽射し、ぷりんぷりんと剥き出された尻肌を撫でていく微風──胸や股間に集中する観客の視線すら、針のように鋭く感じる。

			「やぁ、ああ、ああ……ッ！　見ないで、見ないでぇえっ！」

			　羞じらえば羞じらうほど感度は増し、光秀の脳裏に眩い光が閃き始めた。

			　逆さになった顔では頬が弛み、わななく唇から震える声がとめどなく溢れ出る。

			　絶頂の瞬間が近い。

			「ああダメ、ダメダメ……なにか来る、なにか来ちゃう……イヤ、イヤイヤ、みんなが見てる、みんなに見られてるのに……ぁあ、あああっ！」

			　しなやかにブリッジした身体を捩り、揺らして、乳房を跳ね躍らせる光秀。

			　触手の群れに撫で回されている股間を突き上げ、さらに多くの視線を惹きつけて──。

			「ひ、ひ……ひぁぁああ────ッ！」

			　ビクンッ！　ビククンッ！

			　一際大きな春声を張り上げ、見えない鞭に打たれたように鋭く反り返る背筋。

			　必死にこらえていた反動なのか、絶頂感はいつもより遙かに強く、鮮烈だった。

			　頭の中は一瞬で真っ白になり、

			（あ……あ……あああ……）

			　なにも考えられなくなる。

			　ハの字に開いた太腿がプルプル震え、柔らかな内腿に淡い筋がピーンと張り──。

			　──ぴゅる、ぴゅるる、ぷっしゃぁああっ！

			　迸った小水が、レッグホールと太腿の間の狭い狭い隙間から、勢いよく噴き出した。

			「あ、は……あはは……」

			　衆しゅう人じん環かん視しの中、めくるめくアクメに達した優等生は、羞じらう余裕すら失っていた。

			　尿道を走り抜けていく小便にクリトリスの裏側を責め立てられて、どうしようもなく気持ちイイ。意識が蒸発していくような、なんとも言えない解放感。水着を伝って股間に広がる小水の、うっとりするような温かさ──理性の箍たがが外れているから、紅く染まった頬に恍惚の笑みを浮かべてうっとり、ぼんやり、呆けるだけ。

			「あははッ！　いい歳したカッコイイお姉さんが、みんなの前でお漏らししたよ！　お風呂でオシッコするなんて、サイテー！」

			　お漏らしして放心した優等生を見上げ、ロリッ娘サディストは腹を抱えて大笑い。天使のように愛らしい顔が、無邪気な悪意に歪んでいる──と。

			　そのうしろを、白いスクール水着を着たグラマラスな美少女が、静かに静かに、波を立てないようにソッと泳ぎ抜けていく。北宮学園の第二泳者・北条〈鈴音〉氏康だ。

			　顔を水につけられない彼女は、頭を出したままの平泳ぎと不器用な背泳ぎしかできない。先行していた光秀とエリザが審査員席の目の前でグズグズしていてくれたのでなんとか追いつけたが、まともな競泳であればまったく歯が立たないだろう。

			（気づかないでくださいね。そうっと、そうっと……）

			　いつもの糸目をさらに細めて、慎重の上に慎重を期きし、そろりそろりと泳ぎ続ける氏康──しかし。

			「どこ行くつもり、お姉様？」

			「……あら、見つかってしまいましたか」

			　エリザに呼び止められた氏康は、困ったように微笑みながら振り返った。水音を消す必要はなくなったのだから、と多少は速い背泳ぎに切り替えたものの──。

			「な、なにやってるのよ、氏康ッ！」

			　泳ぎ終えたまま湯船に浸かっていた義元が慌てるほど、おっとりとしたお嬢様の背泳ぎは遅かった。バシャバシャと水飛沫は盛大に立っているのだが、水面に大きく突き出た乳房が波にぶつかって抵抗を増しているのか、ちっとも前に進まない。

			「早く、早くッ！　ハリアップ、氏康ッ!!」

			「そ、そんなこと言われましても……私これでも精一杯ですのよ」

			「嘘おっしゃい！　顔が笑ってるじゃない!!」

			「元々こういう顔なんです！」

			　──あまり仲のよくない北宮チームが間の抜けたやりとりをしている間に、エリザは失禁絶頂して無力化した光秀を湯船に放り捨てた。何百本もの縄を同時に操ってはいるが、どうやら限界があるらしい。

			「待って、お姉様ぁ！　エリザと一緒に、愉しいコトして遊びましょうよ」

			「せっかくのお誘いですが、お断りさせていただきます！」

			　バシャバシャノロノロ、懸命に背泳ぎする氏康。

			　その水飛沫に向けて、シャッと縄を放つエリザ。

			　蛇のようにくねる無数の縄が、派手な水飛沫の中に消え──滅茶苦茶なバタ足に蹴り飛ばされたのか、水面から弾き出される。

			「な……そんなバカな！」

			　己の縄に余程の自信を持っていたのか、エリザの頬から微笑みが吹き飛んだ。慌てて腕を振り、第二波の組紐を空へ向けて打ち出す。

			「きゃぁあっ！」

			　弾道軌道を描いて迫る縄の群れを見て、必死に背泳ぎしていたおっとりお嬢様が珍しく悲鳴を上げた。その瞬間──。

			　シュババッ！

			　派手な水飛沫を上げている脚の左右、あるいは爪先、あるいは頭の先から、細長くて灰色の「なにか」がミサイルのように何本も突き上がる。

			　北条〈鈴音〉氏康の、粉体操作能力だ。岩風呂のあちこちに溜まっていた砂を掻き集め、身体の周囲に漂わせておいたのだろう。できれば壁にしたいのだが、絶対量が少ないから弾として使うしかない──が、それで十分。

			　迎撃ミサイルと化した砂の塊かたまりは、頭上から降ってきた縄を次々と、的確に打ち抜いた。軌道を逸らされた縄は氏康の周囲に着弾、虚しい水柱をいくつも立てる。

			「やめてください、お願いです！　か弱い乙女に、こんな、そんな……ぁあンッ！」

			　泣き笑いのような顔で叫びつつ背泳ぎし続けるお嬢様は、天空から振ってくる紐のうち、身体に引っかかりそうな数本だけを的確に叩き落としていく。相手は縄だから、一本を逸らせばほかの数本と絡むこともあり、

			（冷静さを失わなければ、どうにか泳ぎきれそうですわね）

			　キャアキャアと叫んでいる割には落ち着いて、第三波に備えて細い目を光らせる。

			　その、仰向いた胸の上では、白いスクール水着を突き破りそうなくらい大きな乳房が弾んでいた。必死に水を掻いている腕の動きに合わせて柔らかく伸び、縮み、バタ足の振動に合わせてゆさゆさ、ぷるぷる、たぷんたぷん。

			「おお……氏康さんのオッパイだ！」

			　北宮学園の生徒なのか、観客席から声が上がった。

			「普段あまり目立たないけど、あんなに大きかったんだ」

			「乳首見えないか、乳首……おい、だれか双眼鏡持ってないか!?」

			　哀れなロリッ娘が容赦なくぶん投げられたり、凛々しい美少女が大観衆の目の前で疑似触手責めされ、失禁絶頂したり──めまぐるしく展開する状況についていけなかった客たちも、ようやく「ポロリもあるよ」的なシチュエーションに出会えてホッとしたらしい。だれもが目を輝かせて身を乗り出し、小気味よく揺れ動く氏康の美乳に声援を送る。

			「あ、ありがたいのかもしれませんが……なんだかちょっと、恥ずかしいような……」

			　細い眉を八の字にして、ばちゃばちゃ泳ぎ続ける氏康。

			　それを黙って見送るほど、エリザはお人好しではなかった。

			「ちょっと胸が大きいからって、いい気になるな！」

			　叫びつつ細い腕を横に振り、水面スレスレに細紐を走らせる。

			　湯船の縁を掠めるほど大きく迂う回かいしたそれらと同時に、

			「ほうら、すべて撃ち落としてみなさいよ！」

			　水中からも上空からも、さらに縄を重ね打ち。

			　超能力を最大限に発揮しているから、すべてを合わせれば数百本にもなろうか。それらが上下左右に広がりながら、ノロノロとしか進まないグラマーなお嬢様へ殺さっ到とうする。

			「物量戦ですか？　はぁ……そういうのを、なんとかのひとつ覚えと言うのですよ」

			　それまでの泣き顔を一点、余裕の笑みに変えて、とぷん、と水中に潜る氏康。

			　鼻と口を手で塞ぎ、ギュッと目を瞑つむっての、決死のダイブだ。

			「なんのつもり？　そんなことで私の縄から逃れられるとでも……」

			　嘲あざけるように笑いかけたロリッ娘の背に、突然、

			　──ドパッ！

			　凄すさまじい衝撃波が炸裂した。

			　後方に残った義元が水面を弾き、水飛沫を弾丸にしてぶつけたのだ。

			「愚かねえ。なんのための団体戦だと思ったの……って、ああ、しまった！」

			　豊かな胸を揺らして勝ち誇りかけた義元だが、すぐに失敗だったことに気づく。

			　身体の小さなエリザは背後からの水弾に思いっきり吹き飛ばされ、先ほどの秀吉と同じように対岸までの距離を一気に狭めてしまったのだ。

			　順位と距離を整理すると──いきなり首位に躍り出たエリザは残り一メートル、二位になってしまった氏康は残り十七メートル。三位の光秀は遙か後方、審査員席よりもスタート位置に近い水面で、プカプカ失神中。

			「なにやってるのですか、義元さん！　貴女ってば、いつもいつも……私が死を覚悟して潜水し、せっかくチャンスを作ったのに……なんてことしてくれたんですか!?」

			「う、うるさいわね！　そもそもと言えば、その程度の相手をひとりで対処できない氏康が悪いんでしょう!?　そんなことより、早く早くッ！」

			「分かっています、急かさないでください！」

			　キーキーと大騒ぎして、審査員たちの心証をどんどん悪くする北宮チーム。

			　一方、俄が然ぜん有利になったはずの聖ジョウントチームだったが──。

			「なにをしているの、エリザ!?　さあ、早くこちらへ……」

			「ええ、ええ……分かっていますわ、学長先生。分かっていますとも……もちろんすぐに、そちらへ行きますわ……」

			　対岸まであと少しというところで水面に突っ伏していたエリザが、身を乗り出すほどに焦っているジャンヌ学長の呼びかけに応えてゆらりと身体を起こす。

			　トレードマークのはずの天使の笑みが、幼気な頬から消えていた。

			　いや、微笑んではいる。

			　確かに一応、微笑んではいるのだが──。

			　碧い瞳は怒りに燃えて、コメカミには顔からはみ出すほど大きな＃を浮かべ、可愛らしさなど欠片も感じられない兇相に。もし、斜めに歪んだ口元に鋭い牙が覗いていても、だれも不思議に思わないだろう。

			「……でも先生……あのお姉様たち、私をうしろからド突いたのよ……だれからも愛され、みんなから『可愛いね』って言われてる、このエリザベート〈エマ〉バートリー様を……すごく痛かったの……すごく、すごく……非道いと思いませんか、先生……？」

			「ああ、いけませんエリザ！　学園の命運が懸かっている大切な一戦なのですよ、落ち着きなさい。ね？　さあ、私と一緒に深呼吸して……」

			「……うるせぇんだよ、若作り婆ばばぁッ!!」

			　擬態をかなぐり捨てたロリッ娘が、いきなりドパッと爆発した。

			　──いや、ボンデージビスチェ風の黒ビキニから、何千、何万という組紐が、四方八方へ勢いよく飛び出したのだ。

			「きゃあっ!?」

			　裏返った悲鳴を上げ、背後に転げるようにして慌てて逃げるジャンヌ学長。

			　が、エリザを急かそうとして湯船に乗り出していた分、逃げ遅れてしまった。蛇のようにくねる紐に手足を取られ、そのまま宙へ持ち上げられる。

			「ちぃっ！」「ぁあっ!?」

			　ともに第三泳者だった信長と晴信も、仲よく犠牲者になった。

			　傍にいた三人だけではない。遙か後方に置き去りにされていた氏康にも、失神したままの光秀や秀吉にも、対岸に這い上がっていた四郎や義元にも、狂ったようにのたうつ縄や紐が四方八方から襲いかかる。

			「ちょ、待て……なにすんだよ、チビスケっ!?　お前を撃ったのは義元だ、オレは関係ねぇだろうが！」

			　手足に巻きつく縄を掴んで信長が叫ぶと、

			「テメェはさっき、アタシに命令しただろうがッ！」

			　間髪入れず叫び返すエリザ。

			　しかし、腹立ちの理由は、今日この場のことだけではないらしい。

			「ドイツもコイツも偉そうな顔して……アタシより目立ちやがってッ！　乳がデカけりゃ偉いのかッ!?　乳が小さいってだけで、いつまでも子供扱いしやがって!!」

			　積もり積もった嫉しっ妬とや鬱うっ憤ぷんが、いきなり爆発したようだ。一時的にもてはやされてすぐに忘れられてしまった子役みたいなものかもしれないが、とにかく傍はた迷めい惑わくな話である。

			「なにが水着コンテストだ、こんなもん、牝牛や牝豚の品評会と同じじゃねぇか！　そんなに身体を自慢したいのなら、アタシが邪魔ッ気な布ッ切れを剥はいでやる。裸になって、乳でも尻でも好きなだけ見せびらかしな！」

			「ああ、クソッ！」

			　肩を滑り降りてきた蛇のような縄が、信長のサラシから大きくはみ出して淡く翳っている乳谷へウニウニと潜り込んだ。尻の狭間に喰い込んで瑞々しい丸みを左右に押し分けている褌にも、小刻みにくねる組紐が次から次へと絡みつく。

			　試しに拳を握り、生体スタンガンを打ち込んでみるが──ダメだ。縄は無む機き物ぶつだからビクともしない。

			　もがく信長の傍らでは、早くもトロピカルカラーのパレオを奪い取られた晴信が、紅いビキニパンツを引き下ろされまいとして伸びやかな太腿を必死に閉じている。

			「ま、待ってください先輩！　そ、そんな……引っ張らないでっ！」

			　裏返った声で叫んでいるのは、尻側の股布を吊り上げられ、四つん這いになっている四郎。糸のように細くなった水着からプリッと引き締まった美尻がはみ出し、観客たちの視線を浴びて恥ずかしそうに赤らんだ。

			　同じくスクール水着を着ている氏康は、白い布地の上から亀きっ甲こう縛しばりに緊縛されて、

			「ああ、なんてことを……こんなことをするくらいなら、いっそ脱がしてください！」

			　泣き笑いの顔でイヤイヤしていた。喰い込む縄に豊満な乳房の麓を締め上げられ、割れ目をキリキリ責められている。

			　もっとも、エリザの注意は背後の少女たちには向いていない。止めきれないと見極めたのか、信長がくねる縄たちを縛りあわせ、その自由度をせっせと妨害しているから。

			「往生際の悪いお姉様ね。そんなことしても無駄よ、ほら、簡単に解けちゃうでしょ？」

			「うるせぇ……よっと！」

			　どのように結んだのか、信長の乳谷へ潜り込んでいた縄が別の紐に引っ張り出され、乳肌の柔らかな温かさを惜しむように空中で激しくくねった。褌に取りついていたはずの組紐たちも、いつの間にか互いに絡みあい、プリプリした尻房とはまったく関係のないところで虚しくのたうち始める。

			「な……なにすんのよっ!?　ってか、どうやったの!?」

			「トポロジーとかいう数学理論に縄目の解き方ってのがあるんだよ。知らないのか？」

			「それ違う！　解けるか解けないかの見分け方でしょ!?」

			「うるせぇなあ、こまけぇことはいいんだよ！」

			　ひとりだけ縄から逃れた信長は、長く艶やかな黒髪をなびかせてヒラリ、一回転。岩風呂の縁の大きな岩に軽やかに着地して、観客席からヤンヤの喝かっ采さいを浴びる。

			「くぅぅうッ！　アタシより目立つなって言ってるだろう!?」

			　頭にカァッと血を登らせたエリザが、余っている縄紐にありったけの念を込め、ひとりだけ脱出した信長へ集中させた。上下左右、四方八方から、唸りを上げて迫る無数の縄たち。追われた褌・サラシ美少女はスラリと長い手足をキビキビ動かし、岩風呂の縁を機き敏びんに飛び跳ね、燕つばめのように逃げ回る。

			　もちろん、負けん気の強い信長のことだからただ逃げているだけではない。

			「そらよっ！　おっと、こっちもか！」

			　二本、三本の縄を掴んで引き寄せ、身体ごとクルッと回りスルッと抜けて、気がつけば大きな結び目がひとつ、ふたつ。見事な早はや業わざに観客たちは大いに沸き、

			「くぅぅ……デカい乳揺らしてるクセに、ちょこまかすんじゃないわよ！」

			　高慢なロリッ娘はますます腹を立てる。

			　その一方──岩風呂の上に吊り上げられたままの美女・美少女たちは、観客たちのいやらしい視線を全身に浴び、恥ずかしそうにもがいていた。自分で選んだ水着ならともかく、エリザの縄や紐に緊縛されているのだ。胸に実った乳房は麓を絞られ、たわわな丸みを強調されている。震える膝は大きく左右に開かれ、いやらしい縄がきつく喰い込む股間を見せびらかすような姿に。

			「も、もう限界です、四郎さん！　アレを！」

			　水着の胸元、大きく菱形に開いたスリットから乳谷へ蠢く組紐を挿さし込まれたジャンヌ学長が、降り注ぐ眼差しに負けて声を張り上げた。

			「は……はい！」

			　対岸で答えた四郎が、紺色のスクール水着の股布を吊り上げられた恥ずかしい姿勢のまま細い両手を広げる。瞼を閉じ、場違いに厳おごそかな声でなにやら呪文を唱え始めて──。

			　──眩しいほどに明るかった会場が、急に暗くなった。先ほどまでアッケラカンと晴れ渡っていた青空に突然鉛色の暗雲が立ち込め、不気味に渦巻き始めたのだ。

			「なに？　なにが起きているの？」

			　観客も審査員も──そしてエリザや信長までもが、何事かと天を仰いだ。幾人かの繊細な者たちは徐々に歪み始めた気の流れを察知して、早くも逃げ腰になる。

			　その中に、手翳しヒーラーとして感受性の高い武田〈柚菜〉晴信もいた。

			　腹に巻きついたいやらしい縄を必死に掻きむしり、押したり引いたりしているが、ダメだ。逃げられない。いくらもがいても、紅いビキニトップに守られた乳房がユサユサ弾み、いくつもの紐に絡みつかれた伸びやかな脚が虚しく宙を蹴るだけ。

			（早く、早く逃げないと……ああ、なにかが目覚めてしまう！）

			　募つのる予感、膨れあがる不安。

			　だが、だれひとりとして逃げ出せないでいるうちに──。

			　ピシャリッ！

			　瓢ひょう箪たん型の岩風呂のド真ン中を貫くように、凄まじい雷鳴を伴った稲光が炸裂した。

			　ほとんどの者が首を竦め、顔を背けて目を瞑る。

			　しばらくして、そろそろと瞼を開けた観客たちは──沸き立つ湯船の中央にのっそりと立つ、大きな人影に気づく。

			「あ……ああ、お兄様!?」

			　晴信が思わず叫んだ通り、それは行ゆく方え不ふ明めいになっていた武田〈智則〉信虎だった。

		

	

			第五章　夢のムキムキ一騎打ち

			


			　　①信虎登場、審査員席に襲いかかる→逃げ惑うＶＩＰ

			　　②止めに入る北宮、西開。しかし止められない→腹を立てるＶＩＰ

			　　③そこに麗しきジャンヌ登場、愛と微笑みで信虎を止める→感謝するＶＩＰ

			　　　　　　　→ＶＩＰの多くが「聖ジョウント学園へ出資しよう」と考える

			　──というのが、ジャンヌ学長の描いたシナリオだった。作戦をスタートさせる際に聖ジョウント学園の生徒である四郎が召喚術を披露しなければならない点がネック──バレバレのマッチポンプ──だが、

			「なにを呼び出したのですか四郎さん、私がお願いしたのはこの方ではありませんよ、というか、このヒトはいったいどちらの学園のどなたですか？」（棒読み）

			「ああ申しわけございませんジャンヌ学長、未熟者ゆえ失敗してしまいました、しかしそれにしても、この方はいったいどちらの学園のどなたなのでしょう？」（棒読み）

			　学芸会以下の三文芝居で強引に誤魔化そうとする。

			　もっとも、ふたりのやりとりをノンビリ聞いている者はいなかった。

			　ただでさえ大柄で厳つい顔つきの武田〈智則〉信虎は、ジャンヌ学長たちによって幾いく重えにも催眠術をかけられ、狂暴さを増している。はち切れんばかりのタンクトップシャツを纏った広い肩をやや猫背気味にして、黄ばんだ白目を充血させて──腹を空すかせた虎のようにグルグルと喉を鳴らし、唇の端からは涎を垂らして、まるで薬物中毒者のようだ。兇相の大男を間近に見たＶＩＰたちはすっかり腰を抜かし、目を白黒させている。

			「の、信虎……！」

			　絞り出すようなだれかの声に、猫背になっていた大男の肩が、ピクン！　と反応。酔すい漢かんのように淀んだ瞳が、狂暴な気配を滲ませつつ審査員席を一いち瞥べつする。

			　超能力者を隔離しておくための仙獄島には多くの自由が認められているが、本土の大人たちとまったく別次元に存在しているわけではない。どの学園にどのような学生がいるのか、しっかり把握されているのだ。特に、岩室に監禁されるほどの凶漢・武田〈智則〉信虎であれば、その名もその顔も、当然知れ渡っている──と。

			　ようやく我に返ったＳＰたちが、アタフタと立ち上がった。ある者は護衛対象を急き立てて逃がしにかかり、残りの者たちは信虎を足止めするため湯の中へ飛び込む。

			「がぁあっ！」

			　迫る黒服たちに対して信虎が吼ほえ、丸太のような腕を力任せに振るった。それだけで数人がまとめて吹き飛び、派手な水飛沫を立てる。

			　殴りあいと呼べるほどの混戦には、ならない。いずれも猛者であるはずのＳＰがいくら突いても蹴っても、吼える大男はビクともしない。ステンレス製の警棒で殴りつけても、腹に拳銃を押しつけて銃撃しても、かすり傷すら負わせられない。

			　信虎の超能力は、身体の表面を瞬間的に硬化させる通称・金こん剛ごう身しん。ひとたび発揮すれば銃弾をも跳ね返す。関節部分を硬化させれば当然動けなくなるが、部分的かつ半自動的に発動する能力のため、信虎の動きは少しも鈍にぶらない。

			　ＳＰたちが苦戦していると、

			「の……信虎だッ！　引っ捕らえろ！」

			　ようやく我に返った北宮学園生徒会長・毛利〈靖史〉元就が、慌てて立ち上がって叫んだ。が、命令を受けて飛び出した学生たちもＳＰと同じだ。

			　信虎の「金剛身」は身体の表面を硬化させるタイプだから、信長の「生体スタンガン」のように気の流れそのものに作用する能力ならダメージを与えられる。しかし、北宮学園の学生でそういう能力を持っている者はすべて信虎捜索隊に組み入れたため、この会場にはひとりも来ていない。

			　ひとり、ふたりと突き飛ばされた学生が、ほかの学生やＳＰを巻き込んで虚しく吹き飛ぶ。その間に、審査員たちはアタフタと逃げ出したが、中にはすっかり腰を抜かし、虚しくもがいているだけの者もいた──と。

			「あらあら、北宮学園には使える学生さんがいらっしゃらないようねえ」

			　騒然とした会場に、ジャンヌ学長の勝ち誇った声が響いた。ここまでは作戦通り、たったひとりの凶漢を数人がかりで押さえられない北宮学園はすっかり株を下げたことだろう。

			　しかし──アンチエイジングしか能のない年齢不詳の美女が、いったいどうやって信虎を取り押さえるというのか？

			　もちろん、ぬかりはない。ちゃんと策が用意してあるのだ──が。

			「ええっと……あの、エリザさん。この縄を解いていただけないでしょうか？」

			　癇かん癪しゃく持ちのロリッ娘が操る縄にしっかり捕らえられ、宙に吊り上げられているから、身動きできない。しかもエリザは、

			「うっせぇ、婆ァッ！　アタシはいま忙しいんだ、話しかけンなっ！」

			　飛び回り逃げ回る信長を追うことに夢中で、ジャンヌ学長には目も向けない。

			「いやあの、エリザさん？　ちょっと……ほら、信長さんを捕らえるならもっと縄が必要でしょう？　私の縄を使ったらどうです？」

			「……なるほど、数が要るか」

			　顔を向けぬままコクンと頷いたロリッ娘だが、学長に絡みついた縄は解かなかった。その代わり、失神したままの秀吉と光秀を放り捨てて、余った縄紐を信長追撃用に回す。

			「あ、あの……私のは……」

			「うるせぇっつってンだろう、婆ァッ！　あの褌女を犯やったら、その次にテメェらを犯るんだからな。だれが放すもんか！」

			　いつから溜めていたのか、エリザの鬱憤はかなりのモノらしい。策士・ジャンヌ学長の入念（？）な作戦は、ひとりの少女のワガママによって敢あえなく頓とん挫ざしてしまった。

			　もうダメだ、だれも信虎を止められない──騒然とした会場中に絶望の気配が立ち込め始めた、そのとき。

			「がぁっはっはぁッ！　俺様の出番のようだな!!」

			　破われ鐘のような濁声を轟かせた大男が、アルプススタンドにのっそり立ち上がった。

			　前を開いて紅シャツを覗かせた学ラン姿、阿あ弥み陀だに被った破れ学帽──西開学園三大バカのひとり・斉藤〈敦〉道三だ。なんだ、と驚く観客たちの頭上を豪快に飛び越え、信虎の傍にザンブと着水。

			　それを見て、

			「やめろ道三、お前の能力は……」

			　エリザの縄に追いまくられている信長が、なにか叫ぼうとした。が、攻撃に隙がないため、先を続けられない。

			「心配してくれるのか、信長？　嬉しいねえ。勇気百倍ってもんだぜ」

			　美少女の声に、ニヤリと笑い返す道三。動きを止めた信虎を爛々と輝く双眸で見つめつつ、両手の指を鳴らしたり首を回したりしながら、大男の真正面へゆっくり回り込む。

			　道三は西開学園の中でもっとも背が高い学生だが、信虎はそれよりさらに頭ひとつ分大きかった。が、少し前に西開学園用控え室で光秀が解説していた通り、上半身の肉づきは決して見劣りしない。胸の厚さは同じくらい、腕の太さなら道三のほうが明らかに上。

			「俺の能力は『破は砕さい拳けん』、岩をも砕く鋼の拳だ」

			　油断なく信虎を睨みつけたまま、道三は傍らの岩に拳を叩きつけた。

			　ドッ！

			　飛び散る破片、舞い上がる砂埃。

			　道三の拳の先にあったはずの巨石は、一瞬で影も形もなくなっていた。

			「この通り、俺の拳面に触れた無機物はなんでも壊れる。中国だかどこだかの昔話で鎧と槍がなんとかっていうのがあったろう？　アレと同じさ。アンタの金剛身とどっちが硬いか、一度試してみたかったんだよ」

			「アレって……矛盾の故事か？　全然違うぞ、バカ！　やめろ道三!!」

			　我がことのように蒼褪めた信長が、追い縋すがるエリザの縄を弾いたり縛ったりしながらなおも引き留めようとしたが、

			「きゃぁあっ!?　ヤダ嘘……ココ、て、て、天国!?」

			　今度は場違いに華やいだ声に遮さえぎられてしまった。

			　何事かと思って目を向ければ──睨みあう大男から三メートルほど離れた場所に、オレンジ色の競泳水着を纏った明智〈沙耶〉光秀。

			　エリザの縄に公開陵辱されて失禁・失神していた美少女は、少し前に邪魔「物」として湯に投げ出されたあと、会場の騒がしさに肩を揺すられ、ノロノロと目を覚まし──。

			　そして、見てしまった。

			　ずっと密かに憧れていた二大ムキムキが、一いっ触しょく即そく発はつの気配を纏いつつ対峙している姿を。

			　眼鏡をかけていないからすべてが滲み、細かな部分は見て取れないが、

			「ああ、やっぱり……信虎様のお身体は均整が素晴らしいわ！　まるでミケランジェロのダビデを、身長は変えぬまま体積だけ二倍に膨らませたみたいに……でも、道三様のアンバランスな筋肉のつき方も、野性味が溢れていて素敵……！」

			　真性のムキムキマニアだから、ぼんやり見えているシルエットだけで瞳キラキラ、頬はデレデレ。弛みきった唇の端からはいまにも涎が垂れてきそうだ。

			　あまりに感動したせいで、観衆の前で失禁絶頂させられたという恥ずかしい記憶も吹き飛んでしまったらしい。いつもは冷ややかな瞳を古い少女漫画並に潤ませ、輝かせて、

			「おふたりはまさか、これからドン・フライ対高山戦のような殴りあいを？」

			　どことなく乙女チックな声で物騒なことを訊く。

			「おうともよ。漢と漢の戦いだ。止めないでくれよ副生徒会長」

			「もちろんですわ！　おふたりの漢の意地、不肖ワタクシ明智〈沙耶〉光秀が、この目でしかと見届けさせていただきます！」

			　──なにやら意気投合してしまった道三と光秀の様子に、

			「なにアレ？　西開学園ってヘンなのが多いのね」

			　遠くから見守っていたエリザが、あまりに異様な展開に縄を動かすことも忘れ、毒気を抜かれた声で呟いた。その碧い瞳が岩風呂の外に立つ信長をチラッと見上げ──仲よく縄で括られて宙に浮いている氏康とジャンヌ学長も、褌・サラシに日の丸必勝鉢巻きといういでたちの精悍な美少女をチラリ、チラリ。

			「な、なんだその目は!?　オレは違うぞ、あんな連中と一緒にするな！」

			「シッ！　始まりますわ！」

			　氏康の声が合図だったように、それはいきなり始まった。

			　水飛沫を立てて駆け寄ったふたりの大男が、互いの襟首を掴み、もう片方の手で相手の顔面を、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る、殴る────。　

			　技など欠片も存在しない、単純明快な殴りあいだ。

			　ぶつけているのは拳だが、ぶつかりあっているのは互いの意地。俺とお前、強いのはどっちだ？　漢ならばだれもが問わずにはいられない根源的な問いを、あまりにも愚ぐ直ちょくに、心のままに、ぶつけ、ぶつけ、ぶつけ、ぶつけ──あっているはずなのだが。

			　勝敗はすぐに明らかになった。

			　道三の顔はみるみるうちに痣だらけ、腫れたり裂けたり血が飛んだりしてたいへんなことになっていくのに、信虎はまったく変わらない。

			「……そういえば彼、無機物はなんでもって言ってたわね。ひょっとして生体には……」

			　氏康の心配そうな問いに、

			「ああ、御覧の通りだ。しかも破砕は能力だから、拳が硬くなってるわけじゃねえ。道三の右手は、一発目で壊れたはずだ」

			　辛そうに瞼を閉じた信長が俯きながら答える。

			「そんな……強く握れない拳では、いくら打ったってダメージなんか……というか、そもそも金剛身の使い手を素手で殴るということ自体、救いようのない愚かさですわね」

			「だろう？　だからオレはやめろって言ったんだ」

			　外野がボソボソ話しているうちに、ついに道三がダウンした。元々人相の悪かったその顔は第十三ラウンド終了時（注：漫画版）の紅い豚さん並に腫れ上がり、どこが目なのか鼻なのか。ただ、歯の欠けた口はなおもニヤリと笑い──、

			「この俺様を倒すとは、なかなかやるじゃねぇか……」

			　粉ふん砕さい骨こっ折せつした拳に親指をビッと立てて、水中に没していく道三。

			　会場中の人間が締まらない終わり方に呆れ返る中、ただひとり、すぐ間近から世紀のムキムキ対決を観戦できた光秀だけは「ああ」と恍惚の溜め息を漏らしていた。

			＊　　＊　　＊

			　道三と信虎がガチガチやりあい始めたのと同じころ──。

			「ふぅ……はぁ……」

			　瓢ひょう箪たん型の岩風呂の折り返し地点で、エリザの縄にスクール水着の股布を吊り上げられて四つん這いになった四郎が、白い顔を歪めて苦しそうな息を繰り返していた。

			　第一泳者として岩風呂を泳ぎきったのは五分以上前だから、息切れしているわけではない。キュンキュン引っ張られている水着に薄い胸を締めつけられてはいるが、それが理由で苦しんでいるのではない。

			（で、出て、くる……出てきて、しまう……！）

			　控え目に盛り上がった胸元、「しろう」とひらがなで名前の書かれたゼッケンを掻きむしって、呻く。整った顔が苦悶に歪み、額には脂あぶら汗がフツフツと噴き出してくる。

			　ゆっくりと脈打ちながら四郎の中へ流れ込んでいるのは、信虎をこの会場へ召喚したとき「通路」を伝って這い出してきた、なにか。灰緑色に腐敗したヘドロのような、冷たくてヌルヌルした、おぞましい存在。

			（ああ、ダメ……身体が……）

			　背の真ん中から指先へ、吐き気を催もよおす冷気がじわじわ広がっていく。

			　生きながらにして身体を奪い取られるというのは、なるほど、こういうことか──できることなら一生知りたくなかったが、こうなっては仕方がない。

			「う、あ……あぁああっ！」

			　しなやかな背筋を捩り、くねらせて、迸るように叫ぶ四郎。

			　紺色のスクール水着がよく似合う、凛々しい顔立ちのスラリとした美少女は──姿形はそのままに、まるで別の物に変わってしまった。

			＊　　＊　　＊

			　──信虎の傍へカメラを戻す。

			　敢えなく水中に没した道三を見て、ニンマリ北ほく叟そ笑むジャンヌ学長。

			「あらあら、西開の学生さんでも敵わないのですねえ」

			　ここまでは狙い通り。ＳＰに守られたＶＩＰたちは岩風呂から離れたものの、まだ立ち去ってはいない。また、信長に気を取られて聞く耳を持たなかったエリザも、道三と光秀が醸かもし出す異様な雰囲気に当てられ、正気を取り戻してくれたようだ。

			　いまがチャンス、聖ジョウント学園の学長であるこの私が最後の切り札と登場し、この混乱を鮮やかに収めてしまえば──。

			「エリザ！　私を信虎さんの傍へ！」

			「……まだそんなこと言ってンのか。面倒くせぇ婆ァだなあ」

			　舌打ちした少女が縄をくねらせ、微笑む美女を信虎へ寄せる。信虎対道三の間抜けな殴りあいを見たせいで、怒気が少々薄れたらしい。

			　天女のように美しくピンナップガールのようにいやらしい水着を纏った美女が、荒縄にギッチリと緊縛され、空中をノロノロ運ばれて──冷静な目で見ているのなら滑稽な光景だろうが、直前まで血飛び肉弾ける凄せい惨さんな殴りあいを見せつけられて辟へき易えきとしていた観客からは期待に満ちたどよめきが起きた。

			（そうよ、私を見なさい。美しいこの私の力を、その目に存分に焼きつけなさい！）

			　自らに寄せられている無数の眼差しを意識しつつ、蕩けるような笑みを深めるジャンヌ学長。エリザの縄によって宙を移動させられているのだから、もし信虎が襲いかかってきたら逃げられないのだが──恐れる必要はなにもない。自分の命令には絶対服従するよう、催眠術をかけてある。

			「聞いてください、信虎さん。さあ、私の目を見て」

			「ぐるるる……？」

			　空中をユラユラと近づいてくる美女に声をかけられ、信虎が低く唸りながら血走った目を向けた。いまだに兇悪そうだが、少なくとも身構える様子はない。

			「大丈夫ですよ。北宮のヒトたちと違い、私は貴男あなたを閉じ込めたりしませんからね……」

			　審査員たちには横顔を向け、信虎とは正面から向きあう形で、年齢不詳の美女は聖母のように微笑んだ。だれかが「おお」と感嘆を漏らすのが聞こえ、

			（ああ、私ってやはり、美しい！）

			　昨年のミス仙獄島コンテストで信長や義元に負けたという屈辱の記憶が少しだけ癒やされる。そうなれば当然、微笑みにも余裕が生まれ──。

			「怖かったのね？　でも、もう大丈夫。私が貴男を守ってあげます」

			　翠の瞳を温かな涙に濡らして、胸の奥では密かにガッツポーズ。

			（まさに完璧ッ！　ディス・イズ・パーフェクトッ！　エリザの暴走で一時はどうなるかと思ったけれど、こんな形で理想的なフィニッシュに持ち込めるだなんて……あとはもう、信虎さんをギュッと抱き締めてあげるだけね。私のこのふくよかな胸に、こんな恐ろしげな顔を埋めさせたら……まさに美女と野獣。ああ、私ったらなんて罪な女なのかしら。ますます殿方の心を掻き乱してしまう！）

			　作戦の成功を確信し、たおやかな手をソッと上げるジャンヌ学長。恐ろしげな巨漢の、生気のない頬に、怯えることなく指を伸ばして──。

			　あと少しで「美しい画え」が完成しそうになった、その瞬間。

			「危ないッ！」

			「きゃっ!?」

			　完全に自己陶酔しきっていた美女は、横合いから不意に突き飛ばされ、岩風呂の中へ叩き落とされた。信長を真似てエリザの縄を自力で解いた晴信が、岩風呂の縁を駆け、体当たりしてきたのだ。

			「ぷはっ!?　ななな、なにをなさるの!?　あと少しで……」

			「いいから早く……逃げてッ！」

			　ジャンヌ学長と入れ替わるように信虎の正面に立ち、その厚い胸板に両手を押しつけた美少女は、カトレアのような紅いビキニ水着が大きくズレ、豊満な乳房やムチムチした尻たぶがこぼれ出しそうになっていた。縄抜けする際、かなり必死にもがいたのだろう。

			　が、見た目などまったく気にしていない。

			　全力で兄の胸を押し、蒼褪めるほど真剣な顔。コメカミに青筋が浮いているのは、持てる力すべてを注ぎ込んでいる証あかし。

			「貴女たち、お兄様になにをしたの!?　貴女たちのせいでお兄様が……くっ!?　あう、うぅぅう……ああダメ、き、傷口が……」

			「傷？　傷なんてどこにも……あら？」

			　訝しげに翠の瞳を細め、信虎の巨躯をしげしげと見回したジャンヌ学長は、その広い肩の向こうになにやら妙なモノを見つけて首を傾げた。

			　空の色が透けている。透明で、細長くて、ユラユラと揺れる──触手。

			　細いと言っても、ガッチリとした信虎の肩と比べての印象だから、実際には赤ん坊の手首くらいの太さはあるだろうか。それが二本、左右の肩の向こう側で、上空に立ち込めている雨雲を招いているようにユラユラ、ユラリ──。

			「ふぁっ!?　く……うぅッ！」

			　信虎の胸に掌を押し当てた晴信が、歯を喰い縛って呻く。

			　彼女が癒やそうとしているのは、兄の背に縦に伸びていく、大きな裂け目。

			　学長や信長たちの側からではまったく見ることはできないが、対岸にいる義元などは真っ青になり、あんぐりと口を開けていた。

			「な……なに？　なんですの、アレ……」

			　大男の背を割り、紅い血肉を押し開き捲り返しつつ這い出そうとしているのは、ゼリーのように透明でブヨブヨした物体。大きさはレトリバーほど──いや、もう一回りは大きいか。体たい幹かんと思しき場所はずんぐりとした切り株か樽たるのような形で、平らになった天てっ辺ぺんの縁にはアメフラシの背にあるようなヒレが、妖しく波打ちながら巡っている。

			　ただ、その輪りん郭かくはハッキリしない。平らな天辺の縁からも、丸く太った胴の中ほどからも、太さ長さの異なる透明な触手が無数に生はえているからだ。

			　強しいて喩えるならそれは、巨大なイソギンチャク。

			　何百、何千本もありそうな触手を腕や脚として、信虎の血肉を切り裂き、押し分け、ズルリズルリと這い出してくる。

			「も……もう、ダメぇっ！」

			　信虎の背の傷を超能力で強引に閉じようとしていた晴信が、ついに力尽きた。兄の胸を押している姿勢のまま、なにかに弾かれたように吹き飛ぶ。

			　と同時、大男の背から半ばはみ出していた化け物も、透明な身体をブルルッと震わせ、湯の中へ落ちた。身体を引っ張り出すために用いていた触手が一斉に躍り、信虎の血で紅く染まった水飛沫を四方へはね散らす。

			「なんだ、ありゃあ……」

			　しつこく絡みついてくる触手を大きな蝶ちょう々ちょ結むすびにしていた信長が、思わず手を止めて呟いた。島一番の変人が呆然とするほどだから、ほかの者は当然のようにポカンとして、逃げることも忘れてその場に立ち尽くす。

			　改めて身を伸ばしたソレは、アメフラシのようでもあり、イソギンチャクのようでもあった。窮屈な人体から抜け出たためか、あるいは岩風呂の湯を吸い込んでいるのか、アッと言う間に二倍、いや三倍以上に膨れあがる。

			　高さは六メートル以上、樽のような胴部分の直径も、おそらくそれくらいあるだろう。透明だった表面には鮮やかな色彩が噴き出し、触手やヒレの先まで毒々しい模様が行き渡った。瓢箪型の岩風呂の一番括れた部分にデンと居座り、身体のあちこちから生えた触手を湯の上に、湯の中に、ユラユラと波打たせる。

			「……きゃぁあっ!?」

			　間の悪い悲鳴を上げたのは、光秀だった。夢にまで見た世紀のムキムキ対決を間近で観戦できた余韻に耽ふけっていたため、信虎の背が見える位置にいたにもかかわらずいままでボケッとしていたのだ。第一、いまは眼鏡をかけていない。透明だった怪物に色がついたことでようやくシルエットが分かり、その巨大さに息を呑んで──腰まで抜かす。

			「バカ！　なにしてる光秀、逃げろッ！」

			「そ、そんなこと、言われても……あっ!?　なにかが脚に……ひ、ひぃっ!?」

			　信長の呼びかけに応えようとした美少女の脚に、冷たい触手がニュルッと巻きついた。普段の落ち着いた優等生ぶりからは想像もつかないような甲かん高だかい悲鳴を上げ、バシャバシャと水を掻く光秀。だが、腰が抜けているせいでどこへも逃げられない。身体の向きを変えることすらできない。

			「ひぃっ!?　ひぃっ!?　やだ、ヌルヌルしてる……気持ち悪いっ！」

			　柔肌に貼りついたソレはただひんやりしているだけでなく、ウナギのように、柔らかな表皮に厚い粘液の層を有していた。水中で脚を必死に蹴ってもぬっちょり粘ついてくるし、少しでも休めばおぞましく蠕ぜん動どうしてさらにしっかり絡みついてくる。いくらもがいても離れず、むしろ足掻けば足掻くほど、細い足首はしっかり締めつけられてしまう。

			　妖しくくねる触手は柔らかなふくらはぎを揉み舐めて、ニュルリニュルリと這い上がってきた。膝裏をくすぐり太腿に巻きつき、オレンジ色の競泳水着に守られた秘部へ、丸くなった尖端をユラユラ振りながら近づいてくる。

			　襲われているのは彼女だけではなかった。

			「うわっ!?」「きゃぁあっ！」

			　水辺にいたほかの学生たちも、触手に追い回されて逃げ惑う。

			　一見、男女の区別をしていないようだが、実は明確に見分けているようだ。

			　男はただ触手に薙なぎ倒されたり毒針を打ち込まれたりしているだけだが、制服姿の少女たちは細い胴に巻きつかれ、手足を拘束されて、空中に吊り上げられている。

			　何人かのテレポーターは迫る触手を避けながらイソギンチャクの胴体へ果か敢かんに一撃離脱を試みるが、ブヨブヨしたその身体には拳や蹴りはもちろん、刃物すら効かない。

			　ヒトの形をした信虎だけならまだしも、こんな化け物が出てきたのでは水着コンテストなど中止だ。審査員席にいたＶＩＰのほとんどはＳＰに抱えられ、いち早く逃げ去った。が、中には肝を失ったＳＰと抱きあい、ガクガク震えている者もいた。岸から離れているためまだ襲われていないが、それも時間の問題だろう。

			「きゃぁあっ!?」

			　と、こちらはジャンヌ学長の悲鳴。身体に絡みついていたエリザの縄が急に解けて、巨大イソギンチャクの傍へ放り出されたのだ。

			「どうしてこんなことを……エリザっ!?」

			「うるせぇなあ、婆ァを掴んだままでは戦えないだろう！」

			　面倒くさそうに叫んだ金髪の美少女は、氏康や四郎、義元たちも解放し、巨大イソギンチャクに向けて両手を突き出す。親指と人差し指を伸ばして作ったＬ字を組みあわせ、縦にしたり横にしたりして──レイアウトを考えている画家のような仕草。

			「お前、アイツとやりあう気か？　意外だな」

			　傍らに立つ信長に声をかけられると、縄使いのロリッ娘は兇悪な笑みをチラリと向けた。

			「あんなデカブツを屠ったら、一気に有名人だ。お前らデカ乳女なんか目じゃねえ。幸い、ＶＩＰもまだいるしな。それに、学生のアタシが名を上げれば聖ジョウント学園にも箔はくがつくってモンだ。そうだろ、婆ァッ!?」

			「それはそうですが、こんなところに放り出さなくても……ひっ!?　ああ、ヤぁあっ！」

			　ニュルンニュルンとくねる触手がジャンヌ学長の柳腰に巻きつき、丸くなった尖端を震わせて鋭く切れ上がったレッグホールをまさぐり始めた。慌てて払い除のけようとした手にも触手が巻きつき、バンザイの恰好へ引き伸ばされそうになる。

			「アンタは囮おとりだよ……そらッ！」

			　狙いを定めると同時、水着の内側から生え出している縄を一斉にうねらせるエリザ。岩風呂の対岸まで伸ばしていた無数の縄はイソギンチャクの触手を掻かい潜くぐり、そのブヨブヨした胴体へ、四方八方から槍のように突き立つ──が。

			　さほど鋭くもない縄の尖端は、柔らかな胴体に虚しく跳ね返されただけだった。

			「クソッ！　やっぱ効かねぇか!!」

			「やっぱって……最初から効かないと思ってるなら、囮にしないでぇ！」

			　叫ぶ学長の身体が、高々と持ち上げられた。

			　粘液にぬめる触手はエリザの縄より数が多く、動きも繊細だ。瑞々しい柔肌を舐めくすぐりつつ、金太郎腹掛けのような白い水着の中へぞわぞわと潜り込む。

			　冷蔵庫から取り出したばかりのゼリーを擦りつけられているような感覚が、胸元の菱形のスリットから乳谷へ。死んだ赤ん坊の指か、舌か、あるいはペニスか──ひんやりとしてプリプリした棒状のなにかが、レッグホールから尻へ、秘部へ。

			「ひっ!?　ぁあダメ、いけません、そんな、そんな……わ、私は神に仕つかえる身、ですからそこは……触れてはなりません！」

			　いくら叫んでも、極彩色の巨大イソギンチャクには通じない。

			　しかも──触手にはなにか妖しい成分でも滲んでいるのか、冷たい粘液を擦りつけられた場所はじんわり熱くなった。

			　ムニュ、ムニュ、ムニュ──細い触手に揉みまくられる畝肉、水着の中で割り開かれ、まさぐられそうになる秘裂。ぞわぞわと撫で回されていた尻房も左右に掻き分けられ、

			「ひっ!?　ああッ！　そ、そこは……ッ！」

			　ぬめる尖端に尻穴をピトピトされたジャンヌ学長が、顔を真っ赤にして悲鳴を上げる。

			　同性愛を禁じている伴天連教では、肛姦も基本的な禁きん忌きとされていた。だから彼女は、羞恥や恐怖と同時に凄まじいばかりの嫌悪感を覚え、

			「ああダメ、やめてぇえっ！」

			　触手に吊り上げられた身体を駄だ々だっ子このように揺らし、声を嗄からして叫ぶ。

			　もちろん、そんなことをしても意味はない。

			　美女の手首に巻きついた肉紐は、グチュリグチュリと不気味な音を立てて、さらに上へ──伸びやかで肉感的な女体をバンザイの恰好に引き伸ばしつつ高々と吊り上げていく。もがく脚には二重三重に触手が巻きつき、必死に閉じようとしている膝を大きく左右に割り開いてしまう。

			「し、四郎ッ！　四郎さんッ！　なにをしているのですか、早く私を助けなさいッ！」

			　首を捻った学長が、第一泳者がいる岸に向け泣き声で叫んでいると──。

			　──にゅぷっ！

			「ぅひぅっ!?」

			　人差し指くらいの太さの冷たくぬめる物体が、尻穴に挿し込まれた。

			　反射的に閉じようとした括約筋が、ひんやりとした弾力に押し返される。

			　きつく締まる菊膜には蜂蜜のような粘液が塗りつけられ、ヌルヌル滑って──ズズ、ズズ、と潜り込んでくる触手をどうしても止められない。

			「うぅ、ぁあ……は、入って、くる……私のお尻に、な、なにか……うぅぅっ！」

			　全身を強張らせ、声を上擦らせて、嫌悪に震えるジャンヌ学長。

			　だが、瑞々しい頬が羞恥と恐怖に引き攣ったのは一瞬だけ。

			「ふぁ……うぅ？　な、な、なんですの、コレ……ああ、お尻が、お尻が……ぁあ！」

			　震える声が甘さを帯びて、ふわっと掠れた。長い睫に縁取られた瞳が熱っぽく揺れ、仰向いた顔が艶めかしい朱に染め上げられていく。指のような太さ・形の触手にグリ、グリ、と穿ほじられている排泄孔が、なぜか心地よく痺れ始めたのだ。

			「し、痺れる……いえ、溶けて、い、る……？　ヘン、ヘンです、私のお尻……ああ、なんだかこれは、き……き、もち……イイ!?」

			　口を衝いて飛び出した己の言葉に、ジャンヌ学長は愕がく然ぜんとした。

			　そんなはずはない、尻穴は禁忌の穴だ。穢らわしい異教徒ならともかく、伴天連教の敬けい虔けんな信徒であるこの私が、お尻の穴などで──。

			　しかし快感は錯覚ではない。

			「ああ、ああ、あああ……お尻、お尻……溶けるぅうっ！」

			　触手に犯された排泄器官が、ウネウネくねる尖端に内側から揉みまくられ、次第に心地よくなってきた。冷たい粘液をたっぷり擦りつけられた菊膜が、なぜかじんわり熱い。蛇かウナギのようにくねるソレがズズ、ズズ、と直腸に潜り込んでくると、尻穴だけでなく腹の中まで甘く痺れ始めた。耐えがたい恥辱を受けているというのに、穿られている肛門がどうしようもないほど気持ちよくて、怒りは湧いてこない。

			「なぜ、どうして……ああ、いけない、聖ジョウント学園の学長である私が、こ、こんなおぞましい行為で、こんな気分になってしまうだなんて……ぁあ、でも、でも……う、あ、あぁあっ！　いけないお尻が、イイッ！」

			　大股開きにさせられた伸びやかな脚を震わせて年齢不詳の美女が叫ぶと、

			「さ、催淫液……よ。このヌルヌルを、擦り込まれると、その場所が、ふぅ、はぁ……き、気持ちよくなって、しま、うの……」

			　すぐ傍で同じように触手に絡みつかれた光秀が、真っ赤に染まった頬を震わせて喘ぎ混じりの声を絞り出す。

			　わななく唇、こぼれ出す吐息。いつも理知的に輝いていた瞳はどこか夢見るように潤み、焦しょう点てんを失ってユラユラ揺れている。しっかりと被っていたはずのスイミングキャップは剥ぎ取られ、栗色の髪がこぼれ出ていた。汗の珠を浮かせた滑らかな額の下、桜色に染まった眉根がふわ、ふわ、と開き──。

			「な、な……なんて破廉恥なッ！　恥を知りなさい、恥を！」

			　ボウッと見下ろしていたジャンヌ学長が、急に眉を怒らせて光秀を叱った。

			　触手に背を支えられ、横抱きされたような恰好で湯の上に持ち上げられた美少女は、スラリと長い両手を己の股間に伸ばし、競泳水着の上からしきりに秘裂を撫でていたのだ。

			「そんな、こと……はぁ、ふぅ……言われ、てもぉ……」

			　悩ましい吐息をこぼしつつ、ジッとしていられないように身をくねらせる光秀。

			　白魚のような細指が動くたび、恥丘に押し上げられてふわりと膨らんでいるオレンジ色の股布が柔らかく歪む。秘裂に沿って動いている左手の下、指先に辿られた真ん中には浅い筋が刻まれて、まだ水着を着ているというのに恥ずかしい場所が丸見えになっているようだ。鉤かぎに曲がった右手の人差し指が恥丘の端をカリカリともどかしそうに掻いているのは、その奥にある淫核を刺戟しているのか。

			「私だって、こんな……し、したくない、けど……く、うぅ、ぁあ……うぅうっ!!」

			　紅くなったり蒼くなったりしている（意外に純情な）ジャンヌ学長を潤んだ瞳で見上げつつ、水着の中へ細指を挿し込む光秀。淫毒を擦り込まれた粘膜花弁が焼きつきそうなくらい焦れていて、布越しの刺戟では物足りなくなってしまったのだ。

			「ふぁ……ッ！」

			　直じかに触れた途端、土手肉に微弱電流が走り抜けた。しなやかに反り返った背がビクン、ビクン。仰向いた頬が薔薇色に染まり、切れ長の瞳がうっとり微笑む。

			「学長先生だって、すぐに……触手にされているうちは、まだいいのよ。でも、離れたらすぐに……あ、あは……あはは、あはぁン！　き、気持ち、イイ……ッ！」

			　まだ話の途中だというのに、恍惚の笑みを浮かべた優等生がビクンビクンと震え始めた。閃く快感に抗あらがえず、我を忘れてしまったようだ。

			「ちょ、ちょっと貴女、しっかりしなさい！」

			　あまりにも気持ちよさそうな美少女を見て、ジャンヌ学長は耳の先まで真っ赤になった。人格的にいろいろと問題のある彼女だが、一応聖職者でもある。ミスコン程度なら許容できるが、これほどあからさまにいやらしいと拒否反応が先に立つ──が。

			　ヒトのことをとやかく言っている場合ではなかった。

			「うぅ……くぅぅ……ぁあっ！」

			　いやらしい触手に、尻穴を犯されている。

			　唇が震え、開いて、光秀に負けないほど恥ずかしい吐息が溢れ出してしまう。

			　うねる肉紐に揉み解され、甘く痺れた括約筋。蛇のようにのたうつ触手がわずかに前後するたび、肛門がクポ、クポと捲れ返り、淫らに蕩けていく。

			「いけない、私としたことが……お、お尻……ああ、お尻が、こんなに……」

			　震えるほどに羞じらっても、もはやどうしようもなかった。触手に犯された尻穴は心地よく蕩け、腰から下の感覚がすっかり薄れている。直腸の奥の奥まで潜り込んだ肉紐が力強くうねれば、

			「くふ……ぁあっ!?　お腹まで……ぁあ、うぅうっ！」

			　裏側から突き揺すられた子宮に肉悦の溶岩が沸騰し、催淫液を擦りつけられてもどかしさを覚え始めていた全身の柔肌がさらに感度を高めてしまう。

			　香る汗を滲ませて芳ほう醇じゅんに熟れていく大きな乳房、水着を突き上げ裏地に絡みつかれて鋭い快感を発し始める左右の乳首。

			（ダメ、ダメ……学長である私が、こんなはしたない姿を晒しては……）

			　手で隠したいのだが、ぬめる触手に手首を重ねて括られ、バンザイの恰好に引き伸ばされているから、どうしようもない。肉感的な身体は粘液まみれの触手にギュチギュチと緊縛されて、大股開きにされた脚線美を閉じることもできない。

			　できることはただひとつ、声の限りに叫ぶことだけ。

			「え、エリザッ！　私を助けなさい！」

			　学長としての威厳を精一杯込めたつもり、だったのだが、

			「うるせぇ、婆ァッ！　アタシに命令すんなッ！」

			　縄使いのロリッ娘は、相変わらず反抗的だった。

			　背から生えた無数の縄紐を巧たくみに操り、迫る触手を迎撃している。しかしひとりではない。いつ合流したのか、砂使いの氏康・水弾使いの義元と背中合わせになっている。それぞれが自分たちの前方百二十度を守備範囲として、何千、何万と増えた触手の群れを相手に善戦してはいるが──それが限界。

			「こっちだって手一杯なんだ、テメェのことはテメェで始末しやがれ！」

			　叫ぶエリザの声を背に聞いて、

			「……なんだかトゲトゲしてますのね、聖ジョウント学園のみなさまって」

			　氏康が呆れ顔──いやまあ、相変わらずの笑い顔なのだが──で呟いた。

			「普段はお上品なのに、本当は怖い方たちでしたのね」

			　と義元も、自分たちのことを棚に上げてポツリと言う。

			　ほかのだれに言われても反論のしようがないが、貴女たちには言われたくない──と、思わず叫びそうになったジャンヌ学長だが、そんな余裕はなかった。

			「ぁうっ!?　ああ、せ、背中ぁあっ！」

			　にゅるん、にちょん──調子に乗った触手の群れに、無防備な背が撫で回される。冷たく濡れてプリプリとした、細長い弾力が、背骨をひとつひとつ舐め上げ、肩胛骨の縁を辿ってクチュリ、ヌチュリ、ネチョリ──。

			　くすぐったく、おぞましいのに、粘液を擦り込まれた柔肌が次第に感度を増し、気がつけば舐められることを欲し始めていた。

			　宙に吊り上げられた身体が捩れ、悶える。

			　気持ち悪かったはずの触手が愛おしくなり、もっと触れて欲しい、もっと締めつけて欲しい、と切ない想いが込み上げてくる。

			（いけない、このままでは……きっと、あんな風になってしまう……！）

			　怯える瞳が見つけたのは、太い触手にしがみついてしきりに股間を擦りつけている半裸の美少女──武田〈柚菜〉晴信。

			　兄・信虎を助けられなかったショックで呆然としてた彼女は、襲いかかる触手を払い除けようともせず、しばらくの間されるがままになっていた。その結果、全身の柔肌に催淫液を擦り込まれ──。

			「お兄様、ああ、お兄様ぁッ！」

			　いまはもう、イソギンチャクの触手と信虎も見分けられない様子。

			「い、意地悪……意地悪ぅっ！　アソコが疼くの、お尻の穴もムズムズするのよ！」

			　紅いビキニパンツはまだ穿いている。触手に絡みつかれて半分以上ずり落ち、桃の実のような尻房がほとんどはみ出しているが、それでも一応、穴は守られている。

			　にもかかわらず、晴信は牝犬のような痴ち態たいを止めようとしない。

			　指ほどの太さの肉紐に肛門を舐めせせられ、繊細な菊膜に催淫液を擦り込まれている。秘裂を割り開かれて粘膜花弁をクチュリクチュリ、尿道や膣口にもいやらしい粘液を塗りつけられて──狂おしいほどの焦れったさに追い詰められ、わななく声で鳴きながら必死に腰を振りまくる儚げな美少女。

			「コレ、コレ……柚菜、好きなの……お兄様の、太くて硬い、お、お、おちん、ちん！」

			　岩屋で兄の巨根にしていたように、夢中で触手に口唇を這わせ、乳谷に挟んで、伸びやかな全身を使って懸命に奉仕。

			「なんといやらしい……公衆の面前で、なんと浅ましい……！」

			　伴天連教がもっとも嫌う淫らさを見せつけられ、ジャンヌ学長は美しい眉を逆立てた。

			　とはいえ、彼女も大して変わらない。

			　ヌポヌポと穿られた尻孔は心地よく痺れ、腰骨まで快感に蕩けてしまったのか、脚の感覚が薄い。無数の触手に緊縛された女体は空中に転がされ、四つん這いにさせられて──乳房や秘部、尻房だけでなく内腿や腋下まで、赤ん坊の指先のような細い肉紐にコチョコチョ責められている。

			　思わず声がこぼれそうになるほど、気持ちイイ。少しでも気を抜くと頬が弛み、妖しい笑みが浮いてしまう。

			　淫悦に蕩けた瞳、紅みを増してプクッと膨れた柔らかな唇、髪の生え際や耳のうしろにフツフツと噴き出してくる香汗の珠──淫らな光景を見せつけられて一瞬怒りを覚えても、ぬめる触手に尻穴を抉られれば閃く肛悦に心が蕩け、激しい感情は長続きしない。

			　とにかく、この触手から逃れなければ──。

			（お、お尻の穴で、い、い……イかされて、しまう……！）

			　考えただけでもプライドがひび割れた。

			　美しく有能な聖ジョウント学園の至し宝ほう・ジャンヌ〈アンナ〉ダルク学長が、おぞましい下等生物に穢らわしい肉穴を犯されて、絶頂に達してしまうだなんて──。

			　しかも、世界中から呼び集めたＶＩＰが見ている。ほとんどが逃げ去り、いま残っているのは十人ほどだが、だれにも見られたくない恥ずかしい姿をジロジロ見つめられているのだから、十人でも多すぎるくらいだ。

			　なんとしてでも逃れなければ、取り返しのつかない事態になる前に状況を打開しなければ──縋る気持ちで、唯一善戦しているエリザ・氏康・義元たちを見るが、向こうも自分たちの身を守ることでいっぱいいっぱいだからジャンヌ学長に目も向けない。

			（ええい、肝心なときに……！）

			　役立たず三人組に見切りをつけた学長は、

			「四郎、四郎……四郎さんっ！　なにをボウッとしているのです!?　お前がコレを呼び出したのでしょう!?　早くコレをなんとかしなさい！」

			　対岸に蹲うずくまっているスクール水着姿の美少女に呼びかけた。

			　どういうわけか、彼女だけは触手に襲われていない。召喚主だから無事なのか、ならばイソギンチャク本体も制御できるのでは──と期待を込めて思ったのだが。

			　ゆらり、と立ち上がった美少女は、天草〈茜〉四郎ではなかった。

			　凛々しかった表情はどこか虚うつろで、涼しげだった目元は兇々しくて──それもそのはず、四郎が「灰緑色に腐敗したヘドロ」と感じた存在に、完全に乗っ取られているのだから。

			　かつて四郎だったソレは、おもむろに細い腕を広げ、鉛色の雲が渦巻く空を仰いで、

			「イア！　シュブ・ニグラス！　大いなる森の黒山羊よ、我は汝を召喚する者なり!!」

			　妖しい呪文を唱え始める。

			「な……なにしてるのですか、四郎さんっ!?」

			　焦るジャンヌ学長を無視し、蒼白な顔に恍惚の笑みを浮かべて、

			「デルレス・レダ、モラルダ！　アイド、フウェド、レクバ、ロヴン!!」

			　高らかに言いきる四郎モドキ。

			　途端、岩風呂全体が沸騰したようにボコボコと泡立ち──仔犬ほどの大きさの、クラゲのように透き通った生き物が次から次へと現れた。

			　その数は百か千か、あるいは万にも達しようか。

			「な、な、ななな……なにを呼び出したのですか、四郎さん!?」

			　信虎登場時と同じ言葉を、思わず叫ぶジャンヌ学長。

			　今度のコレは芝居ではない証拠に──ニィッと笑った「四郎だったモノ」が、

			「シュブ・ニグラスの子らだ」

			　鑢やすりを摺すりあわせているような耳障ざわりな声で、しっかりと答えた。

			　シュブ・ニグラス──「千匹の仔を孕はらみし黒山羊」とも呼ばれる、古の邪神。豊ほう穣じょうの女神とも地の精霊とも言われるが、崇拝していた文明が有史以前に消滅しているため確かなことは分からない。

			　仙獄島に封印されている旧支配者とは、それのことだったのか──詳細は不明だが、目の前に無数の怪物がいることは確かだ。

			　ずんぐりした身体、指の間に水掻きのついた手足。首はなく、頭は平べったくて、横向きについた目玉が金きん目め鯛だいのように大きい。手足を生やしたアメフラシのような、あるいはヒレや触手を生やした尻尾つきのカエルのような──形容しがたい小型の化け物たち。

			　巨大イソギンチャクの触手より機敏に動くそれらが、触手から辛かろうじて逃れていた義元たち、信長たちに、一斉に飛びかかる。

			「新手かッ!?」

			　巨大カエルのブヨブヨした腹に、生体スタンガンを打ち込む信長。ぶぎゃ、と奇妙な鳴き声を上げたソレは数匹の仲間を巻き込み、遙か彼方かなたまで吹き飛んでいく──しかし。

			「くそっ！　コイツら、数が多い上に、速いッ！」

			　一匹を殴り飛ばした腕に、二匹三匹としがみついてきた。それらを払い除けていれば、今度は腹や背中、脚に、五匹、十匹、二十匹──イソギンチャクの触手と違い、確かな手応えはあるのだが、なにしろキリがない。水弾や縄紐を使って善戦していた義元たち三人組も、岩風呂の端へどんどん追い詰められている。

			「マズいな、これじゃあジリ貧だ……あッ!?　ち、畜生ッ！」

			　群れを成して襲いかかってくる小型の化け物に気を取られ、足下への注意が疎かになっていた。ほんのわずかな隙を突かれ、水中を走ってきた太い触手に足首を掴まれて、逆さに吊り上げられてしまう信長。

			　ロケットのような加速。引っ張られている脚が抜けてしまいそうだ。

			「チィイッ！」

			　身を捻り、極彩色の触手に生体スタンガンを叩き込もうとしたが、風圧が凄まじくて腕が動かせない。そうこうしているうちにパッと放され、虚空へ投げ出される。

			　慣かん性せいの法則でなおしばらく上昇し続け──やがて、一瞬の静止。

			（た……高ッけぇ……）

			　首を巡らせ下を見れば、全長五十メートルもある瓢箪型の巨大岩風呂が落らっ花か生せいのように見えた。頭の中に図を描いてザッと計算すると、現在の高度は百五十メートルくらい。

			　先ほどまであれほど騒がしかった少女たちの悲鳴もいまは遠く、小さく掠れ──重力に捉えられて容赦のない加速が始まると、耳に響くのはビョウビョウという風の音だけ。

			　鉛色の雲が垂れ込めているにもかかわらず、信長の周囲はまったくの無風だった。しかもあの巨大イソギンチャクは、分度器で測ったように真上へ放り上げてくれた。下手に手足を振り回したらどうなるか分からないが、ジッとしていれば再び岩風呂へ──いや、イソギンチャクの頭に落ちるはず。

			　もちろん、いくらブヨブヨなアレでもクッションにはならない。この高さから落ちれば水面ですらコンクリート並の硬さだ。万能型のテレポーターか強力なサイコキネシストがいれば助けてもらえるかもしれないが、眼下の温泉は阿あ鼻び叫きょう喚かん、自分たちのことで手一杯で、他人を助けている余裕などだれも持ちあわせていないだろう。

			（ダぁメだァ、こりゃあ……このまままっすぐ落ちて、ヤツの脳天をブチ抜いてやるか。そうすりゃ、ほかの連中は助かるかもしれねぇしな）

			　なんとかなりそうなら全力を尽くすが、どうにもならないと分かればあっさり諦めるのが織田〈希莉香〉信長だ。できることはなにもないと見極めた途端、顔を空に戻し、微笑みながら目を閉じる。

			　人生わずか十数年。下天のうちをくらぶれば、夢まぼろしの如くなり──。

		

	

			第六章　孤軍奮闘

			


			　──是非に及ばず、とばかりに諦めの境地に至った信長だったが、一応主人公なのだしそう簡単に死なれては困る。

			「姐さんッ！」

			　いきなり頭のうしろで男の声が聞こえ、風に煽あおられていた白くしなやかな身体がたくましい腕に抱き留められた。乱れる髪を手で押さえつつ、暴風に目を眇すがめながら首だけ捻って背後を見れば、それは学ランを着た優男・前田〈俊充〉利家。

			「テメェ……バカか!?　前にしか跳べないお前が来たって……」

			「その点抜かりはありません。コレを考えたのは俺ですからね」

			　優男の肩越しに、ヤクザ顔負けの怖い顔をした青年が厳つい笑顔を表した。利家と同じく応援団員の、柴田〈亮〉勝家。

			「お前ら、いったいなに考えて……あ!?　まさか、勝家のカ×ハ×波で!?」

			　勝家の遠気当ては物理的な反応を引き起こすから、確かに反動で勢いを殺せるかもしれない。だが、そんなことをしたら下の岩風呂でカエル面の化け物に襲われている学生たちもただでは済まないだろう──そう思い、止めようとした信長は、勝家の背でハタハタと揺れているビーグル犬の垂れ耳のような髪房と、

			「な、な……なんでアタシまで!?」

			　細い手足を振り回してキーキーと叫んでいるエリザを認め、合点がいった。

			「秀吉の幸運とこのガキの縄があれば、なんとかなるでしょう」

			「……ああ、そうだな」

			　ニィッと笑う、柄の悪そうなふたり。

			　それに負けじと、本性を現した金髪のロリッ娘が、

			「なに勝手に決めてンだよ、ああっ!?　このエリザベート〈エマ〉バートリー様が、異教徒に手を貸すわけねぇだろうがッ！」

			　口汚く罵ののしりながらバタバタともがく。

			　西開学園非公認応援団のメンバーに取ッ捕まったエリザは、彼らの身体を縛りあわせる縄の一部として、有無を言うヒマもなく連れてこられてしまったのだ。

			「放せ、この……いくら脅されたって、お前らなんか……ぜ、絶対に、助けるもんか！」

			　敬虔なる伴天連教徒として精一杯虚きょ勢せいを張ってはいるが、

			（し、死ぬ……死ぬ死ぬ死ぬッ！）

			　その幼い顔は蒼褪め強張り、声は引き攣って震えていた。

			　テレポーターに拉致られるほど始末の悪いものはない。

			　ふと気がつけば高度約百メートル。いくら必死にもがいても、声の限りに泣き叫んでも、重力という無む情じょうな方ほう程てい式しきはねじ曲げられない──と。

			　学ラン姿の青年たちの肩越しに不敵な笑みを覗かせた信長が、

			「いい根性だ、気に入った。オレの応援団に入れてやる」

			　意味不明なことを言い出した。

			「な……なに言ってンだお前、こんなときに!!」

			「こんなときだから、だよ。オレの応援団の団員なら、一緒に死ぬのは本ほん望もうだろう？」

			「ば、ば……バカかぁぁあッ!?　そんなに簡単に諦めてどうする!?　……ってか、アタシはお前らとなんの関係もないじゃないか！　なのになんでお前らと一緒に……放せ、放せ放せ異教徒！　たぴおかぱん!!」

			「なんとでも言え。どうせ俺たちには選択肢なんてないんだ。さあ、こっち来いよ。お前、性格は最悪だが見た目はなかなか可愛いからな。死ぬ前にギュウって抱き締めてやる」

			「いや……いやいや、死ぬのはイヤぁあっ！」

			　絶叫する美少女の背から──ビュシュシュッ！

			　無数の縄が矢ぶすまのように、真横へ向かって飛び出した。四方八方、いや、車軸のようにビッシリと、放ほう射しゃ線せん状に長く長く伸びる。

			　縄のひとつひとつにはエリザの超能力が込められているから、風圧に撓みながらも棒の状態を保とうとする。それはまるで、柄がなく油紙も張っていない唐から傘かさが、逆さになって落ちているような形。

			　一本一本はさほど太くない縄でも、長さと数があればエアブレーキになる。一塊になって落下する五人の速度はみるみるうちに低下し──だが、それでもまだ速すぎた。あんなに小さかった岩風呂がアッと言う間に視界一杯、触手に絡みつかれて泣き叫んでいる女子学生の顔形まで、すぐにはっきり分かるようになる。

			「もうちょいだ、エリザ！　気張れッ!!」

			「気楽に言うなぁ、異教徒ぉおッ!!」

			　コメカミに青筋を浮かべた柄の悪い金髪美少女が、超能力を全開。

			　鋼の意思を縄に込め、硬ささえ感じる空気に逆らって、尖端をグイッと曲げる。

			「こ、んち……ッく、しょうぉぉおお────────ッ！」

			　──ドパァッン！

			　広い岩風呂のあちこちで、一斉に柱のような水飛沫が吹き上がった。

			　大きく円形に広がっていた何千本もの縄が、ほぼ同時に、砲弾のような勢いで突き立ったのだ。波打つ湯面を貫いた尖端は、底の岩にも深々と突き刺さる。

			　それは──阿鼻叫喚の温泉の中央に、突然鳥とり籠かごが現れたような、異様な光景だった。綺麗な弧を描く縄たちの中心、互いにヒッシと抱きあった四人といまだに失神したままの秀吉が、グゥンと撓む縄に支えられて一旦深く沈み込み──ようやく、速度ゼロに。

			　一番深く沈んだとき、ちょうど真下にいる巨大イソギンチャクに触れそうになったが、わずか数センチの差で接触は免まぬがれた。秀吉の幸運体質のおかげだろう。

			「や、や……やればできるじゃねぇか、チビスケ」

			　グラスファイバー製の棹さおのようによくしなる縄に再び持ち上げられつつ、強張った頬に安あん堵どの笑みを浮かべる信長。

			　限界を超えるほど超能力を振り絞り、余裕などないはずのエリザも、

			「こ……これ、くらい……はぁ、はぁ……か、軽い……もん、よ……はぁ、はぁ……」

			　ぜいぜいと喘ぎながら声を振り絞り、強がりを言う。

			　デレ要素皆無の純粋ヤン属性少女ふたりなので、友情表現はこの辺りが限界だ。

			　一方──半径二十メートルほどの円周に沿うように無数の槍が降ってきたようなものだが、幸いなことにひとりの学生も貫かれておらず、逆に小型の化け物やイソギンチャクの触手には甚じん大だいなダメージを与えていた。これもまた、秀吉の体質が為せる業だろう。

			　性しょう根ねの優しいロリッ娘は、自分の周りでだれかが死んだら非道いショックを受けてしまう。そんなことが身の回りで起きないよう、無意識のうちに幸運のお裾分けをしてしまうから、「極度の」幸運体質と呼ばれているのだ。

			　──もっとも、被害なしというわけではない。

			「ちょ、ちょっとッ!?　狙ったわねええ狙ったでしょう絶対いまの狙ってた！」

			　耳の先まで紅く染め、頭の上にヤカンのように湯気を噴いて、叫びまくる義元。

			　彼女の細くスラリとした腕は、乳白色に輝く巨乳をムギュッと抱き歪めていた。突然上空から降ってきた槍のような荒縄に、乳谷をシュパッと掠められ、メロン色のビキニトップを奪い取られたのだ。

			「どさくさに紛れて私を亡き者にしようだなんて……どこまで卑怯なの、ノブナガッ!!」

			「義元さん！　いまはそんなこと……クッ！」

			　金髪縦カールのうしろで必死に粉体操作している氏康が、腕にしがみついてきたブヨブヨを蒼褪めながら払い落とす。三人組でようやく応戦できていたのだから、エリザを奪い取られたいま、ふたりはジリジリ追い詰められていた。しかも──。

			「私に乳房を晒せと!?　まあ、なんてヒトでしょう！　私に恥を掻かせて自分だけ清らかな乙女のイメージを維持しようだなんて、貴女も相当な卑怯者ですね、氏康さん！」

			　ユサユサ揺れる双球を細腕一本で庇かばいつつ、叫ぶ義元。

			　必要は発明の母、というわけで、彼女はこの戦闘の最中、手首のスナップを利かせて小型の水ギロチンを飛ばす技を編み出していた。射程は三メートル程度、自分の身を守ることにしか使えないが、ほとんどの学生が触手やブヨブヨを弾き飛ばすのが精一杯の中、唯一具体的なダメージを与えていたのが金髪縦カールの高飛車お嬢様だ。

			　それが、こぼれ出た乳房を庇うため片腕だけになったから、当然弾数が半減する。

			　手足を生やしたアメフラシのような小型の化け物たちが、ここぞとばかりに集まってきた。背に生えた触手を揺らし、ヒレをユラユラさせて、ヘドロの泡が弾けるような不気味な笑い声を立て、義元たちに飛びかかる。

			「きゃぁあっ！　の、信長っ！　そのおチビちゃんを返しなさい！」

			「信長さんは利家さんと一緒に一度この場を離脱して、応援を連れてきてください！　信秀さんがここに来ていないということは、西開にはまだ戦力が余っていますでしょう？」

			　ずっと戦い続けていた義元と氏康は必死に叫んでいるが、九死に一生を得たばかりの信長はいまだ安堵の真っ直ただ中なか。

			「いや、そんなこと言われても。姉貴はいま、ちょっと野や暮ぼ用ようで……」

			　ふたりほど真剣な危機感を覚えることができず、困った笑顔を浮かべながら誤魔化そうとして──腹にシュルリと巻きつく縄に気づき、「おろ？」と間抜けに首を傾げる。

			「なにしてるんだ、エリザ？　オレを独り占めしたいのか？」

			「……ごめんね、信長。アタシもう、限界なんだ。これ以上、縄を維持できない……だから、ね……生け贄になって！」

			　ぐるん！

			　空中で一塊になっていた五人が、一斉にひっくり返った。鳥籠状に広がっていたエリザの縄がほとんど同時に力を失い、根元からちぎれたのだ。

			　残っているのはわずかに二本、そのうちの一本は幸運のお守りである秀吉（いまだに失神中）をヒシと抱き締め、残りのもう一本は信長をシッカと括って、

			「そうら、お食べ！」

			　眼下で触手をゾワゾワさせていたイソギンチャクの頭頂部（？）へ、ポイッと放る。

			「どわぁっ!?　エリザ、テメぇ……」

			「よく考えたら、アタシが死にそうな目に遭ったのはお前ら異教徒のせいじゃねぇか！　死ね、死ね！　異教徒はみんな死んでしまえッ!!」

			　エリザのヒステリックな笑い声に、なにか反論してやろうと信長が身を捻ったとき、その視界がヌラヌラ光る極彩色の壁に遮られた。

			　切り株のように見えていたイソギンチャクの頭頂部、その真ん中に突如ポッカリと空いた深い穴に、はまり込んでしまったのだ。

			　──べちゃっ！

			　尻餅をついたその場所は、冷たくぬめる水溜まり。

			「うわっ!?　なんだこりゃ!?」

			　慌てて立ち上がると、手や尻にぬっちょりと生臭い粘液が粘ついてきた。前後左右に立ち塞がる肉の壁は信長の背よりも遙かに高く、爪先立ちになって手を伸ばしても縁には届かない。足下がブヨブヨしているためジャンプできず、壁は粘液にぬめっているからよじ登ることも不可能。

			「くそ……あっ!?　ちょっと待てコラ……うわぁっ!?」

			　視界を塞いでいる肉膜が、消化中の胃のように蠕動し──いくつもの亀裂を生じさせて、その中から無数の触手を生やし始めた。胸に迫る肉紐を叩き落としている間に、足首にニュルッと絡みつかれてしまう。それを蹴り剥がしていると背を舐められ、反射的に裏拳を放つとその肘に、手首に、ニュルリニュルリ──。

			「ちぃっ！」

			　触手に引っ張られた腕をそのまま突き出し、ブヨブヨした肉の壁に押し当てる信長。

			　頭上から垂れてきた肉紐に艶やかな黒髪が撫でられ、耳朶やうなじをぴちょりぺちょりと舐められるが、拳頭に意識を集中して、

			「下等生物の分際で、オレを舐めるんじゃ……ねぇっ！」

			　──ドンッ！

			　渾こん身しんの生体スタンガンを放つ。

			　衝撃は巨大イソギンチャクの胎内を駆け巡り、信長を取り囲んだ肉膜が大きく激しく波打った。手足に絡みついていた触手も一瞬硬こう直ちょくし、簡単に振り解くことができる。

			（……いける！）

			　右腕の周囲だけだが、触手が退いて自由になった。すかさず肘を曲げて蓄勢、サラシを巻いた胸にベチョベチョと触れている肉紐を殴りつけ──られない。

			「あっ!?　ち、畜生ッ！」

			　曲げた肘が背後の肉壁に当たった瞬間、まるで待ち受けていたかのように粘膜が裂け、育ちすぎた蚯蚓みみずのような触手がブワッと溢れ出してきた。身を返すヒマもなく絡みつかれ、引っ張られて──右腕全体が肉の壁に呑み込まれてしまう。

			「うぅっ!?　き、気持ち悪ぃ……ッ！」

			　握り締めた拳を這い回る、プリプリとした肉突起の感触。何千、何万という小さな舌に指の間をまさぐられ、舐め回されているようだ。下腕や肘には蠕動する触手が絡みつき、揉みまくられて、柔肌にちゅぱ！　むちゅ！　と生温かなキスが繰り返される。

			　密着しているのだから生体スタンガンを撃てるはずなのだが、あまりの気持ち悪さに意識が集中できない。

			「クソッ！　クソッ！」

			　悪態を吐きながら、どうにか動かせる左腕で闇雲に殴りつけていると、

			　──ヌヌ、ヌヌヌ！

			　今度は脚の間に、分厚い肉の隔壁が迫り上がってきた。

			　大まかな形は巨大な牛タン、しかし味み蕾らいの代わりにコリコリしたイボを無数に生やしている。慌てて膝を閉じようとしても、ゴムのような弾力を持つソレは濃密な粘液に濡れていて、脚の間に強引に割り込んでくる。

			　目指しているのは、褌に守られている股間か。

			「ちぃ……させるかっ！」

			　さらに力を込め、太腿を締めたのに──ヴン！

			　ヴヴヴヴヴヴヴ──ゥゥン！

			　膝の内側に貼りついた粘液まみれのイボイボが、細かく力強く震え始めた。

			「う、ぁあ……く、くそぉ……ッ！」

			　柔肉を伝い骨にまで響く、心地よい振動。

			　ねっとり濡れた感触も、体温を奪い取っていく冷たさも、脚を無ぶ遠えん慮りょに揉み込んでくる小刻みな振動も──ただただおぞましいはずなのに、なぜか心地よさが溢れてくる。

			「な、なんだ？　なんだってこんな……あ!?　そうか、催淫成分か！」

			　巨大イソギンチャクの粘液を擦り込まれると、神経が張り詰めて感度が増してしまうのだ。その威力は、いつも沈ちん着ちゃく冷れい静せいな明智〈沙耶〉光秀が公衆の面前で羞じらいながらオナニーしてしまうほど。

			「くそっ！　くそっ！　放しやがれ、化け物ッ!!」

			　自分の恥ずかしい姿を想像しかけた信長は、必死になって腕を振るった。

			　だが、焦って繰り出す拳に生体スタンガンの効果はなく──それどころか、ぬめる肉壁を叩くたび頭上から生臭い粘液が降ってきて、長く艶やかな黒髪にべったり粘つき、いやらしい冷たさが頭皮にまで染みついてくる。

			　そうこうしているうちに、

			「ふぁっ!?　あ、あ……うぅうっ！」

			　しなる背筋に硬いイボイボが擦りつけられた。

			　背後の肉壁が、いつの間にかすぐ近くまで迫っていたのだ。

			　ムニムニ、クリクリ──親指くらいの大きさの、消しゴムくらいの弾力の塊が、五つか六つ。サラシに守られた肩胛骨や柔肌にうっすらと浮き上がっている背骨に丸い尖端を押し当てて、小さな円を描いてくる。

			　知らず知らず強張っていた筋肉が、揉み解された。

			　クイ、クイ、と揉まれるたび、背筋がどうしようもなく蕩けていく。首筋が楽になり、肩が羽のように軽くなった。肉イボを濡らす粘液のヌルヌルした感触も、

			（き、気持ち……イイ……じゃなくってっ！）

			　力強いマッサージに弛みかけた心を引き締め、拳を握り直す信長。

			　生体スタンガンは拳面が触れた場所から気を乱し、相手を一瞬硬直させる能力だ。冷たくぬめりブヨブヨした巨大イソギンチャクでも、硬直している間は硬い。そこを続けざまに殴り続ければ、あるいは活かつ路ろが見出せるかも──。

			　目を瞑り、呼吸を整える。

			　ぬちょ、ねちょ、と舐め回されている背筋やヴンヴンと揉み解されている太腿を意識の外へ追いやり、丹田に輝く太陽をイメージして──しかし。

			「はぅっ!?」

			　たわわな乳房全体に冷たい粘膜がヌチョッと貼りつき、せっかく高めた集中力が途切れてしまった。慌てて胸を見下ろすと、サラシで締めた巨乳全体が、ふたつ並んだ大きな吸盤に咥くわえ込まれている。

			「て、テメェ……ッ！　オレの胸に、なにして……ぁあっ!?　うぁああっ!?」

			　左右の乳房全体が、ムチュ、ムチュ、と吸い立てられた。サラシに守られているはずの乳首に鋭い吸引感が閃き、感じやすい肉豆がたちまち充血して、濡れた布地を突き破らんばかりにプクッと勃起。

			　それだけではない。

			　胸の双球に貼りついた肉のお椀には指先のようなイボイボが無数に生えていて──柔らかな乳肉をムニムニと揉み、きつく巻いたサラシをこじ開けて、乳肌に触れようとする。

			「うぅ……あぁ、あ、熱い……!?」

			　肉イボの群れに蹂じゅう躙りんされた乳房が、内側からじんわり煮え始めた。

			（くそう、畜生……こんな、ゲテモノに……ッ！）




[image: ]

			


			　歯軋りする脳裏に、フッと秀吉の顔が過る。

			　レズ友達のロリッ娘は、信長の求めに応じて一生懸命揉んだりしゃぶったりしてはくれるが、あまり上手ではない。健気な姿が愛おしく、毎回褒ほめてはいるものの、実を言えばいままで気持ちイイと思ったことは一度もなかった。

			　それに比べたら、このイソギンチャクは──。

			　メロンほどもありそうな信長の巨乳を生温かくぬめる粘膜でパックリ咥え込み、上下左右からムニムニと揉み回してくる。強すぎず弱すぎない、適度な力加減。

			　歪められた乳肉に甘い気持ちが膨れあがり、濡れたイボイボでヴンヴンされると乳肌に心地よい痺れが充満する。ズレたサラシからはみ出してしまった柔肌はもちろん、まだ布地に守られている乳谷までもが、快感を覚え始める。

			（こんな、こんな……気持ち悪いヤツが……秀吉より、気持ちイイ、だなんて……！）

			　巨大イソギンチャクの粘液に含まれた催淫成分がサラシを染み抜け、乳肌に浸透しているのだ。大きな美乳全体が性感帯に作り変えられ、だからこんなに感じてしまうのだ──蕩け始めた理性が震える心に言い聞かせるが、堕ちていく自分を言い訳しているようなうしろめたさが拭えない。

			「放せ、放せ、この……ッ！」

			　おぞましい化け物と可愛い秀吉を比べてしまった自分に腹を立てつつ、必死にもがく信長。触手に絡みつかれた腕を胸へと回し、乳房に貼りついた肉膜を引っ掻いてみるが、表面を濡らす粘液に滑って掴むことすらできない。その間も冷たい吸盤はムギュ、ムギュ、といやらしい蠕動を繰り返し、乳房全体が強く鋭く吸い立てられてしまう。

			　さらに──ぬぬ、ぬぬぬっ！

			　太腿のつけ根にも、ぬめる肉イボが擦りつけられた。信長の脚の間に迫り上がった肉の隔壁が、頂上を平らにして、弾力のある鞍あん馬ばとなったのだ。

			　太腿が左右に開く。

			　褌に守られた股間が、無数の肉イボを生やした曲面にしっかり乗ってしまう。

			「ち、畜生ッ！」

			　薄布越しにコリコリしたイボを感じた信長は、脚の間にある肉塊を膝で挟み、腰を浮かせようとした。だが、鞍馬の前後が迫り上がり、逃げる尻や恥丘を追いかけてくる。

			　捩る腰にニュルンと巻きついてくる、蓮れん根こんのような触手。

			　せっかく浮かせた尻が無理矢理戻され、

			「あ……ッ!?」

			　鞍馬に再び落ちた股間に、グリッと喰い込んでくる硬い感触。

			　先ほどまで緩やかに湾わん曲きょくしていた座面の中央、ちょうど尻割れから秘裂に当たる部分に、ほかよりもしっかりとした塊が列を成していたのだ。ピンポン球ほどの大きさのゴムボールが、背骨のように連なっている感じ。

			　褌の中央が押し上げられ、尻房が左右に押し退けられた。

			「こ、このぉ……ッ！　ああ、く、くそぉっ！」

			　喰い込む感触を恥じて腰を捻ると、尻穴や会陰部が股布越しに揉み込まれる。さらにもがけば褌がキュンキュン引っ張られ、ズレ動く裏地に感じやすい割れ目をしごかれて、秘裂にまで心地よい感覚が閃いてしまう。

			　しかも──ヴヴン、ヴンヴンヴン……！

			　肛門から秘裂までしっかり喰い込んでいる肉珠の列は、電動玩具のように振動していた。

			「ふ、あ、ぁああ……」

			　恥丘に刻み込まれる淡い快感。

			　甘やかな激震に揉み解されてしまう尻穴。

			　秘裂や肛門はまだ褌に守られているが、しかし薄布一枚ではニュキニュキと軋みながら蠢く粘膜の動きまでは遮れない。しかも布には、催淫作用のある粘液がねっとりと染み込んでくる。

			（うぅ……あっ!?　ふ、褌が、捲れて、しま、うぅ……！）

			　グッチョリ濡れた股布が、美少女の股間に喰い込んで細く縒れ始めた。幅を狭める股布の左右から、桜色に火照った肉畝がはみ出し──捻れた薄布に淫唇の縁がしごかれ、淫核が圧し潰された。肛門を責めている振動が喰い込む股布を伝い、秘裂にも、クリトリスにも、ビンビン響き始める。

			「ち……畜生、畜生ッ！　下等生物の分際で、オレの身体に、軽々しく触れるなッ！」

			　湧き上がる快感と羞恥を怒りに変えて、左拳を突き出す信長。

			　だが、精神の集中ができていないため、生体スタンガンはまたしても発動しなかった。

			　殴られるまま柔らかく凹んだ肉膜が、信長の拳をぬっちょりと包み込む。

			（あ、ヤベ……ッ！）

			　ブヨブヨした肉膜に、両腕が呑み込まれてしまった。慌てて引き抜こうとすると、冷たい粘膜は未み練れんがましく絡みつき、ニュウッと伸びてくる。腕を上下に振り、強引に引き剥がそうとすると──催淫液を滲ませる妖しい粘膜はいくつもの触手に枝分かれして、細腕にグルグル巻きついてきた。

			「くぅぅ……オレとしたことが、なんというお間抜けな……！」

			　闇雲に殴っても逆効果だ、といまさらのように悟った信長は、触手に絡みつかれたままの拳を腋に引き寄せ、瞼を閉じて、ゆっくり大きく深呼吸する。

			　このイソギンチャクの化け物にダメージを与えられるのは生体スタンガンだけ。ならばそれを一回だけ、最大出力で打ち込もう──。

			　美少女の覚悟を悟ってか、それとも獲物が大人しくなった意味を諦めと勘違いしたのか、巨大イソギンチャクはいやらしい触手の動きを強めた。

			　むちゅ、むちゅ──じゅぱっ！

			　たわわな美乳全体が、肉のお椀にしゃぶりまくられる。まるで歯のない口にパックリと咥え込まれ、咀そ嚼しゃくされているような──その内側では短いイボイボが小刻みに動き、いやらしい粘液に濡れたサラシが無理矢理掻き分けられた。

			　縒れた細布が乳肉に喰い込み、美しい丸みが緊縛された状態に。繊細な柔肌がムニュ、ムニュ、とはみ出し、振動する肉イボに直接愛撫されてしまう。

			「ふぅぅ……はぁぁ……」

			　乳房のあちこちに湧き上がる、甘い感覚。

			　自在に変化する化け物の粘膜は、指でもあり舌でもあり、唇でもあった。

			　サラシの間からはみ出した乳肉が、揉まれ、舐められ、吸い立てられる。肉悦に火照った柔肌が、抓まれ、せせられ、しゃぶられる。

			　揉み歪められた乳房に淫悦が蓄積し、双球が快感の塊になっていく。乳谷には愛液のようにねっとりとした汗が滲み、軽く擦れあうたび甘い痺れが反響する。

			　それだけでも、精神集中が途切れてしまうくらい気持ちイイのに──。

			「うっ!?　ぁあバカ、やめろぉッ！」

			　胸先に閃く、強烈な快感。

			　ズレたサラシの間から突き出ていた乳首が、蜜に濡れた指のような肉イボにクイッと捏ね潰されたのだ。

			「ンぅ……く、うぅぅ……」

			　乳房の頂点に実っていた快楽神経の塊が、軽く抓まれ引っ張られる。

			　弾ける快感を必死にこらえているのに、もっとも敏感な乳頭が蛇の舌のような細い触手にピトピトせせられ、

			「く、あ……ぁああっ！」

			　甘い電撃が乳芯にまで突き立つ。

			（気にするな、気にしちゃダメだ……集中、集中！）

			　上擦る呼吸を懸命に整え、乱れそうになった心を必死に静めていると──。

			　パクッ！

			「ふぁっ!?　ああ、く、くそ……ッ！」

			　小さな口のようなモノに、乳首が咥え込まれた。

			　敏感な肉豆の側面にねっちょり貼りついてくる粘膜、チュウチュウ吸い立てられる乳頭。

			　胸先に吸いついた吸盤は、赤ん坊の口のように蠢きながら少しずつ旋回していた。ぬめる粘膜が乳首に密着、硬く痼しこった肉豆を揉み解しつつ、滲む催淫液を擦り込んでくる。

			　クリトリスと同じくらい感じやすい快楽神経の塊が、濡れたビロードに包まれ、丁寧に磨かれているような──蕩けたバターのようにヌルヌルとした感触が、左右の乳首に気持ちイイ。吸盤が蠢くたび頭の中が白く痺れ、せっかく高めた意識が解けてしまう。

			「ちぃ……ッ！　放せ、放せッ！」

			　身体を捻り、巨乳を揺らして振り解こうとしても、それはますます強く吸いついてきた。乳房の奥に蓄積していた淫悦が、胸先へ吸い上げられる。ただでさえ硬くなっていた乳首がますます勃起し、痛いほど感じやすくなって──。

			「うぅ、く……はぅっ!?」

			　逃げ場のない乳頭が、毛のように細い触手にクイクイッと穿られた。

			　乳にゅう腺せんを逆流して乳房全体に反響する、快感。

			（うぅ、胸が……オッパイが……こんなに、気持ちよく、なっちまって……ああ……）

			　淫悦に溺れそうになった脳裏に、フッと秀吉の顔が過った。

			　信長の腕の中で仔猫のように安心しきり、ぷよぷよした手足を弛めきって、恍惚の境地にたゆたうロリッ娘──いや、違う。

			　栗色の髪をツインテールにした小柄童顔の美少女は、信長の妄想の中でいやらしい触手に絡みつかれていた。木の根のように捻れた男根に尻穴を犯され、吸盤つきの肉紐に秘裂を大きく割り開かれて、閃く快感に喘ぎつつ羞恥の涙をこぼしている。

			『やらぁ、やらやらやらぁ……イイよ、イイよぉ、お尻、イィイッ！』

			　波打つ喘ぎ、悶える身体。

			　幼気な頬は艶めかしく赤らみ、黒目がちの瞳は熱っぽく潤んで──尻穴をズズン、ズズン、と突き上げられるたび掠れた嗚咽を漏らす。

			　現実ではない。信長が勝手に想像しているだけだ。

			　しかし、幸運体質しかない秀吉は、だれかが守ってやらなければきっと──精神力の強い信長でさえ堕ちかけているのだから、耐性の弱いロリッ娘が触手責めを受けたらひとたまりもないだろう。そしてたぶん、幸運体質のために痛みも恐怖も覚えることなく、

			『信長さんより、ずっと、イィ────ッ！』

			　ほとんど平らな胸をぬめる触手に舐め回されて、弾けるように反り返る──。

			「く……あ、ぁあっ！」

			　肉の悦びに呑み込まれかけていた信長は、腹に力を込めて吼えた。

			「させる……かぁっ！　秀吉はオレのモノだっ！」

			　込み上げてくる怒りに乗せて、拳を腰に溜めたまま生体スタンガンを発動。

			　衝撃にイソギンチャクが震え、いやらしい触手の動きが一瞬だけ止まる。

			　だが、もちろん致命傷ではない。

			　数秒間硬直していた肉壁は、すぐにグチョリグチョリと蠕動し始めた。抗う獲物に腹を立てたのか、肉イボや触手の動きが先ほどより強く激しくなっている。

			「う……ぁあっ!?　ば、バカ、やめろっ！　そこは、そこは……ぁああっ！」

			　冷たい弾力をグリッと擦りつけられたのは、尻の真ん中、あると思うことすら恥ずかしい排泄器官。水みず飴あめに濡れたゴムボールのような感触に、菊膜が揉まれ、抉られ、グリッグリッと穿られる。その尖端がワラビのように解けて、ぴちょりぴりょりと舐められる。

			「く、ひ……うぅっ！」

			　頬が燃え出しそうなほど熱くなる。爆発する羞恥に、頭の中が真っ白になる。

			　奇き矯きょうな言動で変人と目されている信長も、歳頃の乙女だ。汚物をヒリ出す排泄孔は、ある意味で秘裂よりも恥ずかしい場所。

			　だれかに見られただけでもきっと、我を失うほどに赤面するだろう。だれかに触れられでもしたら、羞恥のあまり相手を撲殺してしまうかもしれない。

			　それを、そんな恥ずかしい場所を──ぬちゅん、れちょん！　クイ、クイ、クイ！

			　冷たい粘液に濡れた舌のような触手に、舐められ穿られ、抉られている。

			　一本だけではなく、二本、三本……五本……十本……細かな皺のひとつひとつにいやらしい粘液を擦り込もうとしているように、十数本の触手が尖った尖端を押しつけ、くねらせて、意識したくない尻穴を執拗に揉み解してくる。

			「や……あ、あぁ!?　くそ、なんでこんな……あぁ……ああ、蕩け、るぅぅ……」

			　汚いはずなのに、恥ずかしいはずなのに──怒りはどうしても湧いてこなかった。

			　秀吉のソコを弄り、心地よさげに目を細める様子を見ているから、気持ちイイ場所なのだろうなとは思っていたが──自分で体験するのは初めてだ。

			　プリプリとした弾力に冷たいぬめりを擦り込まれ、力強く揉み解される排泄孔。

			（これ、ココ……き、もち、イイ……そんなバカな、尻穴なんだぞっ!?　ああでも、秀吉だってあんなに……あぁ、そんな、そんな、そんな……溶ける、蕩けて、いく……）

			　執拗に擦り込まれている催淫液のせいだ、そうでなければこんな穢らわしい穴でこんなに気持ちよくなるはずがない──頭で思ってみても、尻穴が感じている快感が消えてなくなるわけではない。

			「ン、あぁ……ああ、ふぅぅ……」

			　肛門をクポ、クポ、と押されるたび、直腸に甘い痺れが充満する。小刻みに動く触手の群に菊膜をしごかれ、押し伸ばされるたび、閃く電流に背が捩れ、顔が火照って、頭の中が白く灼けていく。

			　肛悦、とでも言えばいいのか。

			　穢らわしいはずの肉穴が、無数の触手に弄り回され、悦びの肉穴に変わってしまった。

			　押されるままに腰がくねり、背筋が反って、

			「ち……く、しょうぉ……」

			　悪態とはうらはらに、頬が弛み息が上擦る。

			　尻穴に妖しい感覚が湧き上がるにつれ、胸の熱さも激しくなった。艶めかしい曲面をぴったりと覆った肉の吸盤が蠢き、じゅちゅ、ちゅば、といやらしい音を立てて吸われるたび、催淫液を直に流し込まれた乳芯に煮え滾った溶岩が湧き上がる。吸盤の内側に生えたイボイボが震え、乳肌をクニクニと揉み込まれれば、縒り捻られたサラシに緊縛された双球が火を噴きそうなほど熱くなる。

			「はぁ、ふぅ……へ、平気だ、こんなモン、どうってこと、ねぇ……！」

			　尻穴の疼きと胸の熱さ、秘裂に閃く鋭い淫悦──乱されそうになる心を必死に抑え、呼吸を整えようとしているのに。

			「く、あ……ぁあっ!?」

			　尻穴に押しつけられる、親指くらいの太さ、硬さの物体。

			　ハッとして力を込めても、執拗に揉み解され、生温かな粘液をたっぷりと擦り込まれていた肛門は少しも締まらない。

			（ああ、ああ……入って、く、るぅうっ！）

			　催淫液のぬめりに乗って、弾力の塊が尻穴へ潜り込んでくる。丸い尖端が穴の中央に無理矢理押し入ってくると、その表面に生えた小さなイボイボに菊膜がしごかれ、甘い痺れが産みつけられる。

			　うねる触手はしかし、一気に潜り込んではこなかった。ググッと圧力をかけては少し引き、信長に息継ぎする間を与えてから、再び圧力を高め──。

			「ぁあ、ぁあ……ぁああっ！　やめろ、やめ……ぁああっ！」

			　一押しされるたび括約筋がこじ開けられ、肛門が引き伸ばされていく。

			　尻穴の内側に少しずつ膨れあがる、おぞましい異物感。

			（お、犯され、る……犯されて、いる……）

			　いつもは勝ち気な美少女の頬に、恐怖と嫌悪、羞恥の色が閃いた。

			　心が焦る。早く逃げなければ、と背筋が震える。

			　なのに──。

			「ふぁ……ああ……尻、開く……ああ、そんな、そんなぁ……ッ！」

			　わななく声に滲み出す、淫らな響き。

			　グリ、グリ、と穿られている排泄器官が、どうしようもなく気持ちイイ。

			　ツクシの穂に似た肉瘤がわずかに回転しながら押し入ってくるたび、小さなイボイボを擦りつけられた菊膜に熱い感覚が湧き上がる。力強く揉み解された尻穴に微弱電流が駆け巡り、直腸や腰骨、左右の尻房まで甘く痺れてしまう。

			　触手に絡みつかれた腕を振り、ヌルヌル滑る粘膜に抗って必死に腰を捻るのに、肛門に尖端を潜り込ませた肉紐は決して離れてくれなかった。一定のリズムで押し、引き、もがく美少女の尻穴を少しずつ、しかし確実に押し開き──。

			「く、あ……ああっ！」

			　ズズンッ！

			　紡ぼう錘すい型の尖端が、とうとうすべて潜り込んでしまった。

			　杭のように太い肛悦が脳天まで突き抜け、信長の背筋が鋭く反る。

			（入って、る……オレの中に、触手が……太いのが……ああ、こんなにしっかり、こんなに奥まで……ああ、ああ……あああっ！）

			　上擦った心が胸の内に叫ぶが、しかし仰向いた顔に恐怖や嫌悪はない。

			　ふわっと開く眉根、艶めかしい桜色に染まる頬──切れ長の瞳は法ほう悦えつの涙に潤み、焦点を失って妖しく揺れる。野苺のように紅くぷっくりとした唇が微かにわななきながら、

			「ふぁ、あ……あはぁ……」

			　甘く蕩けた吐息を漏らす。

			　ダメだ、イヤだ──抗う気持ちが続かない。親指くらいの太さの触手に貫かれた尻穴があまりにも心地よくて、身体が勝手に弛んでいく。

			「畜生、畜生……ちぃ、くぅ、しょぉお……ッ！」

			　上擦る吐息を振り絞り、自らに活を入れるつもりで叫んだのに。

			　──ヴン、ヴヴヴンッ！

			　排泄孔に潜り込んだ淫棒が細かく激しく震え始めた。

			　同時に捻れ、複雑にうねりながら、力強く前後し始める。

			「くぁ、あ、ぁああっ!?」

			　硬い肉瘤に抉られしごかれ、燃えるように熱くなる直腸粘膜。

			　親指くらいの太さの触手に犯されて皺を伸ばした肛門には、ツクシの穂のような頭を揺らした肉蛇が群がり、硬い鼻先を押しつけてくる。

			「し……尻が、あぁ……溶ける、溶ける、溶けち、まうぅうっ！」

			　次第に激しさを増す抽迭に肛門が燃えて、腰から下の感覚が薄れてしまった。直腸粘膜越しに揉み捏ねられる膣洞、紡錘型の肉瘤に裏側から突き揺すられる子宮──直接犯されているわけでもないのに、秘裂に淫らな悦びが膨れあがる。

			　ぐぽぽ、ぐぽぽ、と犯される尻穴。

			　じゅちゅっ！　じゅぱっ！　としゃぶられる乳房。

			　背や腋に貼りついた触手たちのコリコリしたイボに、汗ばんだ柔肌が撫でまくられ、揉みまくられ、舐めまくられる。

			　身体の外も内もいやらしい肉紐の群れに蹂躙され、淫らに蕩けてしまった。

			　息が上擦る。

			　思考が乱れる。

			　羞じらう気持ちすら維持できず、

			「ふぅぅ、ぁあ、あにゃぁあンッ！」

			　閃く悦びに衝き動かされるままビクン！　ビクン！　と身を捩り、震える唇から恥ずかしい媚こび声をこぼすだけ──と。

			「く……うっ!?　あ、ああっ!?　か、硬い……熱いぃいッ！」

			　尻穴をグポグポ犯している肉紐が、さらに太さ、硬さを増した。

			　背筋に擦りつけられているイボつき触手も不穏に強張り、胸に貼りついている肉膜はしゃぶる動きを強めてくる。

			　射精の瞬間が近づいてきたのだ。

			　奥まで貫いている直腸に、あるいは胸に、あるいは背に──おぞましい精液を、ぶちまけるつもりなのだ。

			　牝めすとしての直感で理解し、忘れかけていた嫌悪感が一瞬蘇るが、

			「し、尻……尻ぃいっ！　胸……オッパイ……イィイッ！」

			　催淫液にぬめる粘膜や触手に犯されている身体が、心より先に一線を越えてしまった。

			「ああ、なぜ、どうして!?　し、尻なのに……お尻、なのにぃいっ！　もっと……もっと……な、なに言ってるんだアタシは……ああでも、でもぉッ！」

			　男勝りな信長の一人称が、本人も気づかぬうちに「アタシ」に変化していた。肉の悦びに追い詰められ、粋がる余裕も失って、乙女の素顔が覗いたのか──。

			「だって、だってだって……イイんだもん、こんなに気持ち、イイんだもんッ！　お尻とオッパイで、アタシ、アタシ……おかしく、な、るぅうっ！」

			　羞じらいの涙と淫悦の涎をこぼしつつ、イソギンチャクの内臓にしがみついて狂ったように腰を振る美少女。

			　恥ずかしいのに止められない。

			　いまにも迸りそうな気配の精液を求め、うしろへ突き出した桃尻を牝犬のように振りまくる。さらなる快感を求め、駄々っ子のように身体を揺すって、いやらしく蠕動する粘膜に自ら乳房を擦りつける。

			「う……あ、ぁあっ！　ぁあイく、尻でイく、尻なのにイくぅうっ！　尻で、お尻で……あぁダメ、尻で、尻が、ああ、ああ、あ、あ……あひぃい────ッ！」

			　ビクンッ！　ビククンッ！

			　ついに臨界点を越えて、バネ仕掛けのように反り返る信長。

			　キュッと窄まる肛門の奥に、艶めかしい桃色に染まるしなやかな背筋に──びゅくっ！

			　ビュパパッ！　ドピュピュッ！

			　震える触手の尖端から、生臭く香る白濁液が勢いよく迸った。

		

	

			第七章　淫華繚乱

			


			（イッて、しまった……尻穴、なんかで……）

			　肛悦の余韻に朦もう朧ろうとして、しばらくの間羞じらうこともできなかった信長だったが──。

			「ン……あっ!?　そ、そこは……ッ！」

			　肉の鞍馬に跨またがった太腿のつけ根に不穏な気配を感じ、ハッと我に返った。

			　柔肉の畝がいくつもの触手に掻き分けられる。無数のイボを生やした紡錘型の膨らみに粘膜花弁が割り開かれ、硬い尖端が無防備な膣穴の傍にクチュクチュとせめぎあう。

			「く、あぅ……ぁあン！」

			　コリコリ硬い肉イボに挟まれ、伸ばすようにしごかれる淫唇。

			　丸い尖端で掻き出すようにせせられるクリトリス。

			　尻穴でイッてしまった直後だからか、ただでさえ感じやすい肉の潤みは一際敏感になっていた。肉紐に蹂躙されたビラビラが、甘い感覚を発して心地よく痺れる。うねる触手が震えれば、溢れる悦びに子宮が共鳴し、膣奥にも蕩けるような快感が湧く──が。

			「やぁ、めぇ……ろぉおっ！」

			　──ドゥンッ！

			　闇雲に繰り出された信長の拳が、イソギンチャクの肉壁をクレーターのように凹ませた。走り抜ける衝撃波に触手たちまで硬直し、慌てたように引っ込んで──右腕の周囲に、ほんのわずかだが自由になる空間が生じた。

			　仙獄島にその名を轟かせている変人・信長も、やはり歳頃の乙女。

			　そして、擦すれッ枯からしのように振る舞っているが、本当はまったくの処女だった。

			　秀吉の処女は自らの指で奪ったクセに、自分はクンニまでしかさせていない。レズビアンだということもあるが、一番大きな理由は「怖かった」から。

			　痛い痛いと聞かされていたし、一度失えば二度と戻れないし、それよりなによりおぞましくて穢らわしい男根を胎内に受け入れるなど、考えただけでもゾッとする。

			　そんなこんなで十余年、守りに守り抜いてきた乙女の純じゅん潔けつ──それがいま、あろうことかペニスよりもおぞましい化け物の触手に、奪われようとしている──。

			「ふざ、けん……なっ！」

			　湧き上がる恐怖が淫悦を凌りょう駕がし、アドレナリンが沸騰した。どんなに歯を喰い縛っても集中できなかった意識が、貞操の危機に際して一気に凝固し──。

			　ドンッ！

			　怒りに任せた拳が、再び巨大イソギンチャクの内臓を打った。先の硬直から立ち直りかけていた粘膜が再び強張り、美少女の伸びやかな四肢に絡みついていた触手たちが慌てたように退いていく。尻穴を穿っていた触手も逃げるように引っ込んで、身体に絡みつく粘膜はなくなった。

			　自由を得た信長は冷たいぬかるみを踏み躙にじるようにして足場を固め、腰を捻りつつ低く落とした。狙いを定めるように左腕を突き出し、握り締めた右の拳を脇腹に退いて──。

			「テメエなんかに、オレの大切な『初めて』を……奪われて、なるかッ！」

			　全身から粘液の滴を飛ばして、渾身の一撃。

			　──ドパッ！

			　お手本のような正拳突きが決まった瞬間、目の前に立ちはだかっていた極彩色の肉片が爆発するように飛び散った。差し込む光、流れ込んでくる爽やかな空気──巨大イソギンチャクの胴体にポッカリと、ヒトひとりが楽々潜れそうなほど大きな穴が空いたのだ。

			　──が、信長はすんなり出ていかない。

			「さっきはいろいろやってくれたな、下等生物。脳のう味み噌そないクセになかなかのテクニシャンじゃねぇか、んん？　オレ様としたことが、危うく堕ちそうになっちまったぜ」

			　やられっぱなしだった状況が、ようやく好転したのだ。沸き立つアドレナリンに酔ってもいる。全身を舐め回された嫌悪、尻穴を犯された恥辱、仔猫のような甘え声で鳴かされてしまった恥ずかしさ──それらすべてを怒りの衝動に昇しょう華かして、

			「ウォリャッ！　セイッ！　チェェェッストォォッ！」

			　最大出力の生体スタンガンを休む間もなく連打。

			　ドンッ！　ドンッ！　ドンッ！　と巨大イソギンチャクが歪む。

			　硬直が解けぬままさらに殴られた粘膜は衝撃を逃がしきれずに弾け、いくつもの小さな肉片となってちぎれ飛んだ。

			　拳だけではない。

			　ビシッと飛ばした鋭い蹴りにも、流れに乗って繰り出した肘にも、生体スタンガンと同じ効果が生じていた。純化した怒りが気の流れを整え、槍の穂先のように尖らせて、信長の能力を極限まで高めたのだ。

			　やがて──胴の中央部を半分ほど抉り取られたイソギンチャクが、斜めに傾いでドッと倒れた。圧し潰されかけた信長は、噴き出す粘液に全身をぐっちょりぬめらせつつ、冷たい肉塊を押し退け、こじ開け、蹴り飛ばし──怒りの衝動に衝き動かされつつ、勝利の悦びに酔い痴しれて、化け物の残ざん骸がいによじ登った。

			「クックックッ……ハァーハッハァーッ！」

			　傲慢に胸を反らし、偉そうに腕を組んで、魔王のような高笑い。

			　第だい六ろく天てん魔ま王おう、ここに降臨──といった感じか。

			　催淫液に濡れた長い黒髪が、しなやかな背にべっちょりと貼りついている。豊満な乳房をしっかりと押さえつけていた胸のサラシは一筋一筋が細く縒られ、柔らかな乳肉に喰い込んで、乳白色の柔肌を妖しく歪め、絞り出している。

			　ズレて弛んだ褌、生臭い粘液に濡れてヌラヌラ輝く太腿、絶頂の余韻にほんのり赤らみ、桜色に輝く艶やかな頬──傍目に見ればかなり淫らな感じだが、巨大な敵を倒したばかりの美少女はまったく気にしていない様子。

			　それでいて、

			（ふぅぅ……危なかった……いまは昂奮しているから動けるが、コレ、気を抜いたら一歩も歩けなくなるな）

			　実は冷静に自己分析していたりする。

			　いまの状態を維持できるのは、おそらく十分程度。激しい情動によって分ぶん泌ぴつされたアドレナリンが尽きてしまえば、いまはどうにか忘れている疲労が一気に押し寄せてくるだろう。きっと指一本動かせなくなる。そうなる前にやるべきことをしてしまわないと、今度こそ本当に犯されてしまう──とすれば、まずなにをするべきか……。

			「ええっと……そうだ、秀吉は!?」

			　エリザに連れ去られた失神中のロリッ娘を思い出し、ハッと首を巡らせた信長は、辺りの様子が一変していることにようやく気づいた。

			　まず、岩風呂を満たしていた湯が消えている。エリザの縄が底に穴を開けたせいか。

			　かといって、平らな岩を敷き詰めた浴槽の底が見えているわけではない。湯の代わりに、古くなって分離しかけたヨーグルトのような──もっとありていに言えば精液のようなドロドロが、足首くらいの深さで岩風呂全体に広がっているのだ。

			　そして──アメフラシに手足が生えたような仔犬大の化け物は、綺麗さっぱり消えていた。なのに少女たちの悲鳴があちこちで湧き起こっているのは、鼻息を荒げた男たちに組みつかれ、押さえつけられ、犯されているから。

			　いや、「犯されている」というのは正確ではない。

			　男の腰に跨がって、自ら腰を振りまくっている少女がいる。

			　すでにペニスを咥えているのに、それだけでは足りないのか細腕を伸ばし、別の肉棒をしっかり握り締めている少女もいる。

			　男女の別なく異様に昂たかぶり、肉の悦びに溺れているようだ。

			「なんだ？　いったいなにが……」

			　乳房に喰い込み柔肉を歪めている胸のサラシを、取り敢えず乳首部分だけ直しながら、時ならぬ淫宴に眉を顰める信長。

			　解説を期待して問うたのではなかったが──。

			「彼ら若人わこうどの生命力を、少しお裾分けしてもらおうと思ってね。男女比率の差を埋めるため、シュブ・ニグラスの仔らを磨り潰して、催淫液にした」

			　背後から自慢げな声が答えてくれた。

			　振り返った信長が見たのは、聖ジョウント学園の代表生徒・天草〈茜〉四郎。

			　胸にゼッケンをつけた紺色の旧式スクール水着は前に見たときと同じだが、なぜか漆黒のマント（裏地は真紅）を羽織っていた。偉そうに立てた襟の、細く尖った尖端が、血の気を失った幼気な頬をヒタヒタと嬲っている。

			「生命力のお裾分けって、まさか……ぺったんこのお前も、実はジャンヌの婆ァのようにスゲェ歳寄りなのか？」

			「違う。生命力を欲しているのは我が主。太古の昔、この地の奥深くに封印された、偉大にして正統なる支配者だ……っておい、まだ話は終わってないのにどこへ行く!?　質問したのはお前なんだから、ちゃんと最後まで聞け！」

			「うるせぇっ！　勝手に狂信者ゴッコしてろ!!」

			　肩に伸びてきた四郎の手を邪険に払い除けて、信長は浅い白濁液の海を駆けた。美少女の話を右から左へ聞き流しつつ、さらに首を巡らせて、ようやく秀吉を発見したのだ。

			　浮き輪を失ったロリッ娘は、岩風呂の縁に乗せられ、プニプニとした手足を力なく投げ出していた。遠目に見る限り血の出るような怪け我がはしていないようだが、薄い瞼を閉じ、あどけない寝顔を見せている。

			　それだけなら焦る必要はないのだが、まずいことに、幼気な少女の周りには何人もの男が群がっていた。審査員として呼び集められたＶＩＰと、そのＳＰだろうか。でっぷり太ったスダレ頭の男──どこかで見たことがあるような──や体格のいい黒服たちが、ニヤニヤといやらしく笑み崩れつつ、力の抜けた秀吉の小さな身体に手を伸ばそうとしている。

			「こぉの……変態どもがッ！」

			　駆け寄った信長は、叫ぶと同時に黒服を蹴り飛ばした。

			　滑りやすい足場を利用して鋭くターン、反対側の男の横っ面を踏みつけ、余った勢いでスダレ頭に膝蹴りを叩き込む。

			　文字通り、一瞬の出来事。

			　淫欲に囚われていた男たちは為す術すべもなく吹き飛び──いまだに失神中のロリッ娘だけが、白濁液の浅瀬に取り残される。

			「秀吉、しっかりしろ、秀吉ッ！」

			「ふぁ……あ、信長……さんだ……」

			　信長の腕に抱え上げられ、激しく揺さぶられた幼気な少女は、寝惚け眼まなこを手で擦りつつふわふわと欠伸をした──が。

			「……？」

			　拭った瞼にぬっちょりと、塗り広げられる白濁液。

			　不快そうに眉根を寄せ、目の前に手を翳せば、ぎこちなく開いた細指の間にツウ、ツウ、と粘液の糸がかかる。

			　あどけない微笑みが消え、鼻を突く青臭さに可愛い眉を歪めて──。

			「う、わぁっ!?　な、な、なんですかコレッ!?　やだ、気持ち悪いッ！」

			　ようやく目が覚めたのか、急に激しくもがき始めた。目の周りのネバネバを拭い取ろうとしたのだろうが、パニックに陥っているため闇雲に手を動かし、真っ青になった顔中にヌチョヌチョを塗り広げてしまう。

			「落ち着け、大丈夫だ。中出しされない限りなんともねぇ。中出しされたって、授じゅ精せいしない限りどうってことねぇ」

			「じゃ、じゃあコレ、やっぱり……アレなんですか!?　やだやだ、汚いぃいっ！」

			「ああ悪ぃ、違うんだ。よく似てるが違う。精液なんかじゃないから……」

			　幼気な顔を自らの手で白濁液まみれにして啜り泣く秀吉を、慌てた信長がなんとか宥なだめようとしていると──。

			「はぁ、ふう、はぁ……いったい、お前は、なんなんだ!?」

			　バタバタと駆け寄ってきた四郎が息も切れ切れに、恨みがましい口調で罵った。途中で何度か転んだのか、ポニーテールにした黒髪や凛々しい頬、紺色のスクール水着や大袈裟な黒マントなどに、ぬめり光る疑似精液がべっちょり粘ついている。

			「欠片とはいえ素手でアレを倒してしまうし、ヒトの話は聞かないし、一国の首相を平気で蹴り飛ばすし……滅茶苦茶するにもほどがあるだろう!?」

			「うるせぇなあ。なんの用だ？　見て分かるだろう、いまは取り込み中なんだ。急ぎでないならあとにしてくれ」

			　グジュグジュと鼻を啜り上げている秀吉をお姫様抱っこして、邪険に背を向ける信長。怒りに眉を逆立てた顔は並の男より精悍だが、

			（まずいな、ぶり返してきやがった……）

			　内心密かに焦っている。

			　抱き上げたロリッ娘が乳房に触れて、豊満な柔肉がムギュムギュ歪む。擦れあう乳谷に蘇る、甘い痺れ。喰い込むサラシにしごかれ、新たに閃く肉の悦び。いまはまだ、意思の力で抑え込めているが、いったいどれだけ保つだろう？

			（オレが平気でいられるうちに、秀吉だけでも安全な場所に隠さないと……）

			　鋭い視線を動かして「安全な場所」を探しつつ、足取りだけは堂々と、平静な素振りで歩き去ろうとする信長。

			　その背後で、気を取り直した四郎がニィッと兇悪な笑みを浮かべた。

			「そうはいかん。先ほども言ったように、我が偉大なる主は生命力を欲しているのだ。生命力とはすなわち繁殖力、性行為の最中に最高になる力──アレを素手で倒したお前からなら、相当な量を絞り出せ……うぎゃっ!?」

			　いきなり硬いモノで頭を殴られ、横様に吹き飛ぶ四郎。

			「ちょ……ちょっと待て！　いまナニで殴った!?」

			「ナニって……もちろんコイツだが？」

			　不思議そうに首を傾げた信長が、グイッと持ち上げてみせたのは、再び失神した秀吉だった。ステュクス川に浸けられたアキレスよろしく両足首を掴まれて両手をダランと垂らし、両目を渦巻き状にグルグルさせて、頭の下にピヨピヨ天使を飛ばしている。

			　小柄なロリッ娘を棍棒代わりに振り回し、しつこい四郎を殴りつけたのだ。

			「お、おま、おま……お前は鬼かッ!?」

			「人聞きの悪いことを言うな。コイツの幸運体質は折り紙つきだ。ヒトとちょっと頭をぶつけたくらいで死んだりはしない」

			「そういう問題じゃないだろう!?　……って、待て！　話は最後まで聞けって!!　お前はこの状況を見てなんとも思わないのか？　ほら、あの光秀とかいう眼鏡女！　お前の手下どもに犯されているぞ！　助けに行かなくていいのか!?」

			　四郎が指差した先、岩風呂の反対側の縁で、栗色の髪をショートカットにした眼鏡美少女が学ラン姿の青年たちに輪姦されていた。

			　一瞬眉を顰め、切れ長の瞳をさらに細めた信長は──。

			「……バカかお前は。オレは正義の味方じゃねぇんだよ」

			　興味なさそうな素振りで吐き捨てる。

			　本人ではないので断言できないが、光秀は悦んでいるようだ。犬のような恰好で背後から犯されつつ、前に立つ男のペニスを口一杯に頬張り、伸ばした手でもう一本の淫棒を掴んで、一生懸命しごいている。

			（正気に戻ったとき、たいへんだろうなあ）

			　生真面目な優等生の性格を思い出し、ほんの少しだけ同情するが、

			「すべての人間を守ってやる義理はねぇ。秀吉さえ無事ならそれでいいんだ」

			　信長は敢えて無情な人間のフリをする。もう時間がない。すでに膝が震え始めている。とにかく秀吉だけでも、安全な場所に避難させなければ──。

			「秀吉さえ無事ならって……言ってることとやったことの間に大きなギャップがあるような気がするのだが……」

			　幸い、四郎はまだ気づいていないようだ。濃紺のスクール水着に黒マントという非常識な恰好のクセに、常識的な感想を小声で呟き、痛む頭をさすっているだけ。

			「とにかく、オレはいま忙しいんだ。お前がどんな神様を崇めているかなんてどうでもいいし、もちろん狂信者ゴッコにつきあう気もさらさらねぇ。ほかを当たるんだな」

			　目を回しているロリッ娘を再びお姫様抱っこして、すげなく踵を返す信長。いつものように颯爽と歩きつつ、密かに拳を握って意識を集中──。

			（……ダメだ、やっぱり手応えがねえ……）

			　巨大イソギンチャクから脱出するとき、生体スタンガンを使いすぎたようだ。いくら意識を凝らしても、拳面にいつもの感覚は生まれない。

			　柄の悪い応援団員を従えているだけあって、信長は格闘術もソコソコの腕前だが、超能力が使えないのでは威力が半減してしまう。だからやむを得ず、秀吉を凶器にしたのだ。

			　催淫液の効果を打ち消していたアドレナリンも、もう品切れだった。

			　両腕に抱え上げた秀吉の、柔らかな身体に圧し潰された乳房が、芯からじわり、じわりと熱くなってくる。細く縒られたサラシが双球に喰い込み、感度を増した乳肉がところどころ絞り出されているのも、恥ずかしくて辛く──同時に心地よかった。

			（しかも……クソ！　失敗だったな。乳首が、捏ね潰されちまう……）

			　見られたくない、とサラシの下に隠した肉豆が、催淫液に濡れた布地にめり込んでいる。呼吸するたび細布の余裕がなくなり、勃起乳首がキュッ、キュッ、としごかれる。

			　焦れったいのは、乳房だけではなかった。

			　辛うじて陵辱を免れた秘裂が、いまごろになって淫らな熱を帯び、いやらしく潤む。イソギンチャクの化け物に犯されそうになったときは、怒りに我を忘れるほどイヤだったのに──肉イボを生やした触手の小刻みな動きを、紅く熟した肉ビラが懐かしんでいた。硬い鼻先で軽く抉られた膣穴の奥、男を知らぬはずの処女粘膜が、確かな刺戟を求めて濃密な愛液を分泌し始める。

			　催淫液のせいだ、と思ってみても、言い訳にはならない。

			　自分の身体が欲情している事実は、否定できないのだから。

			（畜生、これじゃあ秀吉も助けられないかもしれねぇ……あのガキを先に倒しておくべきか……しかしアイツ、なにに取り憑つかれたんだ？　胸をペタンコだと言ったのに怒らなかったってコトは、少なくとも女じゃねぇな……）

			　四郎が単なる人形だとしたら、たとい倒せたとしても意味はない。真の敵を見つけ出し、そちらを始末しなければ、今日のような事態が何度も繰り返されるだろう──と。

			「……ならばこういうのはどうだ、信長。これでもまだ、私の話を無視できるか？」

			　数歩も進まぬうちに、四郎の声。

			　しつこい野郎だ、と苛立ちながら振り返った信長は、

			「あ……秀吉!?」

			　四郎の脚にもたれかかって目を回しているロリッ娘に、息を呑むほど驚いた。

			　では、これは──腕にズッシリと重い、この温かな物体は……。

			「──うわぁっ!?」

			「きゃぁあっ!?」

			　信長に放り捨てられ、悲鳴を上げたのは、細い身体をボンデージ風水着に包んだ金髪の美少女・エリザベート〈エマ〉バートリーだった。呪文は聞こえなかったが、おそらく四郎の召喚術が使われ、すり替えられたのだろう。

			「信長ったらひっどぉい！　なにすんのよ!?」

			　白濁液の水溜まりに尻餅をつき、小さな拳を振り回して抗議するエリザ。

			「うるせぇっ！　さっきまで異教徒異教徒ってうるさかったお前が、そんな風に甘えてきても気味悪いだけだ！」

			　鳥肌の立った腕をさすり、すかさず言い返す信長。

			「四郎のように操られているのか？　──違うな。なにが狙いだ……あっ!?」

			　素早く間合いを取って油断なく身構えたつもりの信長だったが、遅い。

			　ギュチ、ギュチ──信長のたわわな乳房が、濡れたサラシに締めつけられる。エリザの小さな手に触れられていた細長い布が、いつの間にか彼女の能力に支配されていたのだ。

			　信長の胸を守っていたはずの細い布が、蛇のようにくねる。淫悦を孕んで普段より一回り大きくなっていた乳房が、締めつけられ、絞り上げられ、妖しく歪む。

			「ちぃ……ッ！　いやらしいこと、すんなっ！」

			　乳肉に喰い込むサラシをむしり取ろうとしたが、ダメだ。すでに指を挿し込む余裕がない。ズレ動く布地にしごかれた乳肌が甘く痺れ、緊縛された双球が燃えるように熱くなり──あまりに心地よく、抗う気持ちが維持できない。

			「狙いもなにも、四郎の言うこと聞かないとアタシもエッチされちゃうんだよ。お前を差し出せば見逃してくれるって言ってるから、大人しく生け贄になれ！」

			「またそれか！」

			　呆れ顔で叫び返した信長は、サラシを解くことを諦め、得意げな顔をしている金髪の少女に殴りかかった。胸をきつく締めつけられているせいで息苦しいが、手足の自由はまだ奪われていない。生体スタンガンは使えなくても、エリザ程度なら素の拳一撃で昏こん倒とうさせられるはず──しかし。

			　突き出した拳はエリザの鼻先スレスレで、ピタッと止まってしまった。

			　解けたサラシの端が肘に絡みつき、それ以上腕が伸ばせないのだ。

			「女のコの顔を殴ろうだなんて、非道いヒトね」

			「……悪ぃな。秀吉ならどこをどんな風に殴っても平気だから、つい手が出ちまった」

			　天使のように微笑む美少女に軽口を返しているうちに、スルスルと解けた胸のサラシが肘と膝へ伸びていく。乳房はほぼ完全に剥き出しになり、柔肉の麓が締め上げられるだけになった。丸みを強調された乳房の先、覆うモノのなくなった乳首が赤々と輝く。

			　その代わりに、腕や脚が細布に緊縛され、強制的に曲げられて──。

			「く、くそぉ……ッ！」

			　精液のような白濁液の浅瀬に跪かされて、悔しそうに歯軋りする信長。

			「エリザのように私の話をちゃんと聞いていれば、悪いようにはしないつもりだったのだが……まあ、仕方ないな」

			　近づいてきた四郎が、凛々しい顔に兇悪な笑みを浮かべ──白濁液に濡れた素足を上げて、その足裏を信長の頬にぬちょっと擦りつけた。

			「く……ッ！」

			「そうだ、その目だ。お前がイくたびに我が主の復活は近くなるが、そう簡単に堕ちられたのでは面白くないからな」

			　言い置いて、おもむろにうしろへ回り、クイッと突き上げられている信長の美尻を覗き込むように膝をつく。

			「テメェ……指一本でも触れてみろ、絶対に……ふぁっ!?　く……うぅっ！」

			　指一本どころか、無防備な尻房をペタペタと、軽く打つように撫で回された。恥辱に頬を赤らめた信長がしきりに尻を揺らし、逃れようとすると、今度は褌の股布に指をかけられ、吊り上げられて──。

			「ふぁ、う……くぅっ！」

			　縄のように細く縒れ、催淫液にぐっちょり濡れた股布が、秘裂にグチュ、グチュと喰い込んでくる。しごかれた淫唇に熱いモノが弾け、圧し潰されたクリトリスに激感が炸裂。全身の血が羞恥と淫悦に沸騰し、柔肌に艶めかしい朱がパァッと萌える。

			「絶対──の次は、なにを言うつもりだったのかな、お嬢さん？」

			「う、うるせぇっ！　放せ、放しやがれ！」

			「そうはいかない。お前にはこれから大活躍してもらわないといけないからな」

			　ニィッと唇の端を吊り上げた四郎が、股布に指を引っかけたまま手を下げた。信長の尻も下がったが、細指はなおも恥ずかしい場所から離れず、

			「ふぅ、はぁ……ぁあっ!?　バカ、やめろ……ぁあっ！」

			　尻穴にズズズッと挿し込まれてしまう。

			（畜生、畜生ッ！　し、尻穴なのに、また……感じて、しま……うぅっ！）

			　微弱電流のような肛悦に顔をはね上げ、細い肩をプルプル震わせる信長。

			　巨大イソギンチャクの胎内で何十本もの触手に催淫液を擦り込まれ、蕩けるほど突きまくられて絶頂を体験してしまった菊蕾は、いまや立派な性感帯だった。四郎の細指がクポ、クポ、と軽く前後するたび、甘い痺れが湧き上がる。鉤に曲がった指先で尻穴の裏側を掻かれれば、腸液に潤んだ直腸粘膜が硬い肉瘤の感触を思い出し、排泄器官の奥底がはしたなく焦れて、切ないもどかしさが募る。

			　さらに──。

			「ムングルイ、フグル、アンドロギュロス、クルス・ククルス……」

			「うぁっ!?　て、テメェ……いまなにをしたっ!?　おい、なにしやがったっ!?」

			　尻穴に挿し込まれた指先からドクン、ドクンと流れ込む「気」を感じて、信長は焦る。全身を巡る経絡に、明らかに分かる乱れが生じた。秘裂が燃え、甘酸っぱい愛液が滴るほどに溢れ出し、膣が、尿孔が切なく疼き──。

			　──いや、割れ目ではない。肉孔ではない。

			　太腿のつけ根、肉畝の端に、こらえがたいむず痒さが膨れあがる。

			（こ、これは……クリトリス……か！）

			　ドクン、ドクン、ドクン──米粒ほどの大きさの、快楽神経の塊が、流れ込む血潮に内側から突き上げられ、弾けんばかりに拍動していた。

			　熱い。

			　ムズムズする。

			　痛みと勘違いするほど強烈な、疼き。

			　手を伸ばして抓みたい、指の間に挟んで捏ね潰したい──そうでもしなければ、おかしくなってしまいそうだ。

			　しかも、妖しい気を流し込まれた淫核はただムズムズしているだけではなかった。

			（そんなバカな……いや、本当に大きく、なって……いる!?）

			　最初は気のせいだと思っていたのに、拍動する肉豆は少しずつ、確実に大きくなっていた。潤んだ尖端が包皮を押し退け、触れてもいないのに迫り出してくる。米粒から小豆くらいの大きさに、さらに小指の先ほどの太さ長さになって──。

			「はぅ……く、うぅ……ッ！」

			　張り詰めた筒先が褌の裏地に擦れ、意識が吹き飛ぶような激感が閃く。

			（なんで、どうして……ああクソッ！　まだ、大きく、なる……のかっ!?）

			　わななく唇を噛み、溢れ出しそうになる恥ずかしい声を懸命にこらえているのに、濡れた股布にぬちょぬちょ擦れたクリトリスはなおも勃起し続けた。小指くらいだった太さと長さが、中指ほどの長さ、親指くらいの太さになり──むくれた尖端で催淫液に濡れた褌を、勇ましく突き上げ始めた。

			「どうしたの、仔犬みたいに呻いて……うはぁ、なにコレ!?　勃起してるじゃない！　ひょっとしてオチンチンが生えたの!?」

			　四郎の傍らに立ったエリザが、信長の股間に生じた異変に気づいて碧い瞳を輝かせた。

			「この恰好だと、ちょっと見えにくいわね。いいわ、こうしてあげる！」

			　透明なピアノを弾くような手つきで中空に白い細指を躍らせ、スレンダーな美少女のスラリと長い手足に絡みついたサラシを操って──。

			「く……くそ、くそッ！　テメェら、ただじゃおかねぇからなッ！」

			　白濁液の水溜まりに尻餅をつかされ、虚しく喚く信長。

			　背から伸びる白い細布に、両腕が背後へ捻られた。肘がまっすぐ伸ばされて、上半身を支えるつっかえ棒に。胸を張る姿勢になっているせいで、剥き出しの乳房がユサユサと弾む。少し外を向いた乳首が紅く輝き、激しく上下に行き来する。

			　両脚は膝を無理矢理曲げられ、大きく左右に開かれて──尻が前へ迫り出して、淫棒に突き上げられている褌を見せびらかすような、恥辱の姿勢に。

			「うはぁ、硬そう！　どこから生えてるのかな？」

			　はしゃいだエリザが小さな身体を伏せて、Ｍ字に開いた信長の脚の間に這い込んだ。いまもなお、グイグイと押し上げられている褌を横から覗き込み、

			「そっか、クリクリを大きくしたんだ！」

			　肉棒の正体を確認する。

			　巨大イソギンチャクの胎内で触手の群れに弄り回されていた褌は、いまにも外れそうなくらい弛んでいた。その股布が、恥丘の端に生じた剛直に突き上げられ、尻房に喰い込むほどピンピンに張り詰めている。

			　顔を横にしたエリザの瞳に映るソレは、親指を三本束ねたくらいの太さ。

			　ヌラヌラと紅く、恐ろしげな青筋を立てて、木の根のように捻れている。

			　淫核が変化した証拠に、その根元はマシュマロのような柔肉の畝を大きく左右に押し分けていた。妖しい肉棒の内側に取り込まれたのか、愛液に潤んだ秘裂の底に尿孔は見当たらない。普段ガサツな信長とは不釣り合いなほど可憐な処女膣穴が、疑似男根の根元でヒクンヒクンと喘いでいるだけだ。

			　雄お々おしく反り返った淫棒の尖端は逆Ｖ字を描く褌にすっぽり包まれ、まったく見えないが、おそらく亀頭が生じているはず。張り詰めた布地の頂点に小さな灰色の染みがジワッと生じているのは、裏地に擦れたその辺りに鈴口があり、先走り汁を滲ませている証か。

			「すごーい、立派なオチンチンね！　ねぇねえ、触っていい？」

			「いいわけないだろう、バカッ！」

			　はしゃぐエリザに言い返している間も、それはさらに硬くなりつつあった。褌の股布が背の高いテントを張る。グイ、グイ、と押し上げられて、いまにも突き破られそうだ。余裕のなくなった股布が尻割れに喰い込み、菊膜をしごいて甘い痺れを産みつけてくる。

			　そこへ──。

			「の、信長、さぁん……」

			　顔にも眼鏡にも白濁液をベッタリとつけた光秀が、桜色の吐息をこぼしながら這い寄ってきた。オレンジ色の競泳水着は腰まで降ろされ、剥き出しの胸に紅く熟れた乳房がタプンタプンと揺れている。乳白色の柔肌にクッキリと刻まれた紅い掌紋、グミの実のように勃起した乳首。催淫液に酔いきっているのか、眼鏡の下の瞳は妖しく潤み、いつものおっとりした表情は淫らに弛み──。

			「利家さんも勝家さんも、非道いんですよ。私まだ、何度でも犯れるのに、あのおふたりったらオチンチンが勃たなくなってしまって……あら？　あらあらまあまあ！」

			　ぼんやりしていた美少女の顔が、急に生気を取り戻した。

			　いやらしく微笑んだ瞳がまっすぐに見つめているのは、もちろん、信長の股間に雄々しく反り返ったたくましい淫棒。

			「こんなところに、こんなに立派なオチンチンが……」

			「ば、バカッ！　違う、それは違うんだッ！」

			　焦った信長の声など、淫悦の虜とりことなった元優等生の耳には届かない。白濁液に汚れた眼鏡のレンズに高々と突き上げられた褌の股布を映し、伸びやかなＭ字を描く脚線美の間へいそいそ這い込んで──横から覗き込んでいるエリザにようやく気づき、淫悦に紅く染まった頬を弛めていやらしく微笑む。

			「すごいオチンチンね……これ、貴女が見つけたの？」

			「うん！　でも私の穴にはちょっと大きすぎるみたい。お姉さんに譲ってあげる」

			　得意げなロリッ娘が偉そうに言うと、四つん這いになった光秀はブルッと身を震わせた。

			「ホント？　ありがとう」

			　囁くように礼を言う間も、淫らに潤んだ瞳は信長の巨根から離れない。

			「やめろ光秀、しっかりしろッ！　自分がなにしてるのか、分かってるのか!?」

			「ええ、分かってますわ……とってもとっても、気持ちイイことよ……」

			　──にゅるんっ！

			　妖しく微笑む優等生美少女の細指に、催淫液に濡れた股布が抓まれ、淫核の尖端をしごきつつ横へズルッと滑らされた。肉棒の切っ先に弾ける快感、淫茎を逆流して脳天まで突き抜けていく凄まじい電流。

			「ふぁあぁあ────ッ！」

			　思わず背を反らし、腰を突き上げるようにしてビクンビクンと痙攣した信長は──いままで感じたことのない解放感を体験し、ああ、と呆けた声を漏らす。

			　ずっと頭を押さえられていた肥大化クリトリスが、ようやく自由を得たのだ。

			（な、んだ……これ……き、もち……イイぃ……ッ！）

			　冷たい微風にさわさわと撫で回された淫核が、痺れるような悦びを孕みながらさらに一回り大きくなる。恐る恐る見下ろせば、紅くぬめり光りながらおぞましく怒張した、猛々しい肉棒。尖端に膨らんだクサビ型の塊は想像していたより遙かに大きく、クワッと張り出したエラは見るからに硬そうで──。

			「ひ……ひ、ひぃぃ……ッ！」

			　普段の信長とは別人のように掠れた悲鳴が、わななく唇から溢れ出た。

			　本人も、いまになってようやく気づく。

			　信長が秀吉のような幼気な美少女しか愛せないのは、男根恐怖症だったから。

			　真っ赤に輝く肉の切っ先を天に向け、雄々しく反り返った淫棒を目の当たりにした途端、いつもの勝ち気な性格が吹き飛んでしまった。

			（イヤだ、イヤだ……こんなもの、イヤだッ！）

			　心臓が縮み上がり、恐怖に手足が強張ってしまう。ギュッと目を瞑り、心を閉ざして、おぞましい男根を意識から閉め出そうとする──しかし。

			「く……う、うぅぅ……」

			　なんという存在感、なんという焦れったさ。

			　反り返った裏筋がズキズキとして、無視することなど不可能だ。

			（生えてる……生えてる……アタシのアソコにヘンなのが……お、お、オチンチンが……こんなに大きく、生えちまった……）

			　おぞましいのに気持ちイイ。

			　見たくもないのに無視できない。

			　相反する感覚に苛まれ、心をふたつに引き裂かれそうになっていると──。

			「まあ、なんと御立派な……」

			　頬を蕩けさせた光秀が、紅玉のように輝く肥大化クリトリスへスッと顔を寄せた。

			「オチンチンをこんなに紅く腫らして、さぞお辛いでしょう……いいですわ。先輩の私が責任を持って、優しく癒やしてあげましょう」

			　蕩けるように微笑みつつ、浅瀬についていた手をゆっくりと上げる。細指に絡みついた白濁液が、淫らに光る糸を引きながら、トロリ、トロリ、トロリ──。

			　生真面目な優等生がいやらしい粘液を弄んでいる姿は、妖しく美しかった。切せっ羽ぱ詰つまった状況も忘れ、思わず見惚れてしまう信長だったが──紅く大きく怒張した己の肥大化クリトリスに蒼白くぬめり光る細指が近づくのを見て、ハッと我に返る。

			「ま、待て待て、待って……！」

			「大丈夫ですよ、信長さん。利家さんも勝家さんも、白目を剥くほど悦んでくれました」

			「ああバカ、やめろ光秀、や、や……あっ!?　あ、ぁぁ、あ、あ、あひぃぃッ！」

			　──ぐちゅり！

			　蒼白くぬめり光る細指に、真っ赤な肥大化クリトリスを力強く握り締められた。

			　敏感な淫核の上にニュルリと滑る柔らかな細指、限界まで張り詰めて感度を高めていた表皮に容赦なく擦り込まれる催淫成分。

			（あ、あ、熱いぃいっ！）

			　光秀に握り締められた肉棒が、燃え出しそうなくらい熱くなった。しごかれた快感と催淫液の作用によって、快楽神経に悦びの電流が激発したのだ。

			　両手を上下に連つらねてもなお亀頭ひとつ半も余る長大な疑似ペニスが、芯に熱い疼きを溜めてミチチ、メキキ、とさらに怒張。

			「あは☆　熱い……硬ぁい！」

			　手指を押し返してくる火傷しそうな熱さ、たくましい硬さに、光秀はうっとりと目を細めた。すっかり握り慣れた様子で、

			「それに、すごく長い……こんなモノで奥を突かれたら……うふふ、ドキドキしてきた」

			　鋼のように強張った肉茎をヌチュリグチュリとしごく。

			「ふひ、ひ……ぁあやめろバカ、ダメ、ダメ、ダメダメ！　しごくな、しごくなあッ！」

			　細腕を背後につき、白い喉を反り返らせて、ビクンビクンと痙攣しながら必死に首を振る信長。前に滑り出た尻が、悦びに打たれて跳ねそうになる。伸びやかなＭ字を描いた白い脚線美が立てた膝を外に向け、駆け抜ける快感電流に小刻みに震える。

			（なんだ、これ……こ、コレが、おちんち、ん……!?）

			　自分の指で恐る恐る触れたときとはもちろん違うし、秀吉の舌にピチョピチョ舐められたときの感触ともまるで違う。

			　股間と頭の芯がピーンと張り詰めた琴線によって直結され、妖しい手つきで爪つま弾びかれているようだ。光秀の呼吸や鼓動が、細指を伝って巨根に響く。白濁液にまみれた美少女の手に、カリ首から根元までニュチュ、ギュチュ、としごかれるたび、おぞましく怒張した淫棒に熱い激流が渦巻き、背筋を伝い頭の中まで流れ込んできて、羞じらう気持ちや抗う理性が白く掠れていく。

			「や、あ、ぁああっ！　やめ、やめて……ダメ、光秀ぇぇえっ！」

			　普段のガサツな振る舞いからは想像もつかないほど可憐な声で、信長が鳴いた。凛々しい眉根が悦びの朱鷺とき色に染まり、ふわ、ふわ、と開く。切れ長の瞳は熱っぽく潤み、野苺のように紅くぷっくりとした唇がわなないて、淫棒をしごく手の動きに合わせ、

			「ああ、ああ！」

			　と上擦った吐息を漏らす。

			　頬を赤らめた信長がイヤイヤと首を振るたび、麓をサラシに緊縛されたたわわな乳房が重々しく弾んだ。胸先の乳首はますます紅く、さらに硬く勃起して、いまにも弾けてしまいそう。芯から込み上げてくる淫悦に炙られて乳肌が艶めかしい桜色に火照り、激しくぶつかりあう乳谷には香汗の滴が光る珠となって飛び散る──と。

			「まあ、こんなところにまだ活きのいいオチンチンが……」

			「学生の分際で、独り占めなんてズルいですわよ」

			　酔ったように頬を赤らめた晴信とジャンヌ学長が、ふらふらした足取りで集まってきた。

			　光秀、晴信、ジャンヌ学長は、だれよりも早くイソギンチャクの触手に犯され、淫悦の虜になった三人だ。手近な学生やＶＩＰはすべて精根尽き果てるまで喰い尽くしたらしく、

			「私にも握らせてくださいな、光秀さん」

			「待ちなさい、ふたりとも。ここは年長者の私がまずお手本を……」

			　込み上げてくる淫欲を抑えきれない様子で淫らに微笑み、細い肩をぶつけあいつつ、形よい乳房を競うように揺らす。

			　それを見ていたエリザが、

			「ったくもう、浅ましい牝どもね！　信長のオチンチンは一本しかないんだから、ケンカしないで、三匹で仲よく舐めなさい！」

			　揺れるみっつの桃尻を、ペチペチと小さな手で打った。

			　三人よりも歳下のあどけない美少女に、牝だと蔑さげすまれ、偉そうに命令されたのに──光秀も晴信も、ジャンヌ学長でさえも、まったく腹を立てなかった。

			　それどころか、「はぅん」と甘え声で鳴き、エリザの命令に素直に従う。

			「ど、どうしたんだお前ら!?　なあ、しっかりしろよ！　まさか舐めるんじゃないだろうな？　き、汚いぞ、ほら……白いドロドロで、グチュグチュになってるんだぞ!?」

			　焦る信長の右脇に晴信が、左脇にジャンヌ学長が、桜色に火照る桃尻を揺らしつつイソイソと移動した。脚の間にいた光秀も尻を振りながら少し後退り──天を突かんばかりに屹立している真っ赤な巨根を軸に、百二十度ずつ位置を違えた三匹の牝。

			「こんなに素敵なオチンチンを前にして、ケンカするなんて……時間の無駄ですわ」

			「ええ、仲よく舐め舐めしましょう」

			「いけない、涎が溢れてきましたわ……」

			　淫悦に酔った艶めかしい顔が、笑んだ口から紅い舌を長く伸ばした。

			　白濁液まみれの淫茎に、熱い鼻息を吹きかけつつ──ぬちょっ！

			「にゃひっ!?」

			　ぺちょ、ぴちょ！

			「うぁ、ぁあ、ぁうぁぁああっ！」

			　三枚の舌に舐め上げられた肥大化クリトリスに、凄まじい電流が渦巻いた。

			　ザラザラした味蕾に催淫液が拭われるたび、淫棒の表面に快感が弾ける。

			　強張った裏筋の根元から真っ赤にむくれた亀頭まで、広げた舌に舐め上げられれば、背に熱い津波が駆け抜けて、尖端の肉クサビが軋みながらさらに怒張。

			「ンはぁ……美味しい！　精液の苦しょっぱさに愛蜜の甘酸っぱさがほどよい具合で入り混じり、舐めても舐めても飽きが来ない……」

			　おっとりした垂れ目をトロンと弛め、裏筋をレロンレロンと舐め上げていた光秀が夢見心地に言えば、

			「ンちゅ、ちゅ……お兄様のより、細いけど……むちゅ、ちゅぱっ！　この反り返り方、素敵……亀頭もこんなに、勇ましくて……ああ、胸がウズウズしてきた……やっぱり胸でしないと、満足できない……」

			　兄との秘め事を思い出した晴信が、淫悦に蕩けた瞳に涙を浮かべ、手に入れ損ねたなにかを取り返そうとしているように、真っ赤な巨根に熱烈なキスを繰り返す。

			　信長の左腰にしがみつき、細い首を伸ばしているジャンヌ学長は──。

			「神よ、神よ、ああ神よ……ンちゅっ！　ンはぁっ！　なんという甘かん露ろ、なんという舌触り……ああ神よ、この世にオチンチンを作りたもうたことを、心より感謝します！」

			　ほかのふたりよりも経験豊富であることをアピールするかのように、屹立する淫茎に舌を絡め、カリ首を穿るように舐め、高い鼻の天辺を亀頭に擦りつけて──持てる知識と技術を総動員して、信長の淫棒を責めまくる。

			「や、やめろ……やめ、本当にダメ……くぅ、ぁ、うぅぅッ！」

			　喘ぐ信長がしきりに腰を捩り、大きな乳房が弾むほど身悶えても、三方向から迫る美女たちからは逃れられなかった。

			　ブウンと揺れた亀頭が、ジャンヌ学長の形よい鼻を叩く。

			「あぅンっ！」

			　淫棒の尖端に激感が弾け、こらえきれずに腰を突き上げると、光秀の柔らかな頬に裏筋が擦れ、反動で捻れた先には晴信の口が待ち受けていて──。

			「ンちゅっ！　ちゅっ！　カリ首、美味しい……！」

			　さらに強く、さらにいやらしく、バラの花びらに似た唇に舐めしゃぶられてしまう。

			　ぬちゅぺちゃぴちょ──チュパッ！　チュチュ、むっちゅぅぅ──。

			　三者三様、まったく異なる舌遣いで微妙にタイミングをずらして舐めてくるから、激発する肉悦に身構えることもできないし、呼吸を整えてやり過ごす余裕もない。

			　淫茎の根元にぬちょっと光秀の舌が貼りつくと、

			「はにゃぅうっ!?」

			　湧き上がる快感が勃起クリトリスの尖端まで一気に走り抜けた。

			　肉棒の側面に晴信の柔らかな唇が吸いついてくると、

			「ひ、ひ……ひぃいっ！」

			　海綿体に流れ込む血潮が勢いを増し、疑似ペニス全体が青筋を立ててミチミチ軋む。

			　ジャンヌ学長の舌先が蛇のソレのように閃くたび、

			「やめろ、やめ、やめやめダメダメ、本当にダメなんだってばぁああっ！」

			　猛々しく怒張した淫棒に痺れるような快感が産みつけられた。血管の網目に沿ってチロチロされれば肉傘がさらに大きく、さらに硬くなり、カリ首をせせられれば尖端の小さな穴から生臭く香る透明な滴が、コプ、コプ、と溢れ出してくる。

			「ふにぅぅ、くひぅぅぅ……う、あ、ああっ!?　なんだコレ、コレ……熱い、熱い熱い、オチンチンが、ああ、ああ、熱いぃいっ！」

			　あり得ない器官の芯に、あり得ない衝動が膨れあがった。

			　なにかが煮え滾っている。

			　閃く舌に舐めまくられ、柔らかな唇に吸い立てられている淫棒に、熱い感覚が迫り上がり、天を向いた鈴口がこらえがたくムズムズとして──。

			「な、なにか出る……オチンチンから、なにか……うぅ、く、ぁああ────ッ！」

			　──ビュクッ！　びゅるるっ！　どぴゅぴゅっ！

			　ブルルッと震えた巨根が白濁液を噴いた。

			「にゃ、ひ、ぁぇああああ──────ッ！」

			　疑似尿道を駆け抜けていく、熱い粘液。

			　肥大化クリトリスの内側に激震を刻み込まれ、弾けるように反り返る信長。

			（な……ん、だ……これ……）

			　初めて体験した射精絶頂は、自慰の悦びともクンニされたときの快感とも、まったく異なっていた。

			　脳天に大きな穴が開き、魂まで蒸発していくようなえもいわれぬ解放感。

			　勢いよく迸った疑似精液とともに理性まで噴きこぼれてしまったのか、もはやなにも考えられない。恥ずかしさすら感じない。

			「あ……は……あぁぁ……」

			　跳ね上がったまま仰向いた顔は恍惚に蕩け、いつも不敵に微笑んでいた瞳が淫悦に潤み──わななく唇から、掠れた春声とともに愛蜜のような涎がトロリ、と溢れ出してくる。赤らむ頬に法悦の涙が伝い落ち、乱れた呼吸に合わせて大きく上下する胸には、桜色に火照った美乳がゆさり、ゆさりと重々しく揺れる。

			　真上に吹き上がった青臭い滴は、疑似男根に唇を寄せていた光秀の額や眼鏡に、晴信の黒髪に、ジャンヌ学長のキッチリと編んで頭に巻きつけた三つ編みに──大粒の滴となってベチャ！　ベチャ！　と降り注いだ。
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			「ああ……熱、イィ……」「なんて、濃い……匂い……」「ざ、ザーメン……」

			　蕩けた声をこぼし、うっとりと目を細める三人。

			　濃密な精液を仰向けた顔に浴びて満足したのか、それとも四郎の術のせいなのか──牝犬のように昂奮していた光秀たちは、急にクタクタと崩れ落ちた。

			「なぁに？　三人揃ってだらしないわねえ」

			　苦笑したエリザが縄を揺らし、信長の傍から引き剥がしても、力の抜けた手足を投げ出し、心地よさげに微笑んでいるだけ。

			　信長は──。

			（ま、まずい……イッちまった……）

			　蕩けきった頭の隅でぼんやり思い、それから急に、頬をカァッと赤らめた。射精したばかりの淫棒が再びもどかしくなり、遙かな高みから無理矢理引き下ろされたのだ。

			「い……いまのは違う、違うんだ……気持ちよかったわけじゃない、ただ、我慢できなかっただけ……アタシ、イッてない、イッてなんか……ない……」

			　耳の奥に残っている自らの浅ましい春声を恥じ、だれにともなく言い訳する──と。

			「ワシに膝蹴りを喰らわすようなアバズレがどんな声で鳴くのかと興味深く見ておったが……なかなか佳よい声だったな。うむ、悪くない」

			　鼻にバッテンの絆ばん創そう膏こうを貼ったスダレ頭の男が、目を血走らせながら現れた。

			　失神中の秀吉に悪戯しようとしていて、信長に膝蹴りを喰らわされたあの「首相」だ。

			　淫毒に当てられ、すっかりおかしくなっているのか、完全な裸だった。弛んだ胸や腹を恥ずかしげもなく晒し、股間の肉棒を年甲斐もなくいきり勃たせている。

			「ち、違うって言ってるだろうッ！」

			　叫ぶ信長の声が、柄にもなく震えた。

			（ああ、本物だ……本物の、オチンチン、だ……）

			　メタボ男の股間に揺れる男根を目の当たりにして、ぶり返してくる恐怖。

			　太さも長さも信長の疑似ペニスのほうが数段勝っているのだが、しかし他人のソレは、理屈抜きに怖い。

			　尖端の肉瘤は艶々と紅く、緩く捻れた肉茎は青筋を立てて黒光りしている。猛々しく張り出したエラ、糸が縒れたような裏筋、ぬめり光っているクセになぜかゴツゴツとして見える恐ろしげなシルエット──見るからに硬そうだ。思わず息を呑むほど太い。

			（アレを……挿入いれられ、る？　アタシの中にアレが……あんなのが、入ってくる!?）

			　巨大イソギンチャクの胎内ではどうにか守り通した貞操を、こんな脂ぎったメタボ男に穢されてしまうのか──蘇った恐怖に喘ぎ、涙をこぼしながらもがいてみるのだが、射精して間もない身体には少しも力が入らなかった。

			　それ以前に、エリザに操られたサラシに緊縛されているから立ち上がることもできない。自由にならない拳をとにかく握ってみても、やはり生体スタンガンは打てそうにない。

			「ぐふふ、怯えておるのか？　柄は悪いが中身は乙女、悪くないのう」

			　蒼褪めた信長を見下ろして、スダレ頭の男がヒキガエルのような声で笑った。焦らすようにゆっくりとうしろへ回り込むと、催淫液にべっとり濡れた黒髪を掴み、しなやかな背に膝を押し当てて、強引に前へ押し倒す。

			「く、うぅ……ッ！」

			　されるがまま為す術がないという恥辱に、頬を赤らめて歯軋りする信長。

			　いつもなら、こんなヤツ──簡単に殴り飛ばす自分を思い浮かべた途端、涙が溢れ出そうになった。手も足も出ないという現実を思い知らされ、余計に哀しくなったのだ。

			「気をつけなよ、オッサン。コイツはゴキブリ並の生命力がありそうだから、下手に四つん這いにするとカサカサ逃げ出すかもしれないぞ」

			　傍らでいやらしく微笑んだエリザが、下品な口調で信長を嘲りつつ、己の超能力で支配しているサラシをシュルシュルと動かす。

			「あっ!?　ああ……ち、畜生ッ！」

			　手首が引っ張られ、白濁液の浅瀬にベッタリとついた脛の内側に寄り添うように腕が伸び──足首にキッチリ結ゆわえつけられた。肘と膝も重ねて緊縛され、少しも動かせない。

			　俗に言う「蟹縛り」だ。弛んだ褌が絡みついた美尻を高々と突き上げつつ、身体を小さく丸め、生臭い催淫液に片頬を浸しているという、恥ずかしく息苦しい恰好。

			「どうだ、いい恰好だろう？　オッサンのチンポをケツの穴にぶち込んでやりな！」

			「ぬぅ……どうしてこのワシが、こんな小娘に指図されねばならぬのだ……」

			　ブツブツ言いながらも、淫欲に衝き動かされている裸の男は信長の美尻に取りついた。

			「はぅっ!?」

			　武骨な手を左右の尻房に乗せられただけで、背筋がゾクンと反り返りそうになる。

			　美しい丸みに沿ってぴったりと貼りついてくる、男の手指。

			　汗ばんだ掌が気持ち悪い。

			「くぅ、ぁあ……や、やめ……うぅ、はぁ……ふぁ、ふぁぁ……」

			　弾力を確かめるようにムギュ、ムギュ、と揉み込まれ、尻房の表面に微弱電流が湧き起こった。瑞々しい感触を堪能するようにさわ、さわ、と撫で回されれば、力強い愛撫を求めて桃尻が疼く。

			　催淫液に冒された女体が、羞じらう信長を無視し、はしたなく欲情しているのだ。

			　粘つく掌に押され、尻割れが左右に押し拡げられると、

			（イヤ、イヤ……イヤなの、にぃ……ッ！）

			　陵辱を予感した処女膣穴が、燃えるように熱くなる。

			　肛門の縁に親指が添えられて、恥ずかしそうに窄んでいる菊蕾がムニュリ、ムニュリと引き伸ばされれば、性感帯に作り替えられた直腸粘膜がイボつき触手のたくましい硬さを思い出し、腹の奥底にやるせない気持ちが高まって、

			「うぅ……くぅ、そぉ……」

			　絞り出した悪態に甘い響きが混じってしまう。

			「んん？　なんだ、尻穴でも感じるのか」

			　勝ち気そうな美少女の頬が羞恥に火照るのを見て取って、男はニンマリ笑み崩れた。つい先ほどまで命令口調のエリザに反発していたことも忘れ、ギチギチといきり勃っている男根の切っ先を信長の尻穴に押し当てる。

			「ば、バカ……やめろ、やめろやめろ……う、あ、ああっ！」

			　焦り、羞じらい、目を丸くする信長。

			　いま犯されたらきっと、恥ずかしい声で鳴いてしまう。ズンズン突かれたら我を忘れ、遙かな頂まで舞い上がってしまう──淫らな自分を予感し、おかしくなりそうなほど羞じらっているのだが、エリザに操られたサラシにキッチリと緊縛されているから、尻を揺らすことすらできない。

			　グリ、グリ、とこじ開けられる括約筋。

			　亀頭に擦れて淡い肛悦を発する排泄粘膜。

			　必死に締めているつもりの尻穴が、たくましい肉塊に押し拡げられていく。

			「ああヤダ、入ってくる……あ、アタシの中に、ああ、ああ……こ、こんな、太い……こんな、硬い……く、あ……ぁああっ！」

			　──ズズンッ！

			　一際鋭い肛悦を産みつけつつ、亀頭がカリ首まで一気に潜り込んだ。

			　その途端、直腸から信長のふたなりペニスへ向けて、冷たい悦感が走り抜ける。

			（な……なんだ、いまの……うぅ？　あ、く……ぁあっ!?　そんな、そんな……ふひ、ぁああ、うきぃぃ……ま、また、デカくなっちま、あ、あ、あぁぁうっ!?）

			　乱れた黒髪が広がる白い背筋を震わせて、肛悦に喘ぎ、ピクピクと震える信長。

			「ぐふ、ぐふふ……分かるか、お嬢ちゃん？　ワシの亀頭がお嬢ちゃんの尻穴にすっかり呑み込まれたぞ。おお、おお、締めつけてきよる。そうか、そんなに嬉しいか」

			　肉棒の尖端を美少女の排泄孔に埋めた男が、得意げな顔で笑った。震える美尻を愛しむように撫で回し、ヒタ、ヒタ、と軽く打つ。

			「く、うぅ……そぉぉ……」

			　恥辱に唇を噛み、震える声を絞り出す信長。

			（ダメだ、イヤだ……またイく……尻穴で、お尻なんかで、イッて、しまう……！）

			　醜しゅう悪あくなメタボ男に穢らわしい肉穴を貫かれ、悦びの声を張り上げて牝犬のようによがり狂うだなんて──絶対にイヤだ、認めたくない。

			　しかし──。

			「ようし、よし。奥まで貫いてやるぞ」

			　尻に取りついた男が、震える桃尻をガッチリと掴み、腰を力強く打ちつけてきた。

			「う……あッ!?　ぁああっ!?」

			　ズズン、ズズン、ズズンッ！

			　少しずつ、しかし確実に、深度を増してくる男根。

			　熱く、硬く、太い。

			　木の根のような肉茎にグリ、グリ、としごかれた菊膜が、心地よく痺れてしまう。

			　亀頭に押し拡げられた直腸には、めくるめく快感電流が駆け巡る。

			（イヤだ、イヤだ……イヤ、なの、にぃいっ！）

			　抉られた尻穴から脳天へ向け、何度も何度も吹き抜けていく熱い突風。

			　四つん這いを強制された身体が、弾ける肛悦に打たれてビクンビクンと痙攣した。

			　震える背筋、跳ね上がる顔。

			　これだけでも、頭の中が真っ白になるほど気持ちイイのに──。

			（な、んだ……なんだ、コレ……うぅ、ぁあ……お、お、オチンチン、がぁあっ!?）

			　脂ぎった首相の剛直が捻れながらズレ動くたび、キーンと冷えきった悦感が淫棒の尖端まで充満する。喩えるならソレは、燃え盛る氷柱つらら。

			　肛門から鈴口へ、快楽神経の直通回路が開いたようだ。犯された尻穴が気持ちよくなるのと比例して、疑似ペニスが芯にもどかしい疼きを溜めてミチミチと勃起。切っ先を下に向けた淫棒が、小刻みに震えながら少しずつ伸びて──熟れすぎたプラムのような亀頭が、腹の下に広がっている催淫液の水溜まりにぬちょっと触れた。

			「ひぁ!?　あぁッ!?　あぎぁああっ！」

			　疑似ペニスの尖端から淫棒に犯された肛門へ、稲光のような激感が走り抜ける。催淫液のいやらしい成分が鈴口の内側に染みて、射精の悦びを知ってしまった淫核の芯に、焼きつくような焦れったさが逆流したのだ。

			「起こせ、起こせ……この恰好は、ダメだぁっ！」

			　たまらず反り返った信長は、背に覆い被さろうとしていた男の胸に艶やかな黒髪を押しつけ、イヤイヤと首を振った。いつも不敵に微笑んでいた顔が羞恥に歪み淫悦に蕩けて、必死に哀願しているような、恍惚に酔っているような、淫いん靡びで悩ましい表情に。

			「なんだ、上になりたいのか？　しょうがないヤツだ」

			　黒光りするペニスを半分ほど挿し込み、熱くヌルヌルした直腸粘膜に滾る亀頭を締めつけられて嬉しそうにしていた男が、悶える美少女を太い腕でしっかりと抱き留めた。サラシに麓を緊縛されて丸みを増した乳房に、武骨な指を沈め、グイッと引き起こして──。

			「あ、あ……あひぃっ！」

			　──ぐじゅぷっ！

			　背後の男が胡座あぐらを組み、座り込んだ途端、信長の直腸に凄まじい激感が燃え上がった。身体を抱き起こされたため重力に引かれて尻が落ち、半ばまでめり込んでいた男根を一気に根元まで、深々と打ち込まれてしまったのだ。

			（だ、ダメだ……力が、抜け、る……）

			　最さい奥おう部まで貫かれた尻穴がジンジン痺れ、その感覚が背から肩へ腕へ、腰から太腿へ、膝へ──染み渡る肛悦に全身が麻ま痺ひし、自分の身体が自分のモノでなくなっていく。

			　痺れた上半身がうしろに倒れ、メタボ男の厚い胸にしなやかな背を預けるような姿勢に。

			　手首と足首をサラシに緊縛され、いやらしい男の淫棒を尻穴に受け入れた信長は、精せい巧こうに作られた美しい人形のようだった。染み渡る肛悦に、手足の力が抜けきっている。ニヤついた男が腰に腕を巻きつけてきても、振り払うだけの気力も湧かない。

			　しかも──股間の巨根は、尖端の肉瘤を真っ赤に染めて、先ほどよりもさらに一回り太く、硬く、大きくなっていた。

			（お……オチンチンが……熱い、硬い……ズキズキして……うぅ、くぅぅ……！）

			　限界以上に怒張した亀頭が、いまにも爆発してしまいそうだ。クリトリスから変化した疑似ペニスはカリ首や裏筋に愛液を滲ませ、ヌラヌラ紅く輝いて──微風にソッと撫でられただけでも、痺れるような快感が湧く。

			「くぅぅ、たまらんな！　お前の熱いヌルヌルが、ワシのペニスに吸いついてくるぞ！」

			　震える美少女を背後から抱き締め、スダレ頭の男が獣のように笑った。太い男根を伝った声が、信長の尻穴に甘やかな振動となって響く。

			「く、そぉっ！　放せ……畜生ッ！」

			　力の入らない細腕を振り回し、震える声を振り絞ってもがいていると、

			「おやおや。少し目を離した隙に、面白いことになっているね」

			　しばらく姿の見えなかった四郎が、ニヤニヤしながら現れた。

			「そんなに腰を突き出して、オチンチンを見せびらかしているのかな？」

			「う、うるせぇ……」

			　睨み返したつもりの信長だが、声も表情も弱々しい。自らの姿が恥ずかしいことを、イヤというほど自覚しているからだ。

			　まっすぐに伸びた腕の肘と手首が、エリザに操られたサラシによってスラリと長い脛の内側に結わえつけられているため、膝が肩幅以下に狭められない。伸びやかでムチムチとした艶めかしい太腿は当然ハの字に開き、おぞましい肉棒を生やした秘部が丸見えだ。

			　脚を左右に広げている細腕は、たわわな乳房を左右から寄せあわせてもいた。腕に擦れた側面にも、ムキュムキュと互いの柔肉を揉みあっている乳谷にも、淡い快感がひっきりなしに閃いて恥ずかしい吐息が溢れてしまう。

			　麓を緊縛された巨乳は普段より一回り大きく丸く膨らんで、艶めかしい桜色に火照っていた。注ぎ込まれた催淫液のせいで乳腺が滾り、ミルクを大量に生産しているのか、双球の頂点には紅い乳暈がプクッと盛り上がっている。その真ん中の乳首はいまにも弾けんばかりに勃起して、熟しきったグミの実のようにツヤツヤと輝いている。

			　なにより、染み渡る肛悦によって身体中がフニャフニャだ。手足はもちろん、顔の筋肉さえすっかり蕩け、眉を怒らせることすらできない。気を抜けばきっと、弛んだ頬に恍惚の笑みが浮かんでしまうだろう。

			「そんなに邪険にするな。お前ひとりでは可哀想だと思って、仲間を作ってやったぞ」

			「な、なにを……あっ!?　ひ、秀吉……ッ！」

			　得意げな四郎に肩を押され、一歩前に出てきたのは、栗色の髪をツインテールにした幼気な少女。薄い胸にはまだ、水玉模様のワンピース水着がぴったり貼りついているが──その股布は横へずらされ、信長のソレと比べても見劣りしないほど立派な淫棒が勇ましく反り返っていた。青筋を浮かべた淫茎が、ミチチ、ギチチ、と軋んでいる。天を向いた亀頭は紅く輝き、切れそうに鋭いエラを猛々しく広げている。

			「ひっく、ひっく……信長さぁん……瑠美、ヘンなんですぅ……クリクリが、いつの間にかオチンチンになって……ほら、こんなに、こんなに大きく、なっちゃって……ウズウズして、ギチギチして、ビンビンしちゃうんですぅうっ！」

			　啜り泣くロリッ娘は、玩具のように小さな手で己の巨根を握り締め、狂ったようにしごいていた。尖端から、トロリトロリと垂れている我慢汁。その量と濃さ、粘り気に、芯に渦巻く射精欲求の強さが表れているようだ。

			「て、テメェ……オレの秀吉に、なんてことを……ッ！」

			　身体を揺すって歯軋りする信長だが、男根に尻穴を貫かれ、自らの腕で脚を大きく広げているような恰好だから、まるで迫力がない。

			「そう言うな。愛する者に処女を捧ささげられるのだから、感謝して欲しいくらいだ」

			　笑った四郎が秀吉の肩を、トン、と押した。

			「あぅンッ！」

			　肥大化クリトリスを必死にしごいて朦朧としていたロリッ娘は、立っているのが精一杯だったらしい。白い脚を縺もつれさせ、信長の胸へ顔からダイブ。

			「くぁ、あ……あううっ！」

			　汗ばむ乳谷に頬擦りされ、顔をはね上げて喘ぐ信長。

			　秀吉のツインテールに撫でられただけで、乳肌に微弱電流が駆け巡る。

			「胸は、ダメ……ダメなんだ……離れてくれ、秀吉……」

			　上擦る声を振り絞ったのに、頬を赤らめたロリッ娘はまったく聞いていなかった。

			「あはぁ……信長さんの、オッパイだぁ……」

			　慣れた感触に目を細め、そのままギュウッと抱きついてくる。

			「う、あ、ああっ！　待て秀吉、チンチンが、チンチンが……ああ、うぅ、ひぃいっ！」

			　ワンピース型水着に覆われた柔らかな腹に、いきり勃つ淫棒が圧し潰されていた。痺れるような激感が肥大化クリトリスから子宮へと逆流、さらに背を駆け抜け、脳天を突き抜けて、意識が吹き飛びそうになってしまう。

			「信長、さぁん……ねえ、挿入させて、お願い……」

			　凛々しい美少女の豊満な乳房に顔を埋めた秀吉は、いつもしているように甘え声を発し、汗ばんだ乳谷に軽いキスを繰り返した。

			「瑠美のオチンチン、ズキズキしてるの。爆発しちゃいそうなの……ね、いいでしょ？　信長さんのオマ○コに、瑠美のオチ、ンチ、ン……」

			「待て、待て待て秀吉、待ってくれ！　まだオレ、こ、心の準備が……って、ああバカ、やめろやめろ、やめ……ぁあっ！」

			　止める間もなく、秘裂にグリッと押しつけられる真っ赤な亀頭。

			　凄せい絶ぜつな射精欲求に衝き動かされているのは、信長だけではないのだ。

			「ふにゃンッ!?　ああ、熱い……ヌルヌルして、るぅ……」

			　亀頭に貼りつく淫唇の感触に、秀吉はうっとり目を細めて小さく震えた。

			　信長の秘裂に鼻先を埋めた肥大化クリトリスが、ますます硬く、熱く太くなって、

			「やめろ秀吉……オレ……アタシ、は、は、初めて、なんだ、よぉおっ！」

			　破は瓜かの恐怖に震える美少女の膣を、硬い切っ先でグリグリ抉る。

			　とはいえ、痛いだけではなかった。

			　限界以上に張り詰めた淫核を光秀たちに舐めしゃぶられ、射精して、さらにメタボ男に尻穴を犯されて──延々と続く肉悦に、処女穴は淫らな蜜に潤んでいた。紅い粘膜花弁が秀吉の巨根に柔らかく歪み、くちゅ、にちょといやらしい音を立てて──。

			「ン、あ、うぅうっ！」

			　閃く悦びに胸を反らし、乳房を弾ませて喘ぐ信長。

			「うふふ……ココをこんなにヌチョヌチョにして、信長さんも瑠美としたいんだ」

			「違う、違う違う！　アタシ初めてなんだ、したいだなんて思うはずがない……」

			「いいよ、信長さん……信長さんにしてもらったように、瑠美が信長さんにしてあげる」

			「待てッ！　やめろバカ、ひ、ヒトの話を、聞けぇえっ！」

			　掠れた絶叫を無視し、秀吉がクイッと腰を進めた。濃厚な愛液をたっぷりと塗された肉クサビは信長の処女膣穴を誤らずに捉え、硬い鼻先を力任せにねじ込む。

			「クひっ!?　ひ……ぁあっ!?」

			　──ぐぶちゅ！

			　強引に押し伸ばされた膣口に、鋭い感覚が走った。

			（い、痛……く、ない？　ああ、なんで……どうして!?）

			　破瓜の激痛を予感し、身を強張らせた信長は、痛みの代わりに膨れあがる甘い痺れに驚いた。己の指すら知らない処女穴だ、痛くないはずがない──のに。

			「うぅ、ぁあ……ンぁああっ!?」

			　ぐぶじゅ、ぐちゅちゅ、と秀吉のふたなりペニスが押し込まれてくると、膣洞に熱い電流が渦巻き、腰から下の感覚がたちまち薄れてしまった。射精絶頂の余韻といままさに産みつけられている肛悦のせいで、痛みまで快感にすり替えられているのか。

			　男を知らぬ膣襞が奮い立ち、じゅわ、じゅわ、と愛蜜を滲ませる。硬い亀頭にしごかれた入り口には一際強い快感が閃き、

			「はぁ、ああ……あああ……」

			　こらえきれずに反り返った信長が、鼻にかかった甘え声で鳴く。

			「おおっ!?　尻穴が、締まる……！　処女なのに、感じているのか！」

			　悶え鳴く美少女の排泄孔を犯したメタボ男が、捻れる直腸に男根を揉みまくられ、気持ちよさそうに目を細めた。

			「まだ先ッチョしか入っていないのに、このよがりよう……いいぞお嬢ちゃん、その調子だ。このお姉ちゃんのオマ○コに、ズプッと挿し込んでやれ！」

			「えへへ……奥まで一気に、グチュッとするね！」

			　男に唆された無邪気なロリッ娘は、一旦腰を退き、勢いをつけて──。

			「ま、待て秀吉、待て待て……あ、あ……」

			　──ずくちゅっ！

			「あぎッ!?　あぎぃい────ッ！」

			　力任せに潜り込んできた大きな亀頭に、処女膜が磨り潰された。

			　激痛にも似た快美感が背筋を駆け上り脳天を突き抜けて、バネ仕掛けのように鋭く反り返り、ビクンビクンと痙攣する信長。

			（は、入って……る……太いのが、二本、も……）

			　直腸と膣に感じる、どっしりとした肉塊。

			　双孔を隔てる繊細な肉膜が、たくましい弾力に挟まれ、ゴツゴツした感触に磨り潰されて──腹の奥底に甘やかな痺悦が湧き上がる。頭の中が真っ白になり、身体の芯が燃えるように熱くなって、全身から甘酸っぱい汗が噴き出してくる。

			「ふきゅぅぅ……ッ！　の、信長さんのオマ○コ、ひくん、ひくん、してるぅ！」

			　たった一回の押し込みで根元まですべてねじ込んだ秀吉も、紅く染まった頬をはね上げ、円らな瞳を心地よさげに細めた。

			　初めて異物を受け入れた肉穴が、ぎこちなく蠕動する。

			　狭く、きついが、煮詰められたように濃密な愛液にたっぷりと濡れ、小刻みに震えるヒダヒダがロリッ娘のふたなりペニスにぬちょりと絡み、ギュチギュチと締めつけて──。

			　いかにも処女らしい、遠慮がちで不器用な粘膜の蠢しゅん動どう。

			　経験豊富な男であれば物足りないだろうが、しかし、

			「ああ、熱い、ヌチョヌチョだぁ……き、気持ち、イィッ！」

			　幼気な美少女の肥大化クリトリスにはちょうどよかった。

			　あどけない頬を林檎のように赤らめ、栗色のツインテールを軽やかに揺らして、小さな尻を振り始める秀吉。

			「は、あ……うぅっ!?　あ、当たってる……腹の中に、ああ、硬いのが……熱いのが……グリグリ、当たって、るぅ！」

			　ぐぼちゅ、ぐぼちゅ、と突きまくられた信長が、涙をこぼして喘いだ。

			　突き揺すられた子宮が熱い。ヘソの奥、子を宿すための肉室に、ねっとりとしたなにかが沸騰しているような──。

			「はい、当たってるです……プニプニした壁に、私のオチ、ンチ、ンが……う、にゅ、うぅぅンッ！　分かりますか、信長さん!?」

			　秀吉の甘え声が、淫棒を伝って胎内に響く。

			　前から腰にしがみついたロリッ娘がわずかに身体を揺らすだけで、信長の芯に激感が弾け、捩れた背筋に凄まじい電流が駆け抜ける。

			「わ、分かる、分かるからっ！　グリグリ、するなぁあっ！」

			　おぞましく怒張した肥大化クリトリスに力強く抉られているのは、女性にしかない快楽器官──ポルチオ性感帯。肛悦とは微妙に異なる甘い痺れが、腹から胸へ、乳房の先へ、細波のように広がってくる。

			（うぅ……ぁあ……ダメ、だぁ……おかしくなる、おかしくなっちまうぅ！）

			　膣と直腸、ふたつの肉穴に溢れた淫らな悦びが、全身に飛び火しているようだ。指先や爪先、髪の先まで敏感になっていく。紅く染まった耳朶や滲む香汗にしっとり潤んだうなじが、背後の男の熱い鼻息にくすぐられてゾクゾクする。

			「うはぁ、いやらしい顔。そんなにオチンチンが気持ちイイの？」

			　ニヤニヤしたエリザに覗き込まれ、嘲あざ笑わらわれても、信長はもう、眉を怒らせることさえできなかった。悦びにわななく唇、羞恥と法悦の涙をこぼし、ゆらゆら揺れる切れ長の瞳──いつもの精悍な表情は恍惚に蕩け、不敵な笑みは欠片も残っていない。

			「ふぁ、ああ……ぁあ……」

			　反り返った喉を震わせて、とめどなく溢れ出す悩ましい吐息。

			（イくぅぅ……イくぅぅ……イッてしま、うぅぅ……）

			　絶頂のすぐ傍まで追い立てられ、気が遠くなるような恥ずかしさと淫悦に苛まれて、信長は大粒の涙をポロポロこぼす。

			「あれぇ？　信長さん、泣いてるのぉ？」

			　気丈な姿しか知らない秀吉が、啜り泣く信長を見て哀しそうな顔になった。

			（そうだよ、泣いてるんだよ……頼む、抜いてくれ……イきたくなんて、ないんだ……）

			　プライドをかなぐり捨て、哀願しそうになったが──、

			「お嬢ちゃんのオチンチンが、それだけ気持ちイイってことだ。ゆっくり動いてごらんなさい。もっと可愛い声で鳴き始めるから」

			　肩に顎を乗せてきたメタボ男に遮られてしまった。

			「そっかぁ……信長さん、気持ちイイんだ……瑠美もね、気持ちイイよ。信長さんの熱いヌルヌルが、オチンチンにぬっちょりとして……一緒にイこ、信長さん……」

			　男に唆されたロリッ娘が、小さな尻をわずかに退いた。

			　途端、

			「ふぁ……あ、ぁあっ！」

			　喉を反らし、目を細めて、伸びやかな背をくねらせる信長。硬く張り出したエラに膣襞を掻き起こされ、快悦のスパークが次々と弾けたのだ。

			　喘ぎ悶え、乳房が揺れると──。

			「ふぁ……うぅっ！　胸はダメ、胸は……ダメぇえっ！」

			　桜色に火照った双球にヒタ、ヒタ、と小さな手が添えられた。撫でられてもいないのに悦びが溢れ、汗に潤んだ乳肌に微弱電流が駆け巡る。いったいだれが触れてきたのか、と薄目を開けて確認すれば──。

			　右に四郎、左にエリザ。

			　しなやかな背をスダレ頭のメタボ男に抱き留められた信長は、正面からツインテールのロリッ娘に犯され、左右からスレンダーな美少女に襲われていた。傍若無人な信長が、いままで気軽に蹴飛ばしたり張り飛ばしたりしていた者たちだから、ここぞとばかりに復ふく讐しゅうされているようにも見える。

			「うはぁ、オッパイがパンパン。乳首もコチコチだわ！」

			　ニンマリ笑ったエリザが紅く茹だった柔肉に白い細指をムニュッとめり込ませ、美しい丸みを両手で激しく捏ね回せば、

			「アレの欠片に催淫液を注入されたな？　それでもなお正気を保っているとは、さすがに私が見込んだだけのことはある」

			　美少年のように凛々しい四郎はしっとり汗ばんだ掌で、弾けんばかりに張り詰めた乳肌をさわ、さわ、と撫で回す。

			「ダメ、ダメダメ、胸はダメ……ダメだったらぁ！　触るな、揉むなぁあっ！　オッパイが、オッパイが……出ちゃ、ぁあ、うぅううっ!!」

			　幼気な美少女たちに触れられた双球は、秀吉の柔らかな腹に圧し潰されている肥大化クリトリスと同じくらい敏感だった。揉まれるたびに乳腺が沸騰する。表面を軽く撫でられただけでも熱い細波が反響し、限界以上に膨れあがった乳首が痛いほど疼く。乳頭が耐えられないほどムズムズし、いまにもなにかが噴き出してきそうだ。

			　胸に膨れあがる悦びは、すぐさま膣や直腸にも伝わった。熱く潤んだ粘膜が震えながら緊縮し、グチュポグチュポと出入りしている淫棒をいやらしく締めつける。

			「はにゃ、ぁあ、うぅっ！　オチンチンが、しゃぶられ、るぅっ！」

			「くぅぅ……ッ！　こ、これはたまらん！」

			　信長の前後で喘いだロリッ娘とスダレ頭の男が、腰の動きを強めた。ぬめる肉壺の中でムクムクと、さらに太く、いっそう硬く怒張した剛直が、美少女の膣穴を抉り穿ち捲り返し、繊細な直腸をしごきまくって菊膜をクポクポ鳴らす。

			「や、やめ、やめ、や、や、やぁぁああっ！」

			　双穴に次々と炸裂する快感に追い立てられ、細い喉を反らして喘ぐ信長。

			　凛々しかった目元には艶めかしい朱が差し、紅く染まって淫らに弛んだ頬に羞恥と法悦の涙がこぼれる。わななく唇からは涎混じりの吐息が溢れ、髪の生え際や耳裏、閉じた腋下や乳谷に、濃厚な牝香を含んだ珠のような汗が、フツ、フツ、と噴き出してくる。

			「可愛いわよ、信長。御ご褒ほう美びに、もっともっと気持ちよくしてあげるね！」

			　碧い瞳にサディスティックな光を湛えたエリザが、信長の弾む乳房を両手で掴み──。

			　カプッ！

			　乳暈ごと盛り上がっている乳先に、開いた口を被せた。

			「にゃひっ!?　ふぁ、ふあ……ぁあっ!?　やめろ、やめて……ぁああン！　舐めるな、吸うな……吸っちゃ、イヤぁああっ！」

			　揉まれながらしゃぶられた乳房に、痺れるような肉悦。

			　網目のように張り巡らされた乳腺に甘やかな溶岩が沸騰し、噴き出す瞬間をいまかいまかと待ち構えていたようだ。細い手指が沈み込むたび、柔らかく歪められた双球に肉の悦びが反響する。プクッと厚みを増して乳肌から少し浮き上がった乳暈の縁を、尖らせた舌先でなぞるように舐められれば、

			「ふぁ、あ、ああああ────ッ！　やめてお願い、本当に……ダメぇえっ！」

			　弾ける快感が呼び水となり、熱くムズムズした感覚が胸先へ集まってくる。

			「オッパイがそんなにイイのか、んん？　よしよし、オジサンが揉んでやろう。そこのキミも遠慮しなくていい。こちらのお嬢ちゃんのように、好きなだけしゃぶりなさい」

			　四郎に向かって偉そうに言ったメタボ男が、信長の胸へ手を伸ばした。サラシに緊縛されている柔肉の麓に武骨な手を添え、美しい丸みを支えながら揺すり上げ──節の目立つ指を、汗ばむ乳肌に深々と喰い込ませた。じっとり汗ばんだ掌を擦りつけ、エリザが咥え込んでいる乳先へ向けて、ギュウ、ギュウ、と搾乳する動き。

			「くぅぅ、あぅ、あぅぅ……出ちゃう、オッパイ、出ちゃうぅぅ！」

			　甘く切ない鳴き声を上げ、しなやかな背を折れそうなくらい捩って、悶え狂う信長。

			　厳つい手指に揉み歪められた乳房の尖端に、紅く輝く勃起乳首。

			　乳芯から絞り上げられた乳液が、肉豆の芯に集まってきた。繊細な表皮がピンピンに張り詰め、痼り勃った乳頭がいまにもなにかを噴き出しそうに、強く切なくもどかしく疼く。

			「人間ごときに指図されるのは癪しゃくだが……まあいい。主を復活させるには、この娘を何度でもイかせなければならないからな」

			　苦笑した四郎が涼しげな目を細め、真っ赤に膨れた乳首に野苺のような唇を寄せ──。

			　むちゅっ！　ちゅ、ちゅぱっ！

			「ふひっ!?　ひぁ、ひぁあっ！　ダメ、やだ、やめてぇえっ！　吸っちゃイヤ、吸ったらダメぇえッ！　オッパイが出ちゃう、出ちゃう出ちゃう、出ちゃうぅぅうッ!!」

			　熱いキスを受けた乳首に激感が爆発、仔猫のような声で鳴く信長。

			　言葉とはうらはらに、涙に濡れたその頬はいやらしく弛みきっていた。

			　上擦る吐息が止められない。

			　腰の捩れが抑えられない。

			（イィ……イイイッ！　恥ずかしいのに気持ちイイ……お尻が、オマ○コが、オッパイが……熱い、痺れる……溶けちゃう、溶けちゃう溶けちゃう、溶けちゃうぅう！）

			　硬い肉棒に突きまくられた膣や尻穴が、どうしようもないほど気持ちイイ。股間にいきり勃つ肥大化クリトリスはこれ以上ないほど硬く、ロリッ娘の柔らかな腹に擦れれば、強張った裏筋に快感電流が駆け巡る。

			　クワッと張り出すエラ。

			　甘酸っぱい粘液を滲ませて艶やかに輝く真っ赤な亀頭。

			　緩く捻れた淫茎には恐ろしげな青筋が浮かび、その芯には煮え滾った溶岩が渦を巻く。

			　男の手に揉み搾られ、意地悪でスレンダーな美少女たちに舐めしゃぶられている乳房には、頭が真っ白になるような快美感が何度も何度も閃いて──。

			「ぁあ、ああ、あああっ!?　やめて、いやダメ……浮く、浮く浮く……いや飛ぶ、飛ぶ飛ぶ、飛んじゃう飛んじゃう……はひ、あひ、あひぃいっ！」

			　仰け反る信長の声が、切迫してきた。

			　天を仰いだ瞳は熱っぽく潤み、ユラユラ揺れて、なにも映ってはいない。

			　やがて──。

			「い、いぃ……いぃ、いぃ、イィぃッ！」

			　吐息混じりの言葉から、羞じらいが消えた。

			「オッパイ、オマ○コ……イィッ！　イイよぉおっ！　グポグポされて、むちゅむちゅされて……溶けちゃう、蕩けちゃうぅうっ！　オチンチンも、ウンチの穴も……イイの、イイのイイの、ビンビンしちゃうッ!!」

			「ンぷはっ！　やだ、なに言ってンのコイツ？　気持ちよすぎておかしくなったの？」

			　乳首から口を離したエリザが意地悪な顔で嘲ちょう笑しょうしても、

			「奥に、奥を……ぁあ、もっともっと突いてぇっ！　オッパイも、オチンチンも、もっともっと、もっとぉおっ！　希莉香、希莉香を……滅茶苦茶にしてぇえっ！」

			　淫悦に理性を灼き尽くされた信長はわけも分からず、卑ひ猥わいな言葉を口走り続ける。

			　涙に濡れた頬には、羞じらいも怒りもなかった。

			　牡を悦ばせるためにいやらしく微笑み、わななく唇の端から涎とともに、仔犬のような、あるいは仔猫のような、上擦り掠れた媚声を漏らす。

			　イソギンチャクの化け物を素手で殴り倒した面影は、もはや欠片も残っていない。

			　弾ける快感に身を捩り、濡れた黒髪を振り乱してわけも分からず啜り泣く──肉悦の虜りょ囚しゅう。妖しく美しい一匹の淫獣。

			「く、うぅ……おぉっ!?　尻穴の締めつけが、一段ときつく……！」

			「オマ○コも、きゅん、きゅん、してますぅうっ！」

			　よがり狂った美少女の前後で、メタボ男とロリッ娘が上擦る声を絞り出した。理性のクビキから解き放たれた信長の淫穴が、牝の本能に命じられるままいやらしく蠕動し、肉悦を刻み込んでくれる淫棒に熱いぬめりをぬっちょり絡みつかせて、じゅぱ！　じゅぱ！　と音が立つほど激しくしゃぶり始めたのだ。

			「うぅぅ……なんていやらしい女なの？　私まで、おかしくなっちゃう……！」

			　淫悦の虜となった信長からふわふわ立ち上る淫気に当てられ、エリザが焦れったそうな顔になった。弾む乳房に再びムチュッと吸いつきつつ、片方の手で己の平らな胸を、もう片方の手で幼気な秘裂を弄って、信長に負けじと登り詰めていく。

			　反対側の乳首に吸いついている四郎も、

			「なんという、匂いだ……頭がクラクラ、してきた……」

			　金髪の美少女と同じように、濃密な牝香に酔っていた。紺色のスクール水着の上から己の胸と股間をまさぐり、息継ぎする間も惜しむように信長の勃起乳首を吸い立てる。尖らせた舌で肉豆の側面をしごくように舐め回し、喘ぐ唇を弾む胸先に密着させて、むちゅ！　ちゅぱっ！　と鋭い音を立てて吸う。

			「ふぁあ、ふぁ、ふぁああっ！　イィ、イイッ！　けど……ううん、まだダメ、オッパイもオマ○コも、お尻の穴も……もっと……もっともっと、もっとぉおっっ！」

			　舌っ足らずな声で鳴き、自らも腰を振り始める信長。

			　頭の中はすでに、真っ白に灼き尽くされているのだが、なにかがまだ、足りなかった。

			（だってアレは、もっともっとすごかった……こんなもんじゃない、もっともっと、わけが分からなくなるほどもっと、気持ちよかった……）

			　恋こい焦こがれているのは、射精絶頂。

			　ミチミチ軋む淫核の芯を、煮え滾った白濁液が駆け抜けていくとき、美少女の股間に人外の快美感が炸裂する。

			　アレがイイ、アレじゃなきゃイヤだ──重ねて緊縛された腕と脚の先で、細い指がもどかしそうに、きゅう、きゅうと曲がる。なにもかもが吹き飛ぶ「あの瞬間」を追い求め、

			「オマ○コ、お尻ぃ、もっと奥、奥まで突いてぇえっ！　もっと激しく、もっと強く……オッパイも、もっとギュッと……ううん、レロレロして、チュパチュパしてぇえっ！」

			　信長は甘え声で鳴き叫ぶ。

			「こ、こう……ですかぁっ!?」

			　美少女の淫らな欲求に応え、膣を犯したロリッ娘が顔を真っ赤にして腰を激しく突き動かした。背後の男も鼻息を荒げ、淫棒を突き上げながら乳房をギュッギュッと揉みしごく。信長に命じられるまま乳首を吸い立て、舌の上で転がすエリザと四郎。

			「違う、違うぅうっ！　もっと、もっともっとだってばぁっ！」

			　追い立てられていたはずの信長が、いつの間にか主導権を奪い取っていた。

			　自ら腰をくねらせ、尻を揺らして、深々と潜り込んだ二本の淫棒に膣と直腸粘膜を擦りつける。胸を反らして乳房を弾ませ、胸先に吸いついている美少女たちを敢えて振り解いて、さらにギュウッとしがみつかせる。

			「うぅ、ぁあ……の、信長、さぁぁンッ！」

			　小さな尻を激しく振っていた秀吉が、涎混じりの鳴き声をこぼした。

			「なんか、出そう……オチンチンが、ズキズキ、するですぅうっ！」

			「あ、あ、アタシもぉおっ！　いいよ秀吉、出して出して……もう飛びそうなの、アタシもイきそうなのぉおっ！」

			　昂るロリッ娘と声を合わせた信長が、さらに腰をくねらせ、美尻を振った。背を捩り、乳房を弾ませて、肉穴をグポグポ鳴らしている二本の男根を積極的にリード。

			　抉られた膣、尻穴が、燃えるように熱い。

			　出入りする淫棒に捲り返された粘膜が、濃密な愛液を滴らせて紅く輝く。

			　秀吉の腹に圧し潰された淫棒がギチギチ軋み、男の手に揉み搾られ美少女たちにしゃぶり立てられた乳房には煮え立つ淫悦が充満し──。

			「く、あ、ひぃッ！　出る、出る出る、精液出るぅっ！　オッパイも、オチンチンも……イひぃいッ！　イく、イくイく、ぁああイく飛ぶ、イィイッ！　クぅう────ッ!!」

			　叫ぶと同時、鋭くビクンッ！　と跳ね上がる信長。

			　瞼の裏に閃光が弾け、矢のような飛翔感に打ち抜かれた。

			　弾む乳房がエリザと四郎を押し退け、突き上がった腹が秀吉を仰け反らせて──。

			　びゅくっ！　びゅるる、どぴゅぴゅっ！

			　肥大化クリトリスの尖端から、濃密な白濁液が迸る。

			　ぴゅるる、ぴゅぴゅ……ぷっしゃぁああっ！

			　真っ赤にむくれた乳首から、甘く熱い乳液が一直線に噴出する。

			　股間と胸先、みっつの快感極点が、走り抜けていく粘液に内側から責め立てられて、

			「あはあぁああ──────ッ!!」

			　もう一段の飛翔。

			　跳ね上がった顔は恍惚に蕩け、喘ぐ唇に淫らな微笑みが浮かび、弛んだ目尻から法悦の涙が溢れ出す。剛直に犯された膣と尻穴はいやらしく捻れ、キュン、キュン、と緊縮して──ドピュピュッ！　びゅぱっ！　びゅくっ！

			　どぷっ！　どぷっ！　どぷぷ──。

			　秀吉の肥大化クリトリスとメタボ男の男根が、ほとんど同時に射精した。

			「にゃきぅぅ────ッ！」「おぉおうっ！」
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			　喘ぐロリッ娘と背後の男が、共鳴したように全身を震わせた。

			　信長の細い身体にしがみつき、尻房をキュウッと引き締め──煮に凝こごりのように濃密な白濁液を、いやらしく蠕動する肉穴の奥底に、びゅくり、びゅくり、びゅくり。

			（あ……は、あはぁ……熱いのが、中に、中に……びゅく、びゅく、して、るぅ……）

			　絶頂に登り詰めている美少女の胎内に、脈打ちながら注ぎ込まれる煮え滾った溶岩。

			　信長自身は知る由もないが、悦びに震える子宮が腹の奥へ迫り上がり、膣奥へ溢れる疑似精液をじゅる、じゅる、と吸い上げていく。

			（お腹、熱い……満たされ、るぅぅ……）

			　紅く染まった頬を弛め、牝としての悦びを満まん喫きつする信長。

			　犯されることがこんなに気持ちイイとは知らなかった、中出しされるとこんなに幸せな気分になるなんて、だれも教えてくれなかった──蕩けた意識が薄れ、手足から力が抜けていくのに、尻穴と膣穴はなおもギュチュリ、ムチュリ、と蠢いていた。いやらしく潤んだ粘膜を男根に絡みつけ、まだ硬さを失っていない肉茎を絞り上げて、未練がましくしゃぶり立てているのだ。

			「ふぁ、あ……ああ……」

			　呆けた吐息をこぼしているのは、射精絶頂に達した信長や秀吉だけではなかった。

			　エリザも四郎も紅く染まった顔を仰向け、うっとり目を細めて、細い身体をプルプル震わせている。

			　信長の淫棒や乳房から噴き出した白い粘液を顔に浴び、髪に受け、胸や腹にべっとり粘つかせて──それだけで、絶頂に達してしまったのだ。

			「なんで？　どうして……こんなに気持ちイイの……はじ、めて……」

			　小さな尻をペタンと落とし、催淫液の水溜まりの中に失禁するエリザ。

			　四郎はその場に四つん這いになり、

			「こ、これが……イく、という、感覚か……」

			　なにやら意味不明なことを言いながら、乱れた息を懸命に整えようとしている──と。

			　犬のような恰好になった四郎の小気味よく引き締まった尻の先、すぐそこまで迫ってきているように見える蛭子山中腹に、いきなり爆発が起きた。

			「なに……ぁあッ!?」

			　ビクッと振り向いたポニーテールの美少女が、なにに気づいたのか、急に蒼褪める。

			　風が吹いたわけでもないのに細い肩を覆っていた黒マントが外れ、紺色のスクール水着に包まれたスレンダーな肢体が露わになって──。

			「うぁ、あ……あぁああっ！　やめろ、やめんか……たかが人間の分際で……クソッ！　おのれ……う、あ、おおおっ!!」

			　ひとり芝居のように叫びつつ、なぜか四つん這いのまま小さな尻を突き上げた。

			「……なにしてるの、四郎……え？　な、なに!?　なになに、えぇっ!?」

			　驚くエリザの目の前で、美少年のように凛々しい美少女は頬を赤らめ、ウンウンと唸り始めた。辛そうに歪む眉根、額に噴き出してくる珠のような汗──。

			　見せびらかすように突き上げたスクール水着の尻が、モコリ、モコリ、と膨らんだ。尻穴からヒリ出されてきたなにかが、紺色の布地を押し上げているのだ。

			「ちょ……四郎ッ！　しっかりしなさいよ！」

			　白はく昼ちゅう堂どう々どう、人前で、スクール水着の中にナニかを排泄──見ているエリザが幼気な頬を赤らめ、アタフタしているのに、四つん這いになった美少女は心地よさげに微笑んでいた。ふは、ふは、と掠れた息を吐きつつ、涼しげな目元をうっとり細める。伸びやかな手足を突っ張り、小さな尻をさらに突き上げて、スクール水着の内側に「なにか」をムリ、ムリ、とヒリ出し続ける。

			　ソレは、ずいぶんと水気が多いらしい。

			　重そうに膨らんだ紺色の布地に、妖しい染みが広がっていく。

			　会陰部を伝って秘部へと滑り落ち、やがてレッグホールから溢れて出てきたソレは──寒天かゼリーのようなゲル状の物体だった。わずかに緑がかっていて、まるで生きているようにブヨブヨ蠢いている。

			「ちょ、な……なんなのよ、コレッ!?」

			　羞恥に赤らんでいた頬を一気に蒼褪めさせ、だれにともなく叫ぶエリザ。思わず一歩退いて、ふと違和感を覚え、足下を見下ろし──。

			「あっ!?　い、いつの間に……？」

			　岩風呂の底を覆い尽くしていた精液のような白濁液が消えていることに気づいた。

			　乾いたのではなく、消えた。

			　平らに敷かれた岩たちはすっかり干上がっているのに、あのいやらしい粘液の痕跡らしきモノは一切残っていない。

			　四郎の尻穴から溢れ出した物体も、大きな泡をいくつも膨らませ、弾けさせて、みるみるうちに蒸発していく。熱は発していない。ただ、絶頂の余韻すら吹き飛ぶほどの強烈な腐臭が、辺り一面に立ち込める。

			「なに？　なんなの？　……ひょっとして、終わった？」

			　なにが起きているのか分からず、蒼褪めたままキョロキョロしていた金髪美少女に、

			「やはり、聖ジョウント学園のみなさんも御存知ありませんでしたか」

			　背後から涼しげな声がかけられた。

			　慌てて振り向いたエリザは、

			「え、あっ!?　お前は、の、の、のぶ、のぶ……信長ッ!?」

			　すぐ傍にスッと立っている美少女を見て、我を失うほどにアタフタする。

			　長く艶やかなストレートの黒髪、制服の胸を突き破らんばかりの乳房、ほどよく括れたウエスト、黒いミニスカートから伸び出すスラリとした脚線美──。

			「信長ではなく信秀です。間違えないでくださいね」

			　愕然としたエリザに上品な微笑みで答えた西開学園生徒会長は、いまだに繋がったり、あるいは白濁液まみれになって呆然としている学生たちを見回して、やれやれ、とでも言いたげに小さく首を振った。

			「蛭子山の山腹に、妖しげな祭さい壇だんが設けられていました。先ほど爆発があった場所です」

			　ツッと指差す信秀につられ、蛭子山を見上げるエリザ。

			「……それが、どうしたの？」

			　頭が悪いと思われるのはイヤだが、わけが分からないのだから仕方ない。

			「祭壇もこの温泉も、島の龍脈上にありました。龍脈って分かりますか？」

			「わ、分かるわよ！　風ふう水すいっていう学説の中に定義されている、いわば地球の血管か神経みたいなモンでしょ？」

			「まあ、そうですね。ではその理解に沿って……山中の祭壇は龍脈を刺戟し、この温泉に特異な空間を生み出すためのモノでした。地球の血管に毒を流し込み、この場に異常を引き起こしたわけですね。ですから、信虎さんの背を割って這い出してきた化け物も、みなさんを狂わせたあの白濁液も、あの祭壇がなければこちらの世界に存在できないのです」

			「ふ、ふぅん……そうなんだ……」

			　分かったような分からないような気分だが、エリザは取り敢えず頷いてみた。なにやらイヤな予感がする。どうしてコイツは、私にこんな話をするのだろう？　この場で正気を保っているのが自分だけだからか？　それとも、カマをかけられているのか──動物的な直感で逃げ腰になっていると、信秀の涼しげな瞳がスッと細められた。

			「う……ッ!?」

			　途端に足が竦む。

			　白く光る刃を、喉元に突きつけられたような恐怖。

			「……この地に温泉を設けたのは聖ジョウント学園ですから、あちらの祭壇もひょっとして、貴女方の仕掛けかと思ったのですが……どうやら違ったようですね」

			　視線だけでエリザを縫ぬい止めていた信秀は、なにかに納得したように頷いたあと、殺気を消して輝くような笑みを戻した。無言の重圧から解き放たれたロリッ娘は、ブワッと込み上げてくる涙を隠すように、というか八つ当たり気味に、叫ぶ。

			「し、知らないわよ、そんなの！　っていうか、なんでお前、生きてるんだ!?　久秀の爆弾をまともに喰らってたじゃないか！」

			「学園防衛上の最高機密です。お答えできません」

			　知的な眼鏡をキラリと光らせ、質問をはぐらかす信秀。

			　エリザからはなにも聞き出せないと見定めたのか、すでに視線は外れている。

			　優しげな微笑みを浮かべた顔が向いているのは──不満そうにむくれた金髪美少女の足下、失神した信長を押し退けようとしてアタフタしているメタボ男。

			「これはこれは、首相。私の妹のお尻の穴は、お気に召めしましたか？」

			　棘のある言葉にビクッと首を竦めた男は、みっともないほど取り乱した。

			「ち、ちが……これは何者かの陰謀だっ！　ワシははめられたのだ！」

			「ソレは貴男の淫棒で、ハメていたのも貴男だと思うのですが……まあ、いいでしょう」

			　柄にもなく下品な言葉を口にしたのは、かなり怒っている証拠。

			　ただ、信長のように感情を露わにはしない。

			　涼しげな微笑みをさらに深め、信秀はたおやかな仕草で手を上げる。白い細指が拳銃の形になり、しどろもどろになっている首相の背後を指し示し──。

			「な……なんだ？　なにかあるのか？」

			　おっかなびっくり振り返ったスダレ頭は、すぐに、岩風呂の縁に腰掛けた茶髪顔グロ少女に気づく。気け怠だるそうな表情でガムをクチャクチャ噛んでいるその娘は、手にビデオカメラを構えていて──。

			「──きゃっ!?」

			　穢れなき乙女のような悲鳴を上げ、慌てて股間を隠そうとする首相。撮られていたことに気づき、一気に淫毒が抜けたらしい。

			「どうです、義龍さん？　いい画が撮れましたか？」

			「もち、バッチシ。信長を犯っているシーンもいいけど、やっぱサイコーなのは、眠っている幼女に寄って集たかって悪戯しようとしていたシーンかな？」

			「ソレって望遠レンズをつけられるタイプですか？　ではきっと、だれがなにをしていたのか、はっきり撮っていますね」

			　弛んだ裸体を隠そうとしてアタフタしている首相や、いまだ恍惚の余韻に酔い痴れて心地よさそうに失神している信長の代わりに、

			「な、な……お前たち、いったいいつから……!?」

			　呆れ顔になったエリザが訊いた。

			　が、眼鏡をキラリと光らせた美少女は上品に微笑んだだけで明確には答えず、自らの黒いブレザーを脱いでメタボ男の肩にソッとかける。

			「とんだ災難でございましたね、首相。私は西開学園生徒会長の、織田〈希莉子〉信秀です。今日のことはもちろん、他言はいたしません。ですので……どうかこれからも、西開学園をよろしくお願いします」

			　耳元に囁かれた首相は、蒼褪めた顔に滝のような冷や汗を垂らしつつ、ただカクカクと頷くしかなかった。

		

	

			エピローグ

			


			　数日後──夕暮れ時の、西開学園生徒会室。

			　灯りをつけていない部屋の中、ストレートの黒髪を長く伸ばした美少女がふたり。片方は姿勢よく椅子に腰掛け、もう片方は柄悪そうに机に尻を乗せて、なにやら緊迫した雰囲気を漂わせている。

			　いつものように学ランを着込んだ織田〈希莉香〉信長と、制服をキッチリと着こなした生徒会長・織田〈希莉子〉信秀だ。

			　大混乱に陥っていた水着大戦の会場、エリザの前では平然としていた信秀だが、いまは手足や首に包帯を巻いている。久秀の「弾」による爆発で大火傷を負い、確かに一度死にかけたのだ。それがすぐに立って歩けるようになったこと、エリザの目には火傷の跡が映らなかったことなどが、「学園防衛上の最高機密」なのだろう。

			「……ったく、ヒトが悪いにもほどがあるだろう。光秀なんか、本気で姉貴の仇を討つつもりになってたんだぜ？　せめて生徒会の連中には本当のことを教えておいてやれよ」

			　むくれっ面の信長が沈黙に耐えかねたように口を開くと、

			「敵を欺あざむくにはまず味方から。あの方は秀吉さんと同様、すぐお顔に出ますからね」

			　涼しげに微笑んだ信秀が、なんでもないことのようにサラリと答える。

			「それに、光秀さんと久秀さんは、相性が悪そうでしたし。貴女なら分かるでしょうけど、あのふたりを同時に捌さばけるほどの度量は、残念ながら持ちあわせていないのよ」

			「首相を脅したヤツの言葉じゃねぇな」

			　苦笑した信長が、「そういえば」と思い出す。

			「あの眼帯娘、どうやって手て懐なずけたんだ？　チラッとしか見てないが、簡単に堕ちるようなヤツじゃなかっただろう？」

			「ええ、まあ。さすがは北宮学園生徒会執行部、と言ったところかしら」

			　他人が聞けば別になんともない信秀の答えに、信長の瞳がキラリと光った。実の妹でなければ気づかないほど些さ細さいな、歯切れの悪さ。

			　どうやら信秀、まだなにか隠しているらしい。それも、妹である信長にすら話すことを躊躇うような、微妙な「なにか」──ならば、是非とも訊かねば。

			「なあなあ、どんな手を使ったんだよ、姉貴？　言いにくいことか？　あ。ひょっとして、オレが秀吉にしてるみたいな……」

			「違いますッ！」

			　妹のいやらしい好奇心をピシャリと否定し、信秀はひとつ、重い溜め息を吐いた。

			　それでもなお、しばらく躊躇ってから、

			「……あの方は昔、たいへんな火事に遭われたそうで……」

			　どこかが痛んでいるように顔を顰め、小さな声で話し始める。

			「左目の火傷も、そのときに負ったものだとか。申し訳ないとは思ったのですが、義龍さんに御協力いただき、心の傷にちょっと触れてみました」

			「ああ、義龍の火か炎えん拳けんか……」

			　斉藤〈敦〉道三の破砕拳はイマイチ使い勝手が悪いが、その妹、〈琉佳〉義龍の火炎拳はいろいろと応用が利く。火を恐れる少女の顔面スレスレに、燃える拳を何度も突き出している様子を想像して、

			「我が姉ながら、鬼だな、鬼」

			　さすがの信長も不快そうに顔を歪めた。

			　ありていに言ってしまえば拷問だ。聖ジョウント学園のエリザのようなサディストならともかく、普通の人間ならしばらくの間、良心の呵か責しゃくに苛まれることだろう。

			「まあ確かに、鬼と言われても仕方ないことをしましたが……しかし彼女の心は頑かたくなで、ああでもしないと問題の祭壇を探索・発見・破壊していただくことは不可能でした。あくまで非常手段です。今回のように切迫した状況でなければ、決してあんなことは……」

			「それだけじゃねぇぞ、姉貴」

			　しおらしく項垂れる生徒会長にズイッと顔を寄せて、学ラン姿の美少女が拳を握り締め、形よい眉を怒らせる。

			「あとで聞いたんだが、イソギンチャクの化け物が信虎の中から出てきたときに、すでにあの場にいたんだってなあ？」

			「さて……そうでしたか？」

			「トボケんじゃねぇっ！　姉貴がいたなら、義龍だっていたんだろう!?　アイツの火炎拳があれば、あのブヨブヨどももさっさと焼き払えたはずだ！」

			「あら、そんなの無理よ。決まってるじゃない」

			　迫る信長の鼻先でヒラヒラと手を振り、涼しげに微笑む信秀。

			「そんなことをしたら、西開学園への予算配分を上乗せしていただくことが不可能になってしまうでしょう？　ジャンヌ学長が集めたＶＩＰの顔ぶれを見れば、必ず善よからぬコトを考えるヒトが現れる。危機に陥った有力者を颯爽と救助すれば、最小限の労力で最大限の恩を売れる──そこまで考えなくては、生徒会長としては失格です」

			「……これっぽっちも『颯爽と救助』なんかしてねぇし、恩を売るというより、たったひとりの妹を生け贄にして腹黒く脅していたように思うんだが……オレの気のせいかな？」

			「ええ、気のせいでしょう」

			　妹の恨みがましい目つきをまるで気にせず、憎らしいほど平然と頷いた信秀は、フッと窓の外に視線を向け、美しい眉根を密かに寄せた。

			「聖ジョウント学園は龍脈も知らずに温泉を掘り、北宮学園の義元さんも龍脈を無視して大戦会場に設定した。そして、学園の無知につけ込んで善からぬコトを企んだ、正体不明の存在──私たちは少し、お気楽すぎたのかもしれませんね。戦前の内務省がこの地に特殊能力研究所を置いた本当の理由を、もっと深刻に考える必要があるのかも……」

			「……姉貴」

			　信秀の真剣な表情につられたように、信長が声のトーンを落として呼びかけた。

			　窓から射し込む夕日を浴びた横顔が、生徒会長と同じように憂いの陰を帯び、仙獄島の行く末を案じるように俯く──が。

			　お気楽が服を着て歩き回っているような彼女が、そんなに殊しゅ勝しょうなはずがない。

			「顰めっ面して小難しい話なんかしても、オレは騙されないぞッ！　姉貴のゲスな作戦のせいで、オレは、オレは……穢れた身体になっちまったんだからなッ!!」

			　バン！　と机を叩いて立ち上がる信長。

			　話をはぐらかすのに失敗した信秀も、

			「ああもう、膜のひとつやふたつでガタガタ言うんじゃないわよ！」

			　他人の前では絶対に見せない憤いきどおりを露わにいきり立ち、真正面から睨みあう。

			　この姉妹、外見だけでなく性格も、実はよく似ているのだ。

			「犯されて撮られて、貴女のなにが変わった？　全然変わってないじゃない！　むしろ怖いモノがなくなってよかったでしょう？　私に感謝しなさい！」

			「お？　お？　さすがに分が悪いと思って開き直りやがったな!?　面おも白しれぇ、久々に拳でカタぁつけようぜ！　表に出ろや、姉貴！」

			「ふん、望むところよ。で、なにを賭けるの？」

			「決まってるだろ、援団の公認だ！」

			　叫んだ信長は一足早く、長い黒髪と学ランの裾を翻して窓から飛び出していく。

			「……やっぱり希莉香、貴女なんにも変わってないわね……」

			　コメカミを細指で揉むように押さえながら、眼鏡を光らせた信秀があとに続く。

			　だれもいなくなった生徒会室は、しばらくの間、コトリともしなかったが──ふと気がつくと、左目に眼帯を嵌めた細身のミリタリー少女・松永〈サキ〉久秀が、薄暗い部屋の中央にひっそりと佇んでいた。

			　やや俯いているため、表情はほとんど見えないが──。

			「信秀……さま……妹に嘘を吐いてまで、私の名誉を守ってくださるだなんて……」

			　ぽそぽそと呟くその幼気な頬は、イケナイ悦びを密かに反はん芻すうしているように、ほんのり艶めかしく、淡い桜色に上気していた。

			　──ホントはなにをしたんだ、信秀？

		

	

			あとがき

			


			　当たり前ですが、本作はフィクションです。実在する／した人物・団体・出来事などとは一切関係ありません。あってたまるか。

			　命名規則について。「織田〈希莉香〉信長」のように、この世界の登場人物はミドルネームを有しています。〈〉内は幼名で、他人に甘えるときや、親兄弟や恋人が親しさを表現するときに使ったりします。主に戦国時代の武将名になっているのは、まあいろいろ、大人の事情というヤツで。察していただけると幸いです。

			　最後になりましたが、謝意を。挿絵担当のSAIPACo.先生、いろいろ頓とん珍ちん漢かんな注文をしてしまって済みません。素敵な信長たちをありがとうございます。編集部のみなさまにも、プロット段階からずいぶん御世話になりました。

			　最後の最後に、読者のみなさまへ。新レーベル「あとみっく文庫」を、何なに卒とぞよろしくお願いします。

		

	



斐い芝しば嘉よし和かず




二月十三日生まれ。血液型はＢ型。愛知県在住。

動物好きだが蜘蛛、百足、蛇は苦手。猫より犬が好き。馬、豚、虎などの性態に興味津々。魚介類なら烏賊、鮪、秋刀魚は目黒に限る。

最近は生ゴミ処理用に蚯蚓を飼育している。




SAIPACo.




信長はデザイン作成時に想像していたよりもずっと魅力的なキャラクターでした。

某漫画のヒロインのように顔に一本傷があるとかっこいいなと思ったのですが、女子の顔に傷はどうかと考え直し髪を垂らしてそれっぽくしました。
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